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プロローグ







　たったひとりで、一歩ずつ奥おくへ進んでいく。

　生まれてからずっと慣れ親しんだ我が家のはずなのに、まるで見知らぬ場所のように感じるのは、今やここが戦場だからだ。

　強ばる喉のどに力を込め、強引に唾だ液えきを飲み下しながら、櫂かい原ばら優ゆう毅きは右手を見つめた。

　奇き妙みような光こう沢たくを持つ手て袋ぶくろ。〈黒革ブラツクスキン〉と呼ばれるそれに意識を集中する。

　手て触ざわりが融ゆう解かいし、消失する。手袋と皮ひ膚ふが一体になり、そこからさらに触しよつ覚かくが拡大していく。

　何もなかった手の中に光のラインが広がり、絡からみ合い、形を描えがく。確かな重量とともに異様な武器が出現した。左手を添そえ、重さを支える。標準の倍近いサイズを持つ大型の自動拳けん銃じゆうに似ているが、銃口は熔とけた金属が流しこまれて封ふうじられており、撃鉄に当たる部分には複雑な錠じようが絡み合っている。

　あり得ない。不合理な。奇き怪かいな。異形の。

　そんな形容をいくつ並べても足りない凶きよう器きも、いつの間にか見慣れてしまった。

　実体を持たぬ武器──〈幻銃ガン・フアントム〉。

　これだけがブレスレスと呼ばれる怪かい物ぶつを始末できる。これを使えるという一点だけを理由に、優毅は警察内にある秘密組織〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして戦ってきた。

　何人もの死を目の当たりにしてきた。何人もの標的をこの手で屠ほふってきた。

　何人もの──規則では「体」でカウントするが、優毅は自然に人として数えてしまう。ブレスレスは元人間だ。優毅たちと同じ、十代の若者だけが変じた存在。

　長い、どこまでも続くかと思えるほどの長い廊ろう下かを歩き、居間にたどり着く。

「動くなっ！」

《シリウス》というコードネームを与あたえられた〈幻銃ガン・フアントム〉を構えながら、リビングへと躍おどりこむ。

　血の海の中に、見覚えのある姿が立っていた。

「……智ち笑え美み……」

「お兄ちゃん？」

　きょとんと、不思議そうな表情でこちらを見つめる顔。

　中学の制服、編んだ古めかしい髪かみ型がた、垢あか抜ぬけない眼鏡。ひたすら地味にまとめた装いの中で、両手を染めている赤だけが鮮あざやかすぎて違い和わ感かんがある。

　床ゆかには、いくつもの死体が積み上がっていた。

　父と母。

　かつて智笑美を襲おそった多賀。

　この家を訪れて智笑美を詰なじった小宮つぐみ。

〈ＳＴＡＢ〉指揮官を務める狩かの野う奈な槻つき。

　優毅のクラスメイトでもある岬みさき理り緒お。

　岩いわ切きり耕こう一いち郎ろう巡じゆん査さ長ちようら〈ＳＴＡＢ〉の強行班員。

　そして、高たか出いず水み勇ゆう生き。

　悲ひ惨さんな事件を経験した智笑美が、それでも心を開き、好きになった男性だ。

　端たん整せいだが険のある、中学生にしてはおとなびた顔立ち。いつもは鋭するどい光で他人を、社会を、そして優毅を見み据すえている瞳ひとみは、虚うつろにこちらを見つめているだけだ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

《シリウス》の銃口を向ける。

　相手は怪物だ。

　敵だ。

　悪だ。

　害だ。

　銃口を塞ふさぐインプラントが砕くだけ散る。

　複雑な安全装置が一気に解除される。

　バレルそのものが光の爆ばく発はつで引き裂さかれる。

　轟ごう音おん、反動、衝しよう撃げき。

　智笑美の上半身が消失する。

　発射に伴ともなう、甘あまく抗あらがいがたいパルスが優毅の全身を駆かけめぐる。延えん髄ずいが痺しびれ、陶とう酔すいが頭ず蓋がいを生暖かく満たす。

〈幻銃ガン・フアントム〉の発射に伴う現象だ。馴なれる事は可能だが、消す事も抑おさえる事もできない。甘かん美びで強きよう烈れつな、放ほう尿にようや射精にも似て、何倍も濃こい生理的快楽だ。

「はぁ……はぁ……はぁ……っ！」

　肺がひくつく。激しく空気が出入りする。

　口元が緩ゆるみ、笑みがこみ上げる。

　これでいい。何も間ま違ちがっていない。

　正しく、気持ちよく、望まれている。

　身体が求めている。

　完全な保証。完全な解放。

「……お兄ちゃん？」

　血の海から、新たな智笑美が立ち上がる。何が起きたのか信じられない態度で、優毅に声をかける。

「死ねっ！」

　考えるより先に口走る。

　破は裂れつした銃じゆう身しんはもう再生していた。

　トリガーを引く。

　二度目の銃声が、今度は智笑美の右半身を消失させる。

　脳の中心と股こ間かんで、蜜みつの塊かたまりが同時に破裂する。身体中が火照っている。脈打つ心臓から全身に送り出されるのは、血よりももっとどろりと濃く、生暖かい粘ねん液えきだ。

「お兄ちゃん？」「お兄ちゃん？」「お兄ちゃんってば？」

　次々に現れる智笑美たちを《シリウス》で撃うち続ける。

　三発、四発、五発。いくらでも出せる。

　撃つたびに《シリウス》の安全装置はシンプルな形状に変わっていく。いつの間にか銃口を塞ぐものも消えていた。

　銃身も、もう壊こわれない。太く、分厚く、堅かたく──殺さつ戮りくと破は壊かい、標的を蹂じゆう躙りんするのにふさわしい形を獲かく得とくしていた。

　智笑美は逃にげない。こちらに襲いかかってくる事もない。まるでガンシューティングゲームだ。スタートしたばかりの面でもここまで容易たやすくはない。ただ、撃たれるためだけに次々と湧き上がる、無力なターゲット。

　だが、これは遊技とは違ちがう。

　正義の行こう為いだ。許される、奨しよう励れいされている破壊。殺戮ではない。相手は人間ではない。生物ですらない。人殺しの怪かい物ぶつ。殺しても構わないどころか、破壊すべきターゲットなのだ。

　血と肉片と汚お物ぶつの海から新しい智笑美が生まれ、不思議そうな顔で優毅を見つめる。悲鳴ひとつも上げず、命中と同時に消し飛ぶ。

「はは……ははははっ！　消えろっ、消えろっ！　死ね死ね死ね死ね死ねっ！」

　引き金を絞しぼるたびに〈幻銃ガン・フアントム〉が熱く脈打つ。

　脳も、心臓も、全てが〈幻銃ガン・フアントム〉の中に吸いこまれていく。肉体は、ただ《シリウス》を支えるためだけのマネキンだ。

　そんな優毅を、誰かがじっと眺ながめていた。

　一いつ瞬しゆんだけ視線を向ける。

　いつから立っていたのか。優毅と同じ黒い戦せん闘とう服ふくの少女が、長大なライフルを手にこちらを見つめていた。

　ベネトナーシュ。

　彼女について優毅が知っているのはそのコードネームだけだ。素性も本名も不明の、〈ＳＴＡＢ〉最強のハンター。

　長い黒くろ髪かみ。整った顔で、何の感かん慨がいもない仮面めいた顔を優毅に向けている。

　そうだ。彼女が言っていた。ブレスレスを殺すのが任務だと。ブレスレスを滅ほろぼす事が全てだと。

　だったら、この行動は正しい。

　もっとトリガーを引く。

　肉体と〈幻銃ガン・フアントム〉が溶とけ合い、ひとつになる。

　意志でも感情でもなく、生理的な感覚だけが身体を支配する。

　吸収された自我がとろけ、寸断され、銃口から発射される。

　少しずつ、少しずつ、何かが消えていく。

　やがて消失を認識する主体そのものが薄うすれ、かすんでいき、ただ甘く粘ねばつく心ここ地ちよさだけが──。




　快感が頂点に達すると同時に、優毅は身を起こした。

　いつの間にか、机に伏ふしたまま眠ねむっていたらしい。時計の表示は、午前五時に少し早い。

　べったりと貼はりつく下着と、自分の身体から立ちのぼる汗あせやら何やらが入り混じった臭においが不快さを増す。

　つけっぱなしにしていたテレビで流れている正月特番をそのままに、優毅は立ち上がってバスルームに向かった。

　入居してしばらくは掃そう除じも洗せん濯たくもなおざりで散らかりっぱなしだったが、以前しばらくの間勇生を泊とめて同居して以来、なるべく身の回りをきちんとするように心がけている。ただ、テーブルの上には年とし越こしのつもりで食べた天てん麩ぷ羅らそばのカップが残っていた。

〈ＳＴＡＢ〉の一員になって数か月。妹の夢を見るのは初めてだった。

　窓の外で響ひびく雨の音のせいだろうか。妹や両親が死んだあの日を思わせる天気だ。初はつ詣もうでや初日の出を楽しみにしている人々を裏切り、新しい年に抱いだく希望を挫くじくような憂ゆう鬱うつな雨が、暗い空から降り注いでいる。

『新しい年、あなたの叶かなえたい夢は何ですか？』

　番組のキーワードなのだろう。晴れ着姿の女性アナウンサーが述べたフレーズに答え、日本各地からの中ちゆう継けいがこまめに切り替かわる。

　喪も中ちゆうで、賀状の一枚も届かない正月だった。

　投げ捨てるように湿しめった衣類を洗せん濯たく機きに放りこみ、温度を高めにしてシャワーを浴びる。

　鏡に映る姿は大おお柄がらで筋肉質だ。空手と〈ＳＴＡＢ〉の訓練で磨みがかれた、他人が羨うらやむであろう均整の取れた強い身体。

　己を御ぎよすために始めた鍛たん錬れんだが、優毅は安心を得られなかった。ただ、危険な強さが増しただけだ。

　肌はだを叩たたく熱の刺し激げきが、まどろんでいた肉体を強引に目覚めさせてくれる。肉体の鬱うつ陶とうしさを消すのは、やはり肉体だ。夢の中では、ただ内側から湧わき上がる生なま温ぬるく粘つく得体の知れない感覚だけだが、今は確かに湯だとわかる。現実の熱い湯が、夢を洗い流す。

　夢──同じ言葉が異なるふたつの意味を持つ。

　眠っている時に見る幻まぼろしと、実現させたい願いと。

　どちらも今この時の現実ではないという意味だけが共通している。

　夢が、強い願望が人をブレスレスに変える。命と引き替えてもいいだけの願いと明確な意志が伴ともなわなければ、ブレスレスにはなれないのだ。

　智笑美の教室を襲おそったブレスレスの願いは「自分をいじめたクラスメイトに復ふく讐しゆうする事」だった。そして、その場で「智笑美から勇生を奪うばう」ためにブレスレス化した者もいた。

　妹の遺体は見つかっていない。一度にひとクラス分が惨ざん殺さつされ、遺体の損傷や変質も激しかったからだ。

　故に一いち縷るの望みを抱いた事もある。しかしそれは勇生に否定された。智笑美が死んでいないのなら、ブレスレス化したという事なのだと。

　だから、優毅も今では信じている。

　妹は死んだのだと。

　己を魔ま物ものに変えるほどの強い夢を、智笑美が抱いていたとは想像できない。

　それなのに、何故あんな夢を見てしまったのだろうか。

　ふたつの異なる夢には、もうひとつ共通点があった。

　それは、己の意志では制せい御ぎよできないという事だ。

　眠りの床とこで、望んだ通りの夢は見られない。

　胸に宿った夢は、呪のろいのように人間に取り憑つき、離はなれず、行動を支配する。

　今の自分には、何の願いもない。ただ、日々に流されているだけだ。

　使命や任務と、夢は違ちがう。
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　人の命を守るためにブレスレスを駆く逐ちくするという任務の意義は、頭では理解しているつもりだ。逃にげたり、やめたりしたい訳ではない。これまでに携たずさわったミッションでも辛つらく重苦しい思い出だけではない。苦さを伴っていても、達成感を味わった事だってある。

　例えば、ほんの数日前に勇生と一いつ緒しよだった出動で出会った少女がいた。

　彼女のしたたかな明るさには優毅たちの方が学ぶところが大きかった。夢という言葉が、ただ我欲や妄もう執しゆうを飾かざり立てるレッテルではないと思えた。

　それでも、〈ＳＴＡＢ〉の日々に満足も納得もしていない。

　夢の中では簡単に連射できた《シリウス》も、実際にはいつも発射に苦労している。怪かい物ぶつだと理解はしていても、自分と同じ人間だった相手を撃うつためらいから自由になれない。己の正しさが確信できない。

　勇生を守ろうと引いたトリガーが、彼の想いを踏ふみにじった事もある。

　そんな苦く悩のうや煩はん悶もんとは無関係に、任務は続いていく。埋うめられない差異を内包したままで。

　肌の上に、熱い雨が降り続ける。

　窓の外に、冷たい雨が降り続ける。







第一章　僕は拒きよ絶ぜつする







　ソースの焦こげる香こうばしい匂においに、いきなり胃を刺し激げきされた。みっともないが、思わず飲みこんだ唾つばがごくりと音を立てる。

「なるほど。美味そうだな」

　優ゆう毅きの目の前では、分厚いＴボーンステーキが鉄板の上でじゅうじゅうと音を立てていた。

「そう言ってもらえると、お誘さそいした甲か斐いがありますよ」

　向かいの席で微び笑しようする高たか出いず水み勇ゆう生きの皿は、優毅に比べるとぐっと小さいテンダーロインだが、それでも二〇〇グラムある。小こ柄がらで食が細そうに見えるが、勇生も育ち盛りらしく食べるのを、一緒に暮らした事もある優毅は知っている。

　年が明けて一週間が過ぎ、世間ではそろそろ正月ムードも終息した頃ころだ。ふたり一緒の〈ＳＴＡＢ〉勤務当番が終わった夕方、勇生がこのステーキハウスに優毅を連れてきたのだ。

「食い放題の焼き肉とかは好きだけど、こういう店ってのはあまり馴な染じみがなくてな」

「そんな堅かたいお店じゃないですよ。マナーなんかもあまり気にせず、気楽に味わってください。値段以上の品質ですし、国産ですから安心ですよ」

　勧すすめられるまま、サーロイン部分にナイフを入れるとスムーズな手て応ごたえで繊せん維いが切れた。それでいて口に運ぶと、確かな噛かみごたえがある。適度な柔やわらかさだ。しっかりとした物を食べているという満足を感じる。口の中に広がる肉にく汁じゆうも、濃のう厚こうなのに脂あぶらっこいくどさは全然ない。

　冷れい凍とうで筋張った安い焼き肉や、汁しる気けの乏とぼしいコンビニ弁当のカツとは大おお違ちがいだった。体格の印象通り、本来優毅は健けん啖たん家かだ。両親の死後、どうしても食生活は手て抜ぬきになってしまったが、こういう機会にはやはりたっぷり腹に入れたい。ログハウスをイメージした素そ朴ぼくな内装もリラックスできる。

　サーロインをひと口、フィレをひと口。質の違う肉がどちらもとろけそうに美味い。舌の肥えた勇生が勧めるだけの事はある。

「僕は逆にそういう店には行った事がないですね。今度、教えてください。家族で行ったりするんですか？」

「いや。クラスの友達とな。智ち笑え美みが、肉とか好きじゃないから」

「……そうでしたね」

　俯うつむき気味の勇生が、無理に笑顔を作ったのがわかる。

「僕も、この店は友人に教えてもらったんです。雨う月げつ鎮まもるさん──創そう倫りんの一年先せん輩ぱいです」

「ああ、何度か話してた人か？」

「ええ。なかなか紹しよう介かいする機会がなくて申し訳ないです。優毅さんと並んで、僕が尊敬する友人ですよ。同じ歳としですから、話が合うんじゃないですか？」

「照れるな。そんな立派な人と引き合わされると思うと、緊きん張ちようするな」

　面はゆさだけではなく、友達の話をする時に尊敬などという浮うき世よ離ばなれした単語を使う勇生の仰ぎよう々ぎようしさに苦笑が浮かぶ。

「あの時は、鴨かも志し田ださんも一いつ緒しよでした」

　秀しゆう麗れいな勇生の作り笑顔に、微かすかな雲がかかる。

　優毅も、口くち唇びるを引き締しめた。

　鴨志田雅まさ文ふみ──こちらは名前も顔も知っている。顔も合わせた。その場には勇生もいた。だが、言葉を交わしてはいない。

　会ったのは一いつ瞬しゆん。その一瞬に、優毅は鴨志田を殺した。

　勇生が二か月ほど前に知り合った鴨志田は、父親の死の原因を作った消費者金きん融ゆうに復ふく讐しゆうするためにブレスレスとなった。勇生の父が所有する金融会社を標的にして、いくつもの支店に放火し、多数の従業員を焼き殺したのだ。

　勇生は〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして鴨志田に対たい峙じし、自らの手で決着をつけようとした。だが、結果的に優毅はそれを横取りしてしまった。

「あ、勘かん違ちがいしないでください。あの時の優毅さんの判断が間ま違ちがっていたとは思いません。職務上、適切でした。あれは……僕の我わが儘ままですから」

　声を潜ひそめ、言葉も選んでいる。

〈ＳＴＡＢ〉の存在は、世間に秘ひ匿とくされている。ブレスレスの性質上詳くわしい報道は危険だし、対たい抗こう手段である〈幻銃ガン・フアントム〉も未成年者を超ちよう法ほう規きで戦わせているものだからだ。

　勇生が一番奥おくのボックス席を指定したのは、少しでも他人に聞かれるリスクを減らすためである。ふたりが話す以上、事件の話題が全く出ない事などあり得ない。

「そう言ってもらえると気が楽だな……」

　単なる言葉の上の気き遣づかいではないだろう。礼れい儀ぎ正しいが、曖あい昧まいさや不正は堂々と糾きゆう弾だんし、追及する勇生の人ひと柄がらは理解している。

「ここしばらく、出番もありませんからね。今日は単純に、英えい気きを養おうっていう事です」

　付け合わせのポテトにフォークを刺さし、勇生が表情を崩くずした。

　実際、ここ一〇日以上ハンターの出動はない。クリスマス・イブの夜に優毅と勇生が担当した事件を最後に、ブレスレスによる事件は途と絶だえていた。

　去年の後半、優毅たちが知り合うきっかけになった事件や鴨志田が起こした事件などが連続したのを思えば、むしろ不自然で不気味に思える平へい穏おんだ。まるで、大きな何かが動き出す前兆としての休きゆう符ふのような。

「連中も、暮れや正月があるのかな」

　自分でも笑えない冗じよう談だんだ。

　ブレスレスは、休まない。待たない。ためらわない。

　呼吸もせず、食事も、睡すい眠みんも、排はい泄せつも──生物である事を捨て、自らが最初に選び定めた目標の達成という強きよう迫はく観念に駆かり立てられる。

「単なる小康状態でしょう。最初の奴やつもまだ見つかっていない」

　最初の奴──勇生が推測した事だ。ブレスレスは条件に合がつ致ちする人間に感染して増えるが、感染源になる「一番目」の個体が存在するはず。

　智笑美を直接殺害したブレスレスは既すでに駆く除じよされているが、勇生の復讐の標的はブレスレス全体だ。特に、最初の一体が本当に存在するなら自分の手で倒たおしたいと願っている。そのためなら、〈ＳＴＡＢ〉という組織──即すなわち政府や警察まで利用する。

　理解はできるが、共感できない態度だった。

〈ＳＴＡＢ〉上層部を完全に信しん頼らいしない、という点には同意するが。

「……焦あせるなよ。そういう言い方は、まるで事件が起きるのを期待してるみたいに聞こえるぞ」

　美味いステーキを食べているはずなのに、口の中に急に嫌いやな味が滲しみ出てきた。ステーキの肉にく汁じゆうに生々しい血が混じる。

　もちろん、錯さつ覚かくだ。絶ぜつ妙みようなミディアムレアに焼き上げられ、塩胡こ椒しようで素材の風味を強調しながら生なま臭ぐささは完全に消しているのだから。不快な味や臭においの源は肉ではなく、優毅の心だ。

　お冷やだけでは足りず、熱いコーヒーを流しこんで不快を洗い流す。

「すみません。だけど、僕の本心です。智笑美さんを死に追いやった奴を、絶対に許しはしない」

「絶対に……か」

「そうです。絶対に、です」

　勇生の目には、迷いがない。

　思い出したようにまたステーキを切り分け、食事を続ける。

「直接の犯人はもう処しよ罰ばつされた。原因を作った奴だって、君や俺が自分の手を下さなくても、罰ばつを受けるのならそれで充じゆう分ぶんだろ。普ふ通つうの犯罪だって、遺族がリンチにかけるわけじゃない」

　常に続く焦しよう燥そうと苦痛に耐たえられなくなった時、ブレスレスは人の姿を失い、ただ暴れ回るだけの怪かい物ぶつに変へん貌ぼうする。これが、堕壊コラプシヨンだ。

　最初の存在もいずれかの時点で堕壊コラプシヨンし、それと知られぬまま単なるブレスレスとして既に処分されているかも知れないのだ。

「……ただの願望かも知れません。それでも、可能性が残っている限り僕は諦あきらめない」

　ステーキを切っていた勇生のナイフが、勢い余って鉄板をカチンと鳴らした。

「時効ってあるじゃないですか？」

「ん？　ああ、あるな」

　唐とう突とつな言葉に小首を傾かしげながら、優毅もステーキを片づけ続ける。

「あれは、犯罪が法的に処理されなくなるだけです。警察も検察も、無限のリソースを持ってるわけじゃありませんからね。全ての犯罪に人員を割けないから、諦める基準を明記してあるだけです。だけど、罪そのものが消しよう滅めつするわけじゃない」

　犯罪と罪──勇生はふたつの単語を精密に使い分ける。

「奴らは元々法では罰せられない相手です。だから、時効もあり得ない。法で罰する事ができない相手なら、僕は自分のルールで対応する」

「……じゃあ、俺も同じだな」

　愚ぐ痴ちめいた言葉が、思わずこぼれた。

　優毅には過去がある。

　三年前。いや、暦こよみの上ではもう四年前という事になるのか。

　まだ小学生だった智笑美が暴漢に襲おそわれた。居合わせた優毅は妹を守るため犯人の多賀を石で殴なぐりつけ、危うく殺すところだったのだ。警察には緊きん急きゆう避ひ難なんと認められた。そもそも多賀が智笑美を犯そうとしたのが発ほつ端たんだったから、彼の家族も優毅を責めなかった。

　だが、優毅の身体にはあの時の石の重さ、骨に当たる感かん触しよく、返り血の熱さと臭いが未いまだに染みついている。殴っている最中は忘我の境地だったのに。

　その多賀はブレスレスとして再び現れ、優毅の〈幻銃ガン・フアントム〉の最初の犠ぎ牲せい者しやとなった。

「多賀にだって両親はいる。その人たちにすれば、俺は息子の仇あだって事になる。絶対に、永遠に──」

　多賀の両親には会った事がある。智笑美の事件の直後、揃そろって挨あい拶さつに来たのだ。ふたりは我が子の非を詫わびこそすれ、優毅を責める事はなかった。その事が、余計に優毅の心に重く深く刻まれている。

　しかも、多賀の家族は真相を知らされていない。

　我が子が人外の怪物になり、処分された事を知らないまま、警察が作り上げた仮のストーリーを聞かされているはずだ。

「……優毅さんは悪くありませんよ。最初に殴ったのも、その後のも、必要で、正当な事です。相手に原因があるんですから。自分に厳しすぎます」

　きっぱりと勇生は言ってのけた。

　既すでにプレートの上に肉はなく、コーヒーで口くち唇びるを潤うるおしていた。

「理り屈くつじゃないだろ。こういうのは。法律とかじゃない、当事者の気持ちの問題なら。それに、誰かが許すって言っても、俺自身が納得できない」

　肉を三分の一残して、優毅はナイフとフォークを置く。もう一片も喉のどを通る気がしなかった。

　死し刑けい執しつ行こうは複数の人間が同時に最後のスイッチを押す。絞こう首しゆ台だいや電気椅い子すの作動スイッチはもちろん、薬物によるものでも何本もの注射針が一度に突つき立てられるのだ。「誰が殺したか」という事を曖あい昧まいにするために。

　正当な手続きによる職務の執行であっても、人を殺す、一個の生命と意志が内包する未来を断ち切るというのは、それだけストレスや後ろめたさを伴ともなうものなのだ。法務大臣さえ、重大な義務であるはずの死刑執行の書類へのサインをためらう。

「じゃあ、優毅さんはこれから死ぬまで、苦しむために生きていくんですか？」

「苦しむのが目的じゃない。だけど、忘れる事もできないだろうな」

　勇生が黙だまりこむ。

　罪の自覚がある心が勝手に重荷を下ろす事は、勇生も望まないだろう。ましてや親しい人間だから免めん罪ざいし、憎にくい相手はより苦しみ続けるべきというような安易な二重規き範はんは。

　何が罪で、何が罪でないのか。

　良心の法ほう廷ていに他人が陪ばい審しん員いんとして参加する事は叶かなわない。本人が自分の基準で己を許していいなら、今までの主張が瓦が解かいする。

「……説教とか忠告って訳じゃない。体験談として聞いてくれ」

　勇生の顔を見み据すえて、慎しん重ちように口を開く。

「殺すのが罪で、永遠に消えないってわかってるなら、慎重に考えてくれ。智笑美の仇を討ちたいって気持ちはわかるが、その後一生、苦しみと後こう悔かいを背負う事になるかも知れないんだ。高出水くんみたいに物事を真しん剣けんに考える質たちならなおさらだ」

　自ら戦おうと決意した人間に対し、守り気き遣づかおうというのが傲ごう慢まんだと、既に当の勇生から詰なじられた。それでも、優毅は言わずにはいられない。

「その罪や苦しさを担になう覚かく悟ごはできています。誰かが負わねばならない責任なら、僕はむしろ進んで引き受け手になりたい。みんなが苦痛を避さけようとした結果、悪や不正を罰ばつする者がいないのなら、その方が問題です」

　真っ直すぐな眼まな差ざしが優毅を見つめ返す。

「……そっちも、理屈じゃない……と思うぜ」

　淀よどみない勇生に比べて、優毅はひと言ごとにつかえてしまう。本心からの言葉だが、確信や自信はない。

　視線も逸そらしてしまう。

　苦しみを背負う事で辻つじ褄つまを合わせようとする心理は危険だ。

〈幻銃ガン・フアントム〉から受ける快楽の余分をお釣つりとして支し払はらうように発作的な自傷行こう為いに走った者を、優毅は知っている。

　それでも、勇生に「諦あきらめろ」とは告げられない。

「確かに、実際にはわからない事もあるでしょうね。僕は経験者じゃありませんから」

　勇生の言葉が尖とがる。

　彼は、まだハンターとしてブレスレスにとどめを刺さした事はない。「人殺し」を体験してはいないのだ。

「い、いや……そういうつもりじゃ……」

「わかってますよ。優毅さんが、僕の事を心配して言ってくれたのは。だけど、理り不ふ尽じんな話ですね」

　既に冷めたコーヒーを勇生はあおる。

「良心に責められる事が罰なら、良心を持ち、悔くやみ、嘆なげく人だけが永遠に苦しむ事になる。反省しない奴やつは、自分がやった事を後悔もせずに、楽しく繰くり返すって訳ですよ」

「……そうだな……」

　遊び半分、ゲーム感覚で繰り返す奴。己の利益のために再犯する奴はいくらでもいる。多賀だって優毅の手で半殺しにされても、幼い少女を貪むさぼりたいという欲求を捨てられなかった。それは奴をブレスレスに変えるほどの強く、切実な願いだったのだ。

　理不尽で不公平だ。そんな事はわかっている。

　世界が筋を通して、善に報い、悪を罰するのなら、どうして智笑美は死ななければならなかった。

　妹が無む謬びゆうの無む垢くな存在だったとは言わない。普ふ通つうの、人間だ。

　普通の人間が、普通ならあり得ないほどの不幸に見み舞まわれ、それでも懸けん命めいに前を向いて生きてきたのに。

　暴漢に犯されそうになり、やっと立ち直ったと思ったらブレスレスに殺され死体も残らないような死に方をして、弔とむらうべき両親も殺された。

　だから、勇生の気持ちもわかるのだ。

　非道な罪に、相応の報いを与あたえたい。与えねばならないという意志も。

「自分のした事を、きちんと受け止めていこうという優毅さんの態度は立派だと思います。だけど、いつまでもそれに囚とらわれていていいとは思いません。厳しい言い方をすれば過去の罪、ひとつの出来事を理由に今差さし迫せまっている決断や行動から逃にげているんじゃないですか？」

「じゃあ、忘れろっていうのか？　あれは仕方がなかった事だ。こっちが正しかったって、割り切ってしまえばいいのか？」

「そうは言いませんが……。あの時は相手が相手ですし……」

「同じ相手を二度殺せないよ」

　口ごもる勇生に、ついきつい言葉が飛び出す。

　誰かを傷つけ、苦しめるのが罪で、その極きよく致ちに殺人があるのなら。誰かを殺してしまった事を、直接の被ひ害がい者しやに償つぐなう事はできない。

「反省しました。もう二度と『貴方』を殺しません」という反省は無意味だ。ブレスレスでさえ死者が甦よみがえったモノではない。一度滅ほろぼされれば終わりだ。

　殺すだけではない。誰かを害した罪を悔やんだとしても、そこから生まれた自制が同じ標的にしか適用されないなら、無意味どころか有害だ。一いつ般ぱん化かされない後こう悔かいや反省は、次は反はん撃げきしない相手、訴うつたえない相手を狙ねらおうという卑ひ劣れつな知ち恵えに過ぎない。

「それでも、優毅さんは怯おびえすぎだと、僕は思います。過去に過あやまちを犯したのなら、新たなプラスを積み上げる事こそが償いになるんじゃないですか？　再度の失敗を恐おそれて無む為いを決めこむのは、ただマイナスを放置しているだけです」

　勇生の口調が、徐じよ々じよに熱量を上げていく。

「そんなのは理り屈くつの綺き麗れい事ごとだ！」

　腕うでを軽く振ふるだけで、一歩歩くだけで、ガリバーは周囲に被ひ害がいをもたらすのだ。

　己の力を知っているからこそ、怯え、萎い縮しゆくしてしまう。

「高出水くん……君は、多賀が目の前にいて反省していたら、同じ事を言うか？　小宮つぐみには？　いい加減苦しみ続けるのはやめろ。さっさと立ち直って──幸せになれと言うのか？」

　多賀。かつて小学生の智笑美を襲おそった相手。小宮つぐみは智笑美に嫉しつ妬とし、勇生を狙い、優毅の両親を殺害したブレスレスだ。

「……それは……」

　言葉に詰つまったという事実こそが雄ゆう弁べんだ。

　理性は寛かん容ようを命じても、感情は厳格な復ふく讐しゆうの女神なのだ。

「……確かに、僕には優毅さんに何か言う資格はないのかも知れません。僕は、手を汚よごすだけの力もないんですから。汚お泥でいの沼ぬまに腕を差し入れて中のモノを拾い上げたくても、粘ねばつく表面に弾はじかれてしまう」

「い、いや……そんなつもりじゃ……」

　今度は優毅が声を失う。結果的に勇生を断罪し、責めてしまった。

　口くち唇びるを震ふるわせながら、勇生は己の手を見つめている。

　育ちの良さを窺うかがわせる白く、細く、華きや奢しやな指だ。空手で鍛きたえた優毅のごつごつした拳こぶしとは違ちがいすぎる。

　ふたりとも、もう黙だまりこむしかない。

　既すでに冷めた鉄板の上では、脂し肪ぼうが白く固まっている。

「どうして僕たちは、わかりあえないんでしょうね」

　どれほど時間が経っただろうか。勇生が、独り言のように呟つぶやいた。

「優毅さんの言いたい事はわかりますけど、僕も自分の目的を捨てるつもりはない。優毅さんにも理解してもらえる、一いつ緒しよに協力してほしいと思ってるのに……」

「……どうしてなんだろうな……」

　異なる手。異なる身体。異なる過去。異なる心。

　境きよう遇ぐうや性格の違いと言ってしまえば簡単だ。だが、その安直なわかりやすさは誰も救わない。

　答が見つからない。優毅も同じだ。共感しながら、勇生には賛同できない。

　指を通して持ち上げたが、カップはもう空だった。




　一月も半ばになった。水曜日だが、優毅にとっては今週初めての登校だ。

　月曜の午後に〈ＳＴＡＢ〉の当番があり、夕方に出動騒さわぎがあった。ブリーフィングルームに集合がかかったが、結局ブレスレス絡がらみではない「ただの犯罪」であったため、実際の出動はなかった。ただ、疲ひ労ろうが残っていたせいで昼まで起きられず、午後から顔を出すのも億おつ劫くうで結局欠席してしまったのだ。

　徐々に〈ＳＴＡＢ〉との二重生活の煩わずらわしさから「普ふ通つう」の方を粗そ略りやくにしているような気がする。その気になれば月曜も一、二時限だけなら顔を出せた。今も、自分の席に座っていても居い心地ごこちが悪い。学校での出来事を断続的にしか知らないため、クラスメイトたちの話題にもついていけないし、話しかけられる事も減った。

　だからといって、自分の方から振る話題などない。

　最後列から周囲に耳を澄すますと、クラスメイトたちの会話内容は他愛たわいもない。テレビやゲームの話。読んだ本の話。女子は服やメイクや小物の話題もある。

　ありふれた日常だ。

　思えば、自分にはそんな当たり前の日常が欠けている。〈ＳＴＡＢ〉に所属しているからではない。それ以前から秘密を抱かかえている優毅にとって日常とは、危険なマグマを封ふうじた薄うす膜まくの上に乗った紙の城だった。

　ふと、隣となりの席に目を遣やる。

　空っぽだ。

　優毅同様、〈ＳＴＡＢ〉に属するハンターである岬みさき理り緒おは今日も欠席している。彼女の勤務は昨日の早番だから、その気になれば今日は登校できるはずだが。

　無理もない。ハンターの数は減っている。優毅たちが加わった時点で一二人を数えていたハンターだが、あれから四人が失われた。補ほ充じゆうはひとりだけ。当番のサイクルは短く、本来の暮らしを維い持じするのが難しくなっている。しかも季節が季節だから、進学や就職を控ひかえている者の出番は減らしているのだ。

　強行班員たちはもっと入れ替かわった。優毅の目の前で殉じゆん職しよくしたのも二人や三人ではない。ハンターだけが生き残って強行班員が全ぜん滅めつしたケースもある。

　ブレスレス事件の発生頻ひん度ども上じよう昇しようしている。既に、確認されているだけで三六体。過去にアメリカで起きた総数の四倍にも達していた。

「よ、優毅。久しぶり。風か邪ぜだったんだって？」

「ん。まあな」

　ぼんやりと考え事をしていると、平ひら口ぐちが声をかけてきた。

　ひょろりとしたやせ形の長身で、身長だけなら優毅より高い。クラスでは親しい方だが、会話するようになったきっかけは席が隣という理由だ。別に趣しゆ味みが合うわけではない。

　それでも、人づきあいが苦手な優毅には得難い友人のひとりだった。

「ひとり暮らしだと健康管理とか大変だろ？　気ぃつけろよ」

「ああ」

　態度の変わらない──少なくとも変わっていないように見せようとする──友人に感謝しながら、優毅は己の欺ぎ瞞まんに胸を痛めた。

　食事などの問題だけではない。日常の中に他者の目がないと、どんどん規律や自制が失われていく。勇生が押し掛かけて同居するという一件がなければ、今ごろは部屋の中はゴミ溜ため同然になっていただろう。

　既すでに二か月前の事だ。あれ以来、なるべく自じ炊すいし、衛生に気き遣づかっている。先日のようにファストフードの間に合わせではない外食をする事もある。おかげで、疲労だけで病気には無む縁えんだ。

　風邪も腹痛も、ただ〈ＳＴＡＢ〉のための欠席をごまかす口実にすぎない。

　自らを律する事で、嘘うそが重なっていく。

「そうそう、ニュース見たか？　新聞でもいい」

　深刻な優毅の気を紛まぎらわそうというのか。ことさらに明るい口調で平口が話題を変えた。

「何のニュース？」

　平口の話題はネット関係が多い。インターネットに比べると大手マスコミなんて当てにならないと口くち癖ぐせのように言っている。新聞やＴＶニュースの話題を出すのは珍めずらしかった。

「今年の浅あさ川かわ文学賞の話」

　ますます違い和わ感かんがある。

　大衆文学の楢なら木き賞と並ぶ純文学の二大賞のひとつだ。受賞作など一冊も読んだ事がない優毅でも、権けん威いと話題性くらいは知っている。確か、去年は現役女子大生がふたり受賞したとかで、かなり騒さわがれたはずだ。

「正式な発表は明後日なんだけどな。もうかなり話題になってるぜ。今年の本命は『ヘブン・イン・ブルー』だって。優毅、お前、読んだ？」

「いや。俺、そういうの疎うといから」

　苦笑しながら、首を横に振ふる。

　ただ、タイトルだけは記き憶おくに残っていた。二か月ほど前に発売されて以来、増刷を続けているベストセラーだ。

『希き薄はくな現代のリアルを生きる若者の愛と性、そして死を描えがいた話題作』とかいうキャッチコピーをつけられ、書店はもちろんコンビニエンスストアでさえハードカバーが並べられているのを目にしている。

　浅川賞は毎年ニュースなどで話題にはなるが、純文学という事もあり、実際に受賞する前は一部の読書家以外には知られていないケースが普ふ通つうなのに、今回はあらかじめ大ヒットしている。

　プロフィールが隠かくされ、出版社側も十代の男性という事しか公開しなかったため、作品の内容以外にも作者の正体探しも話題になったはずだ。曰いわく、一流作家が匿とく名めいで書いたものだ。曰く、大手代理店のマーケティングチームが仕し掛かけ人だ。曰く、本当は女子中学生だ──。

「アレの作者、あの『息を潜ひそめる部屋』の人だってよ。しかも、俺たちと同じ高一だって」

「へえ……」

『息を潜める部屋』というのは、やはり若い世代を中心に人気のサイトだ。コンテンツの内容は小説やエッセイなどありふれたものだが、質の高さが注目を集めている。勇生が話題に出していた事もあった。

　優毅も平口たちに勧すすめられて一、二度アクセスした事がある。ただ、他の皆みなが言うほどの感かん銘めいは受けなかった。

　確かに文章は上手い。話題も政治や経済から芸能、映画や漫まん画がなど多た岐きにわたる。首しゆ都と圏けんで頻ひん発ぱつする事件──実際にはブレスレスによるものだ──について書かれている事もあった。読みやすく、論ろん旨しも明確で考察も深いように感じられた。

　しかし、普通のサイトやブログにあるような日常のディテールが何もない。

　話題が広すぎて、書き手が何を好み、どういう趣味指向を持っているのかというのが綺き麗れいに欠落していた。プライベートを隠すためとしても極きよく端たんすぎる。突つき詰つめれば「人間」が不在の空くう虚きよな正論や美文にしか思えなかったのだ。執しつ筆ぴつ者しやが個人ではなく、複数のライターによるチーム説が出るのも当然だろう。

　あるいは、自分の感性の方がおかしいのかも知れない──その時は、自らをそう納得させた。

　智笑美が襲おそわれた事件以来、ひたすら内なる破は壊かい衝しよう動どうを抑おさえようと生きてきた。しかし、その妹も半年前にブレスレスに殺され、優毅は〈ＳＴＡＢ〉に所属するハンターとして戦い続けている。

　自分と同世代の人間が変じた存在を相手に、数多くの死を目の当たりにしながら。しかも、他人にはその事実を隠して。

　あまりにも常識からかけ離はなれた生活が価値観や感受性を歪ゆがめ、普通の人々の心を動かすものにも共鳴できなくなってしまったのかも知れない。

「何ていうか……明るい話じゃないんだよ。今の社会の駄だ目めなとことか、どうしようもないとことかが描かれててさ。だけど、だから逆に自分だけでもどうにかしなきゃって気分になるんだよな。別に説教臭くさい内容じゃないんだけどさ」

「そうか……平口がそんなに言うなら、今度読んでみるか」

　実際には興味などない。だが、こうして話を合わせてしまう。

　何かに熱ねつ狂きようするという行こう為いそのものを、優毅は怖おそれ、忌き避ひする。

「だったら今度貸すぜ。作者、今までインタビューとか全部断ってたんだけど、昨日本人がサイトで公表したんだよな。出版社も認めて、昨日はちょっとした祭だった」

　優毅の内心など知らず、平口はぺらぺらと喋しやべり続ける。

　祭というのは、大手掲けい示じ板ばんで騒ぎになったという意味だ。

「本の時はペンネームで、年ねん齢れいも高校生って以外は伏ふせてたんだけどな。雨月鎮って、創倫の一年。何とかって、有名な陶とう芸げい家かの息子なんだってよ。やっぱ俺たちとは育ちっつーか、遺伝子が違ちがうのかね」

「本当か？」

　椅い子すが鳴った。

「え？」

「あ……いや。今言ったのが本当かって……」

　思わず大声を出してしまう。

「ああ。間ま違ちがいないよ。何、知り合い？」

「知り合いっていうか……友達が知ってる奴やつかも知れない」

「本当かよ？　じゃ、今度サインとか頼たのめるかな？」

「ま、まあ、会った時に話してみるよ」

　創倫学園高等部一年、雨月鎮。

　何度か勇生が口にしていた名前だ。先日のステーキハウスを勇生に紹しよう介かいしたのも彼だという。陶芸家云うん々ぬんという話は初めて聞いたが、創倫の生徒なら別に不自然でもないし、親や家を人間評価の基準にしたがらない勇生としてはいちいち喋りたくはないだろう。

　知的で鋭するどく冷静な観点の持ち主と聞いている。しかも、あの自他共に厳しい勇生が誉ほめているのだ。高い評価の作品を著すのも当然かも知れない。

　ただ、会ってみたいという興味よりも得体の知れない不安ばかりがこみ上げてくる。

　勇生に紹介してもらえば簡単な事だが、彼とは先日以来電話もしていない。〈ＳＴＡＢ〉のローテーションも重ならず、話がこじれたままで何となく疎そ遠えんになっていた。

　そんな時に、雨月鎮の話題が降りかかるのは、どういう事だろうか。

　自分の身の回りに起きている事象に、過か剰じような意味を付ふ与よするのは危険だ。まず、ただの偶ぐう然ぜんだと考えるべき。珍めずらしい出来事ではあるが、ひとつひとつの要素を取り出せば筋は通っているのだ。

　理性の声はしかし、どこか弱々しい。

　感情や本能に根ざした予感を押さえこむ事ができない。

　何か、大きな流れが己の周囲で渦うず巻まいているような根こん拠きよのない黒い霧きりが、拭ぬぐっても拭っても脳の内側から滲にじみ、溢あふれだしていた。




〈ＳＴＡＢ〉勤務の最中は、任務上必要な連れん絡らくを別にすれば携けい帯たいの使用は禁じられている。普ふ通つうの意味の銃じゆう器きではないが、未成年者に武装させ、標的の殺害を実行させている超ちよう法ほう規きセクションは、存在の漏ろう洩えいを何よりも恐おそれているからだ。

　ただし、待機室や喫きつ茶さ室しつではテレビや雑誌を見る自由もある。

　昨夜は当番ではないが自主的な訓練のために本部に出向いていた高出水勇生も、休きゆう憩けい中に流れていたテレビで浅川賞最有力候補作『ヘブン・イン・ブルー』の作者が、自らのサイトで素性を明かしたのは知っていた。

　高名な陶芸家・雨月啓ひろ倖ゆきの息子という事もあり、扱あつかいは大きかった。もちろん、他に大したニュースがないせいもあるだろうが。

　思い起こせば、現時点で最後のブレスレス事件であるクリスマスのケースもニュースでの扱いは小さかった。路上、通行人が見ている前で惨ざん殺さつという手口はセンセーショナルだったが、死んだのはひとりだけだったから。

　もちろん、強行班員の殉じゆん職しよくとブレスレス化した当人は別カウントで、だが。

　人間がひとり死ぬ程度の事件は、日常茶飯でしかない。

　単純な数だけでいえば、智笑美が犠ぎ牲せいになった淑しゆく鵬ほう女学院の一クラス惨殺がブレスレス事件の中でも最大の規模だった。

　あるいは、本当に徐じよ々じよにブレスレスの発生や拡散そのものが終しゆう焉えんに向かっているのかも知れない。

　それが事実なら喜ぶべきだ。

　べき──そう言って己に強制しなければならない。

　先日、優毅に批判されたように、自分の手で仇あだを討つ事にこだわってしまう。未いまだ、直接ブレスレスにとどめを刺さした経験はないのに。

　半月ほど事件がなくても、〈ＳＴＡＢ〉は変わらない。相変わらず、いつ発生しても対処できるように二四時間体制のローテーションは維い持じされている。

　上層部がまだ全ぜん滅めつを確認できていない事に、勇生は希望を繋つなぐ。しかも、ハンターの中にいる受験生の当番を減らしているため、中学三年でもエスカレーター進学の勇生は自身の志願もあって、出番が増えている。

　つまりチャンスが増すという事だ。

　今日も、夜から勤務がある。

　もちろんブレスレスの戦いだけに埋まい没ぼつするのではなく、普通の学校生活もできる限り続けなければならない。

　ハンターであるという特権に甘あまえるのは不本意だし、仇を討った後の事も考えねばならない。お互たがいの学校をいい環かん境きように変えていこうというのは、智笑美との約束だ。復ふく讐しゆうを果たすだけで彼女との誓ちかいを反故にしては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　もっとも、この六限目は教師の都合で自習になってしまったのだが。

　クラスメイトの中には、どうせなら切り上げて早退させてくれればいいのにと話している者もいる。

　そんな不満に交じって、鎮の話題が耳に入ってきた。何気なしに、振ふり返る。

「やっぱいいよなぁ。才能あるって」

「んな事ねーって。親のコネとかじゃないの？」

　鎮の作品を「親のコネ」呼ばわりした吾あ妻ずまは与よ党とう国会議員の孫。話相手の大おお川かわは経済評論家の息子だ。吾妻の方は机に座っている。自分の席ではなく、隣となりのクラスメイトの机に、だ。

「コネでも何でも有名になれたらいいじゃん」

「それもそっか。あ、そうだ、吉よし田だくぅん。俺、まだ『ヘブン・イン・ブルー』読んでないから、明日持ってきてくれない？」

「え？」

　吾妻はいきなり自分が腰こし掛かけた机の主に呼びかけた。天板の半分を尻しりに支配されているのに、まるで何事もないかのような態度で自習していた吉田は、クラスで唯ゆい一いつ中学からの編入だ。

　初等部からのエスカレーター組が中ちゆう途と編入を蔑べつ視しし、阻そ害がいするのは淑鵬も創倫も変わらない。

「あ、そうそう。買ってこなくていいよ。お金ないだろうし」

「え……。でも……」

　普通のサラリーマン家庭だが、創倫に入学できるのだから吉田の家庭も経済的には並以上。名の知れた企き業ぎようの管理職だ。本の一冊や二冊買う小こ遣づかいがないなどという事はない。

　吾妻が吉田に万引きを強要しているのだ。

　自分が利益を得たり、スリルを味わったりするためでさえない。ただ、他人が嫌いやがる事そのものが彼らの娯ご楽らくだ。吉田に良心があり、罪に苦しむからこそ、彼らはそれを強しいる。吾妻たち自身は万引きなどわずかな後ろめたさも感じないだろう。

　あらかじめモラルを持たず、悪が悪であるからこそ楽しむ。

　こんな連中がいる一方で、優毅のような人間は己の行こう為いがやむを得ないものであっても罪として背負う。誰の許しも得られない。誰の言葉があったとしても、自分自身を免めん罪ざいする事ができない。

　この不公平は──理り不ふ尽じんは何だ。

「……止めないか！」

　思わず立ち上がり、吾妻の前に進み出る。

「何だよ。トモダチ同士の話してんだから、関係ない奴やつは構うなよ」

「そうそう。自習時間なんだから真面目にお勉強してれば？」

「い、いいよ。高出水くん……」

　吾妻だけでなく、吉田本人までが恨うらみがましい視線を勇生に向ける。

　奥おく歯ばを噛かみしめるしかない。握にぎりしめた手が痛い。

　勇生自身、クラスで孤こ立りつしている。友人や味方と呼べる者は誰もいない。

　不正を糾ただそうとしても、実行する力はない。〈幻銃ガン・フアントム〉の《アルゴル》がブレスレスを仕留めるだけの威い力りよくを持たないのと同じだ。

　守る事も改める事もできない以上、自分が余計な口を出せば、かえって吉田への風当たりが強くなる。

　吉田も、そして勇生も知っている。吾妻たちは分を弁わきまえている。大事になるような行為は巧こう妙みように避さけるし、勇生のように親に金やコネクションがある相手とは事を構えない。適切なレベルの弱者を標的に、前例から「問題ない」と判断できる程度の事だけで適当に遊ぶ。

　吉田にしてみれば、下手に逆らうよりも受け入れて受け流している方が安全なのだ。

　中ちゆ途うと半はん端ぱな正義漢気取りに出てこられるのは、かえって迷めい惑わくだ。

「……」

　無言で、勇生は自分の席に戻もどった。

　これが限界だ。

　いちばん情けないのは、憎にくむべきは、無力な理想を振り回すだけで何もできない自分自身だ。何も有効な手段を持たないのに、理想を持っているというだけで己が他人よりも優すぐれていると考えている。安直な精神の自じ慰いに過ぎない。

　もっと、力が欲しい。正しさを貫つらぬく強さが。悪を糾す力が。

　他人の内側に良心を力ずくでねじ込めるような力が。

　口くち唇びるを噛んで黙だまりこんでいるうちにチャイムが鳴り、担任が現れて帰りのＨＲが事務的に終わった。

　胸の奥おくに苛いら立だちを抱かかえたまま、校門の外に出て携けい帯たいを確認する。校内では、〈ＳＴＡＢ〉からの緊きん急きゆう呼び出し以外は受信しないよう設定してある。

　メールが一件届いていた。丁てい寧ねいだが気負いのない文面の差出人は鎮だ。時間ができたら会いたいという。記されている住所は、雨月の自宅ではなくそこからほど近いマンションだった。
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　電話をかけて見ると、鎮本人が出た。マスコミの目を逃のがれてくつろいでいるので、よければ遊びに来てくれという返事だった。

「わかりました。これから伺うかがいます」

　勇生にとっても嬉うれしい申し出だった。待っているのは命がけの危険な任務だ。ストレスや苛立ちを抱えたままでは、リスクが高まる。鎮と話す事で多少でも気持ちが晴れればいい。

　返事をしてから次は自宅に電話し、家政婦に帰宅が遅おそくなる旨むねを告げる。

　両親とは不仲だし、外がい泊はくしてもあまり気にとめない。だが、それでも勇生はこうしてきちんと連れん絡らくをする。軽けい蔑べつや敵意しか感じない親であっても、自分がその庇ひ護ご下かにある事実は覆くつがえらない。関係から目を逸そらし、拒きよ絶ぜつするのではなく、真正面から受け止める。

　一度は友と読んだ相手を失った事から、勇生はそう学んだ。

　いや、決めた。

　せっかくだからこの機会に優毅も誘さそおう──一いつ瞬しゆん、頭をよぎった考えを否定する。

　急すぎるし、自分の気持ちがささくれ立っている時に友人同士を引き合わせるのは考え物だ。こんな精神状態でふたりを対面させても、先日のステーキハウスの件で鎮から優毅に説教してもらうような形になりそうだ。

　もっと平静な時がいい。例えば、ブレスレス事件が完全に決着して、自分も優毅もただの中学生や高校生に戻った後のように。

　鎮が指定したマンションは、彼の実家にほど近い分ぶん譲じようの新築だった。セキュリティは機械任せではなく、壮そう年ねんの警備員が配置されている。それも、適当なアルバイトではない。筋肉の付き具合からすると格かく闘とう技ぎ経験者で、恐おそらくは元警官。

〈ＳＴＡＢ〉の一員として過ごした半年で、いつの間にか勇生の目にもそういう鑑かん定てい力りよくが備わっていた。

　来客入り口のインターフォンに向かい、電話で教えられた鎮の部屋番号を呼び出し、警備員のチェックを経てようやく建物の中へ入れた。

「よく来てくれたね」

「お邪じや魔まします」

　一〇階の自室に勇生を迎むかえた鎮は、いつもの彼のイメージとは違ちがう生き成なりのコットンシャツ姿だった。知的な顔に穏おだやかな笑みを浮うかべ、椅い子すを勧すすめる。

　１ＬＤＫのマンションは建物も家具もまだ新しいせいか、どこかショールームじみて見える。完全な生活の場ではないから当然か。

　真新しい机の上にはノートパソコンが一台。それに、作りつけのキャビネットには辞書を含ふくむ本が何冊か。床ゆかには塵ちりひとつ落ちていない。

　同じ高校一年の男なのに、前に押し掛かけた優毅の部屋とは大おお違ちがいだ。

　きちんと整った空間は、落ち着く。

「コーヒーでいいかな？　高出水くんはブラック派だったね？」

「ありがとうございます」

「まあ、僕も砂糖やクリームは入れないから用意してないんだけど。本来、客を招く部屋じゃない。あくまでひとりになるための場所だから」

　電動ミルで豆を砕くだく音と鮮せん烈れつで香こうばしい匂においが鼻をくすぐった。そう言えば優毅の家ではインスタントだったか。

　ふと目を向けると、キッチンには何もない。それこそコーヒーメーカーとカップくらいで、食しよつ器き棚だなの中は空っぽだった。

「ニュース見ましたよ。浅川賞、本命ですってね」

「ああ。おかげで取材とかがうるさくてね。不本意ながら学校もさぼる羽目になった。ひとりでいても退たい屈くつだから、気のおけない人と話したくなってね。それで、高出水くんが頭に浮かんだんだ」

　大げさに肩かたをすくめ、鎮が笑う。

　予あらかじめ温めたカップをテーブルに並べ、コーヒーを注ぐ。挽ひいた時とはまた違う、深く、それでいてまろやかな香かおりが鼻び腔こうを刺し激げきする。カップは普ふ通つうのホームセンターでも売っていそうな、飾かざり気のない白一色のものだった。さすがに父親である陶とう芸げい家かの作品を日用にはしていないらしい。

「光栄ですね。この部屋は、出版社が？」

「いや。僕の私物だ」

　僕の、というからには親の名義などではないのだろう。しかし、いくらベストセラーでも一冊の印税で購こう入にゆうできるものではない。何しろここは都内でも有数の高級住宅地なのだ。父親が買い与あたえたものだろうか。必要もないのに自分だけの住まいをねだったりするような人ではないと思うが。

「選考会直前に本名を公表なんてしたから、口さがない連中には賞狙ねらいの売名行こう為いだなんて言われてるよ」

　鎮の口くち唇びるが、カップの縁ふちに触ふれた。

「そういう人たちに構う必要はないでしょう？」

「そうだな。賞が目的じゃない。同世代の読者が関心を持って、ちゃんと作品を読んでくれるのがいちばん大切だよ。僕にとってはね」

　穏やかな顔で、鎮はカップを傾かたむける。

「ごめんなさい。『ヘブン・イン・ブルー』、買うには買ったんですけど、時間がなくてなかなか読めなくて。まだプロローグだけしか」

　クラスメイトなどに比べると読書量は多い方だが、勇生がよく読むのはルポルタージュや社会科学の入門書がメインだ。小説の、しかもハードカバーの単行本はあまり手を出さない。まして「若者に人気のベストセラー」などと言われると興味よりも胡う散さん臭くささや反発の方が先立つ質たちだ。

「一気に最後まで読ませる力はないって事かな？」

「いえ。そうじゃないですよ」

　うっかり失礼な言い方になってしまい、慌あわてて訂てい正せいする。

「僕が忙いそがしくて、時間が取れないだけです。序じよ盤ばんだけでも、何て言うか……寂さびしさと苛いら立だちみたいなものは伝わってきました」

「三年生だしね。いろいろ忙しいだろう？」

「僕も内部進学ですから、それほどでもないですよ」

　受験勉強で忙しいわけではない。勇生の時間を奪うばっているのは〈ＳＴＡＢ〉のハンターとしての任務だ。待機中の手持ちぶさたな時間に鎮の本を読むという手もあるのだが、どうもそういう「私用」は後ろめたい。

「つまり、他にやらなければならない事があるわけか。その方がいいよ。しょせん小説なんて暇ひまつぶしだ。時間が限られている時に、優先順位がいちばんになるような代物じゃない。ただ、読者がそれぞれ何かを感じ、考えるきっかけになればいいと僕は思ってる」

　ふと鎮は窓に視線を向けた。窓の外ではない。カーテンがかかっていて、外は見えない。

「君も創倫にいて感じていただろう？　正直、僕らが生きている今という時代は歪ゆがみを含んでいる。僕たちの世代も、無罪じゃない」

　勇生は頷うなずいた。今日も痛感したばかりだ。

　強者の傲ごう慢まんと弱者の諦てい念ねん。環かん境きようへの甘あまえから生み出される無気力や怠たい惰だ。創倫に限った話ではない。淑鵬も同じだと智笑美から聞いている。

　ブレスレス事件についての情報、噂うわさ、そして反応を求めてアクセスしたネットでも不ふ愉ゆ快かいな言葉に出会った。

　使い捨てのハンドルや無記名に隠かくれて他人を口くち汚ぎたなく罵ののしったり、差別や偏へん見けんを露あらわにする者も多い。少数派を無条件に排はい除じよしようとする声も目立つ。

　勇生がいわゆるベストセラーに興味が持てないのは、多数の側に与くみして安心を得たり、何かに属する事で自分自身が強く正しいと考える態度に嫌けん悪おを覚えるからだ。

「個人としての自分を高めようとせず、無む根こん拠きよに日本を賞賛し、他国を蔑さげすむ事でプライドを満たそうとする愛国者気取りの連中が増えている。じゃあ、左はどうかというと完全に理想を喪そう失しつし、新しい対たい抗こう理論も生み出せないまま目先の体制批判を繰くり返して影えい響きよう力りよくも求心力もゼロだ」

　鎮の批判は多た岐きにわたった。

　モラルが低下しているのは政府や企き業ぎよう、マスメディアだけではない。

　ごく普通の市民の間に蔓まん延えんしている節度の弛し緩かんや甘え、他者への無関心や無責任こそが根本的な問題だと、穏おだやかな口調だがきっぱりと語る。

「時間がないんだ」

　意外な言葉だった。鎮の穏やかな態度と口調には似つかわしくない。

「無む為いに過ごしているだけで、どんどん世の中は悪くなる。単なる抽ちゆう象しよう論ろんじゃないよ。一度モラルが低下すれば、その環境に適応できない者は生き残れない。悪い奴やつの餌えさになるだけだ。野生なら獲え物ものが不足すれば肉にく食しよく獣じゆうの数も減って均きん衡こうするだろうが、人間は必要とあれば、弱者を養よう殖しよくする。搾さく取しゆされる者としてシステムに組みこまれる事で生き残りを図る」

「……そうですね……」

　吉田など、その典型だろう。あるいは父の傘さん下かにある会社でも見られる構図だ。大たい勢せいが間ま違ちがっていても逆らわずにいれば、その中でおこぼれに預かって生存できる。鶏にわとりは人間に管理され、利用され、喰くわれる生き物である限り絶ぜつ滅めつしない。

「モラルへの欲望、良心が満たされたいという欲求をたくさんの人が持てば、少しはマシになるんだろうけどね」

「前にも伺うかがいました。だけど、正直それは理想論だと思います」

　以前、この問題を語らった時にはもうひとり同席していた。

　鎮同様、数少ない尊敬できる友人。復ふく讐しゆうのために全てを捨てた男。特権に安住する勇生への糾きゆう弾だん者しやでもある鴨志田雅文が。

　良心が悪や罪への自制のためだけなら、優毅は永遠に救済されない。

　マイナスを防ぐのではなく、プラスを生み出そうとする善意。誰もがそれを胸の中心に据すえるだけでいい。

　超ちよう俗ぞくの聖者になれとは言わない。

　せめて我欲と良心の間でバランスを取ろうとする事はできないのか。

「僕も、自然にそうなるとは思っていない。だから、手を打たなければならないんだ」

　微笑ほほえみながら鎮が告げる。

　違い和わ感かんを覚える。

　話している内容と表情がかみ合っていない。まるで、顔の筋肉だけを心情とは無関係に動かしているかのようだ。

「多分、僕は受賞するだろう」

「自信あるんですか？」

　勇生が訊たずねると、鎮はコーヒーを一気に飲み干して代わりを注いだ。

「他の候補作も全部読んだ。自うぬ惚ぼれではなく、客観的な判断として僕の作品に優まさるものはないよ。だが、賞を取ったり本を出したりするのが目的じゃない。あんなものは、僕が本当に伝えたいメッセージに注目を集めるための手段にすぎないよ」

「メッセージ？」

「そうさ。何かを伝えたい、訴うつたえたいと思っていても、一いつ介かいの高校生の主張に真しん剣けんに耳を貸してくれる人なんていない。だったら、先に注目されるようにしなくちゃね。名声だって、事を成すための力だ」

　力──そうだ。どんな理想や目的があっても、現実に影えい響きようを及およぼせなければただの空論でしかない。

「……そうですね。僕も、同感です」

　鎮を尊敬すると同時に、微かすかな嫉しつ妬とも覚える。大おお仰ぎように理想を振ふり回すだけで何もできない自分とは違ちがい、彼は着実に目的に向かって道を築き続けているのだ。

　ふと、優毅の顔が脳裏を過よぎった。

　勇生の性急さを責める彼なら、こんな自分をどう評するのか。それでいいと言ってくれるのか。

「勇生くんなら、わかってくれると思ってたよ。僕のメッセージを聞いてほしい」

　口くち唇びるは笑みのままだ。だが、鎮の視線からは穏やかさが消えた。

「メッセージって、それは……何でしょうか？」

「今夜、賞の発表がある。その後に話すよ」

「いえ。それはちょっと……。夜には用事がありますし」

　夜には〈ＳＴＡＢ〉の当番がある。それに、浅川賞の候補には発表直後にインタビューできるように準備されるはずだ。まさかその席に勇生が同行する訳にもいくまい。

「君には是ぜ非ひ、リアルタイムで聞いてほしいね。勇生くんのように理想を持った人間こそ、僕の理解者になるべきだ。僕たちには時間がない。毎秒ごとに、世界の堕だ落らくは進んでいる」

「申し訳ないです。受賞の発表は、自宅のテレビで見させていただきますよ。体調も万全ではありませんし……」

　立ち上がろうとした勇生の足元で、不意に床ゆかが硬かたさを失う。ぐにゃりとたわみ、勇生の身体を飲みこもうとする。

　いや、違う。

　床が歪ゆがんだのではない。異常をきたしたのは勇生の平へい衡こう感覚だ。

　目め眩まいと睡すい魔まが急激に頭ず蓋がい骨こつに押し入ってくる。

　睡すい眠みん薬やくか。

　しかし、同じサーバーから注いだコーヒーを鎮も飲んだ。しかも二に杯はい。カップにあらかじめ何か入っていた様子もない。

　目を擦こすり、重いまぶたに力を込める。

　霞かすむ視界の中で、鎮は冷静にこちらを見つめている。

「……な……」

　言葉も上手く出せない。力が抜ぬける。テーブルに突ついた手が、空になったカップを倒たおす。

「高出水勇生。君こそ僕の理解者に……仲間になるべき人間だよ」

　鎮が繰くり返すのを最後の記き憶おくに、勇生の意識はまどろみの中に落ちた。




　緊きん急きゆう召しよう集しゆうのサインで真っ先に頭に浮うかんだのは、ブレスレス事件の同時発生だった。〈ＳＴＡＢ〉本部からのメッセージは携けい帯たい電話で送られるが、情報の漏ろう洩えいを極力避さけるために最小限の符ふ丁ちようだけで、具体的な内容は直接口頭で伝えられるからだ。

　急ぎ足で警視庁地下六階の本部に向かい、何重ものセキュリティチェックをくぐり、着き替がえもせずにディレクターズ・ルームに駆かけつけた優毅が味わったのは、軽い拍ひよう子し抜ぬけだった。

「欠席……ですか？」

「ええ」

　出で迎むかえた狩かの野う奈な槻つきが笑顔で答えた。

　七年前にアメリカで発生したブレスレス事件にハンターとして携たずさわり、現在は〈ＳＴＡＢ〉実戦部隊の責任者を務める女性だ。

　課長でもコマンダーでもなく、ミッション・ディレクターという奇き妙みような役職名は、この組織が通常の指揮系統法体系から逸いつ脱だつしている事を実感させる。

　端たん整せいな顔を縁ふち取どる清潔感のあるショートボブ。淡あわい草色のセミタイトスカートで脚あしを組む様が下品にならない。警察で荒あら事ごとを担当するスタッフというよりカタカナ職業のタレント文化人の方が似合いの肩かた書がきだろう。

　本来、今夜は勇生の当番のはずだった。いつもは遅おそくとも一〇分前には出勤する彼が定時を過ぎても現れず、何の連れん絡らくもないままだという。携帯にかけても繋つながらない。

「アルゴルとは仲がいいんでしょう？　何か聞いてない？」

　勤務中、ハンターは自らの〈幻銃ガン・フアントム〉と同じ名で呼ばれる。優毅はシリウス。アルゴルというのは勇生のコードネームだ。

「いいえ、何も」

「すぎる」が付くほど生真面目な勇生とは思えない。何か事情があるなら前もって連絡するはずだ。超ちよう法ほう規きの秘密機関だが〈ＳＴＡＢ〉は警察の一部だ。もし、事故などがあれば真っ先に連絡が入る。

　勇生が自らの意志で〈ＳＴＡＢ〉と袂たもとを分かったという可能性が頭をよぎったが、優毅はすぐに否定した。

　智笑美の仇かたきであるブレスレスを残らず始末するというのは、勇生の何よりも強い願いだ。それを叶かなえるには〈幻銃ガン・フアントム〉が不可欠だし、〈ＳＴＡＢ〉に属している必要もある。万が一、何か決意したとしても自分には相談があったはず。

　ハンターである事に迷い続けている自分とは違ちがう。勇生にとってブレスレスを根絶するのは何よりも優先する。〈ＳＴＡＢ〉という組織さえ、そのために利用する踏ふみ台に過ぎない。

「……まさか、何か事件に……」

　不安が口を突く。アクシデントでもなく、自発でもないとすれば、勇生本人の意志に反して連絡不能の状態にあるという事か。

　事件ではないと知って弛し緩かんした心中に、不定形の灰色が湧わき上がる。

「もちろん、その可能性も考こう慮りよしているわ。ただ、事件性が明確でない以上、大っぴらには動けないし、割ける人手も限られているの」

　超法規というのは単に表の法律の枠わくを外れ活動しているというだけで、無制限の権力を保持している訳ではない。

「まあ、それでも打てる手は打ってあるわ。何か分かったらすぐに連絡します。とりあえず心配だろうけど、アルゴルの代わりに待機お願いね。一応、明後日の早番と入れ替かえにしておくから」

「わかりました」

　不安を抱かかえたまま、ロッカールームで黒い戦せん闘とう服ふくに着替える。

　胸に描えがかれている盾たて型がたのエンブレムにはＳＴＡＢの四文字と短たん剣けんのマーク。上じよう腕わんには青白い眼光を灯した猟りよう犬けんを描いた個人用のエンブレム。

　一見するとただのライダースーツと大差ないが、アラミド繊せん維いと高分子物質の併へい用ようで衝しよう撃げきに反応して自動的に硬こう化かする性質を備えた最新のボディアーマーだ。通常の小しよう銃じゆう弾だん程度なら確実にくい止める。危険な最前線で戦うための鎧よろい。

　これを身に着けるのは、櫂かい原ばら優毅というひとりの人間から〈ＳＴＡＢ〉のハンター・シリウスになるという事だ。

　未いまだに優毅はその考えに馴な染じめないが。

　待機室では、テレビがつけっぱなしだった。ソファに座っているのは、プリケリマ──岬理緒ひとりだけだ。

「あ、シリウス。どうしての？」

　戦闘服の胸元を深く開き、汗あせばんだ襟えり元もとを曝さらしている。うなじには白いタオルがかけてあった。多分、訓練場でひと汗流してきた直後か。

　ショートカットに縁取られた顔が白すぎるように思えるのは、彼女のリストカット癖へきを知ってしまったからか。明るい表情さえ空くう疎そに見える。

「高出水くんが休んだから代理だよ。それより岬、お前最近欠席多すぎるぞ。学校にもちゃんと顔出せよ」

「ちゃんとコードネームで呼んでよ。あたしは岬じゃなくてプリケリマ。高出水じゃなくてアルゴルでしょ」

　どこか潤うるんだ眼まな差ざしで、優毅を見上げる。彼女は優毅とは逆にハンターである事に固こ執しつし、ただの高校生・岬理緒を封ふう印いんし、捨て去ろうとする。
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　正直、気まずい。

　理緒とはシャワールームで、裸はだかのまま抱だきつかれた事もある。彼女が〈ＳＴＡＢ〉の任務に耽たん溺できせず、普ふ通つうの学校生活も送ってほしいと思う気持ちに嘘うそはないが、教室で顔を合わせた時にどんな態度を取っていいのかわからない。〈ＳＴＡＢ〉の中なら、理緒も任務の方を重視するおかげで、まだけじめはついているのだが。

　視線を逸そらしたテレビでは、浅川文学賞のニュースが流れていた。

　アナウンサーが告げた作品名は『ヘブン・イン・ブルー』、作者の本名は雨月鎮。

「あ、これあたしも読んだ。面白かったよ。刺ささる感じっていうか、カサカサした気分、すごく共感できた。シリウスは？」

　あの時の事を覚えていないのか。それとも本気ではなかったのか。理緒の方は何の屈くつ託たくもなく優毅に話しかけてくる。

「読んでない。俺、小説とかそういうの苦手だからさ」

　聞き流しながら、画面を見入る。

　既すでに用意されていた記者会見の席に、鎮が現れる。名前は勇生から聞いていたが、顔を見るのは初めてだった。

　創倫の制服とは違う、チャコールグレイの上品なジャケットにネクタイは無し。髪かみはきちんと整えられて、気品と若さが同居している。表情は端たん整せいで穏おだやかだ。隣となりに座っている痩やせた編集者に比べても品格が高く見える。

　それなのに、鎮の微び笑しように優毅は嫌けん悪お感かんを覚えた。




　ＰｉＢｉＰｉ、ＰｉＢｉＰｉ。

　耳みみ障ざわりな電子音が聞こえる。

　遠くで、いや、耳の内側で。それも違う。鳴っているのは耳元だ。

　まぶたを開く。光の刺し激げきで頭の芯しんが痛む。

　目を覚ました勇生は、時計のアラームを止めようとして腕うでが自由にならない事に気づいた。

「……う……うん？」

　ベッドの上、毛布を跳はね上げる。手て錠じようが掛かけられていた。長く触ふれていたからか、それとも毛布の中で温められていたせいか。金属の冷たさは感じない。

　何とかして上体を起こしているうちにアラームは勝手に止まった。

　口くち唇びるを噛かんで気付けし、まず状じよう況きようを確認する。

　見覚えのない内装だった。シンプルな蛍けい光こう灯とうの光に照らされた壁かべはアイボリー一色で、家具のほとんどないワンルームだ。寝ねかされていたベッド以外で目に付いたのはビデオに繋つながった小型のテレビが一台だけ。鎮の部屋がショールームなら、こちらはただの空き部屋を思わせる殺風景だった。

　記き憶おくをたどり、コーヒーに一服盛られて意識を失った事を思い出す。鎮が自分を拘こう束そくし、ここに運びこんだのは間ま違ちがいないだろう。

　あのマンション、外部から入る者のチェックは厳しいが、入居者の行動は多少不ふ審しんでも見送るという事か。なるほど、ご立派だ。

　警けい戒かいしながら、立ち上がる。自由にならないのは腕だけだが、意外に些さ細さいな動作が難しい。バランスを取り損そこなって転びそうになる。

　耳を澄すまし、他人の気配がないのを確かめてから室内をチェックする。作りつけのチェストの中まで確かめたが、やはり自分以外には誰もいない。ドアは内側からは開けられない形で施せ錠じようされている上に、窓に至ってはパネルを打ち付けて塞ふさいであった。

バスルームは乾かわいている。

　誰かが生活している部屋ではない。

「監かん禁きん用ようか……」

　最初に招かれた部屋とは別に、自分を閉じこめるためだけにもうひと部屋準備していたという事か。

　何のためにこんな手の込んだ事を──いや。それを考えるのは後だ。まず、外に連れん絡らくを取らなければ。〈ＳＴＡＢ〉本部では、当番の自分が現れないのが問題になっているはず。

　ポケットを探って、携けい帯たい電話がない事に気づく。財布や鍵かぎはそのままだ。

　考えるまでもなかった。念入りに窓まで閉ざした鎮が、そんな手て抜ぬかりをするはずがない。

「くそっ！」

　悪態を吐つき、もう一度部屋の中を探し回る。

　隠かくすような場所がほとんどないから、二度、三度と確かめても時間はそれほどかからなかった。やはり、室内にはない。固定電話は最初から設置されていない。コードの繋がっていないカプラーが剥むき出しになっているだけだ。

　キッチンに置かれているのは、プラスティックのコップがひとつだけ。刃は物もの代わりになるようなものはひとつもない。

　せめて両手が自由になれば。

　手首に力を入れ、チェーンをベッドのヘッドボードに叩たたきつける。

「痛っ！」

　こっちの骨が痺しびれただけだった。

　己の非力が恨うらめしい。

　頼たよれるものが肉体だけになった時、高出水勇生はあまりに無力だ。

　手錠とは言っても警察で使っている品とは違ちがう。せいぜいが上等な玩具おもちやレベルだ。優毅の腕わん力りよくだったら破は壊かいできるかも知れない。いや、それ以前に慎しん重ちよう──臆おく病びようでもあるが──ゆえにこれほど易々とは拉ら致ちされなかっただろう。

　脱だつ出しゆつも、連絡も不可能だ。

　鎮は実に念入りに監禁してくれた。しかし、何のために？　何が目的だ？

　想像できるのはひとつだけだが、まさかそんな事のために──。

　害意があるなら、寝ている間に何でもできた。拘束も中ちゆ途うと半はん端ぱだ。

　キッチンには、いちおうガス台が据すえつけてある。これはちゃんと作動した。青い火が輪を描えがいて噴ふき出した。

　ハンカチか何かに着火して、火災報知器を作動させる。

　警備会社や消防が飛びこんでくれば、脱出できるはずだ。水を張ったバスルームに非難していれば──そこまで考えて、勇生は手を止めた。

　現状では最良かも知れないが、あまりにリスクが大きい方法だ。無関係な住民にも大きな迷めい惑わくをかけてしまう。父の会社へ復ふく讐しゆうするために無関係な人間を何人も焼き殺し、火災を引き起こした鴨志田と一いつ緒しよだ。

　彼を否定した以上、よりよい道を選せん択たくする義務がある。

「落ち着け……焦あせるな……」

　優毅の顔や声を思いだしながら、己に言い聞かせる。彼なら、自分の軽挙を強く戒いましめるだろう。

　最後の手段が見つかったと言って、それをすぐに実行する必要はない。鎮がいつ戻もどってくるのかも、自分を監禁した理由もわからないのだ。今は、まず状況を把は握あくしなければ。

　考えこんでいると、タイマーでテレビが点つき、録画がスタートする。夜のニュース番組だった。事件事故に続いて、浅川文学賞の報道が始まる。

「……鎮さん！」

　モニターに現れた顔に、ありったけの力を込めた視線を向ける。もちろん、反応はない。

　有名ホテルのホール。焚たかれる無数のストロボが背後の金きん屏びよう風ぶをぎらつかせる。

　やはりそうだ。

　時計のアラームといい、テレビのタイマーといい、鎮は自分と外部の接せつ触しよくを断ち、その上でニュースを見せるために手の込んだ真ま似ねをしたのだ。

　メッセージとやらを、彼が望む形で伝えるために。

　ならば、その奥おくにある意図を理解するためにも向き合わなければならない。

　覚かく悟ごを決めて、勇生はベッドに腰こしを下ろした。見聞きしかできないなら、どんな些さ細さいな情報も逃のがさないのが選べる最良だ。

『雨月鎮さん、浅川賞受賞、おめでとうございます』

　最前列の女性アナウンサーの声に、鎮はいつもと同じ涼すずしげな顔で微笑ほほえんでいた。




「歴代でも二番目の若さ、処女作での受賞となりましたが、今のご気分は？」

「雨月さんはインターネットでも自分の作品を発表してますけれど、やはり本との違いを感じられたとか？」

「お父上は陶とう芸げい家かの雨月啓倖氏ですよね？　やはり、ご家庭に芸術のセンスを育む環かん境きようが……」

「みなさん、お静かに」

　矢や継つぎ早に繰くり出される質問を、年ねん齢れいに似合わぬ落ち着いた態度で鎮は制した。記者たちが早口な分、彼の冷静さが際だつ。

「まず、僕は浅川賞を受けるつもりはありません。拒きよ否ひします」

「え？　あの……辞退という事でしょうか？」







[image: ]







「辞退ではありません。拒否です。僕の作品が浅川賞にふさわしくないのではなく、賞の方が僕の作品に値しないのですから」

　記者席がざわめいた。

「う……雨月くん？」

　隣となりの席に座っていた出版社の人間が、文字通り青ざめる。

「もともとこれらの賞は、当時から斜しや陽ようだった文学業界が小説を売るためにでっち上げたものでしかありません。いわゆる文学というものが力を失ったという現状から目を逸そらし、その場しのぎの商売と自作自演の権けん威い付けを図った結果の、ずるずると引きずられてきた負の遺産です」

「あ、あのっ！　会見は中止で……」

　編集者が立ち上がり、無様に両手を振ふり回した。

「構いません。会見を続けましょう」

　座ったまま、編集者の肩かたを引いて再び着席させる。

「う、雨月先生？　雨月くんっ！」

「確かにあなたにはお世話になりました。ですが、利益も上がったのですからギブ・アンド・テイクでしょう？　御おん社しやを版元として選んだのは、単にコンビニエンスストアを中心にした熱心な販はん路ろ開かい拓たくと、浅川賞レースに有利な文ぶん壇だんでの既き得とく権けんを併あわせ持っている唯ゆい一いつの出版社だからです。方針に同意したわけでも、帰属や忠誠を感じているわけでもありません」

　軽く片手で押さえているようにしか見えない。それなのに、編集者は椅い子すから動けずに手足をばたつかせているだけだ。

　もちろん、記者たちは好こう奇き心しん剥むき出しの口調で、身を乗り出すように群がってくる。

「雨月さん、お話を続けてください。お願いします！」

「ええ。ですから、皆みなさんも席に戻ってください」

　極めて冷静な態度で、鎮は記者たちを制せい御ぎよする。

「たとえきっかけは何であれ、評価基準に見るべきものがあれば賞としては有意義でしょう。しかし、実際には話題性最優先です。若い作家に賞をやって、年老いた審しん査さ員いんたちの能力感性では分ぶん析せきも論評もできない作品に、とりえあず『瑞みず々みずしい感受性』や『鋭するどい時代性』という毎年同じレッテルを貼はっているだけ。恐おそらく関係者の皆さんは、僕が女子高生か女子中学生だったらもっとよかったと思ってるんじゃないですか？　その方が売れますからね」

　どこからか失笑がこぼれた。それは、まさにこの賞の現状を言い当てていたからだ。勘かんづいても誰も指し摘てきできないタブーのひとつだった。

　若い作家優先。特定の出版社優ゆう遇ぐう。宣伝のための部数水増し──半ば公然と囁ささやかれてきた事だ。

「せめて選評の内容が納得のいくものであればよかったんですけどね」

　大げさに、鎮は嘆たん息そくする。

「料りよう亭ていなんていう大多数の読者の生活実感とかけ離はなれた芸術特権階級の砦とりでに籠こもって密談している方々が『瑞々しい感受性』だなんて、程度の低い冗じよう談だんにもなりませんよ。選評には失笑しかできませんでした。同時代の読者には読みとれている『今』しかないという閉へい塞そく感かんと絶望を、審査員は見落として表面的な放ほう埒らつを若さだと勘かん違ちがいしている。程度の低い連中です」

　表情にも口調にも、気負いや緊きん張ちようはおろか、軽けい蔑べつさえ込められてはいない。

　確かに不ふ愉ゆ快かいさは現れている。だが、雨が鬱うつ陶とうしいからと言って顔を顰しかめる者は雨を憎にくみ、嫌きらっているだろうか。あるいは顔の側そばを飛ぶ蚊かに不快を覚えるのは当然としても、憎ぞう悪おというほどの強い気持ちを抱いだくだろうか。

　ただ、既すでに存在しているどうしようもないものへの、絶望混じりの乾かわいた感情があるだけだ。

「勘違いしないでほしいんです。僕は今さら権威を否定する急きゆう先せん鋒ぽうとして立とうという訳じゃない。その程度の事は、審査員よりも相対的にちょっと若いってだけで訳知り顔をしている評論家の皆さんがとっくにやり尽つくしてますからね。僕の目的は、違ちがうところにある」

　再び、記者席がどよめき、視線が一個所に集まる。そういう辛から口くちを売りにした文芸評論家がこの場にいたからだ。

「真に伝えたいのは、フィクションじゃなくて現実に起きている事です。浅川賞を取ったのは、単にメッセージを伝える場を得るための手段でしかない」

　事も無げに言ってのける。

　浅川賞は、公こう募ぼではない。半年の間に発表された純文学作品全てを対象として選出されるものだ。確実に受賞する自信があったという事。

「僕が本当に知らせたい事は、ここにあります。ここには、警察の犯罪行こう為いが記録されている」

　ポケットから取りだしたメモには、サイトのアドレスが記されている。

「どこの局でも構いません。僕の話を聞きたいというところがあれば、時間をとっていただければライブで説明いたします。資料も用意してありますから」

　もう座っている者はいない。今度は鎮も抑えなかった。

　雑誌、新聞、テレビ──関係者がガードマンを押しのけて津つ波なみのように殺さつ到とうする。

　どういう話がついたのか。二〇分の中断の後、ある民放がニュースの時間延長扱あつかいで鎮のインタビューを引き継ついだ。

「では、雨月さん。お話というのは？」

　簡単な状じよう況きよう説明の後、女性アナウンサーが鎮に水を向ける。

「みなさんはブレスレスというものを、そして警察が運用している〈ＳＴＡＢ〉という組織をご存じでしょうか？」




「……何……？」

　理緒が息を呑のむ。

　同意した若者だけが変化できる。目的と動機が必要。睡すい眠みんも食事も不要。ただし苦痛を伴ともなう。

　テレビの中で鎮が語るのは、紛まぎれもなく現場で戦う優毅たちが把は握あくしているのと同じ、ブレスレスにまつわる事実だった。

『政府はこれまで、国民に対して真実を隠かくしてきました。〈ＳＴＡＢ〉というのは警察内部に存在する秘密部隊で、多数の未成年者を対ブレスレスの任務──人殺しに利用しています』

　鎮の言葉に嘘うそはない。

『しかも、彼らが使用させられている武器は、使用者に対して麻ま薬やくのような作用ももたらします。快感を伴い、使用中止が難しくなる』

　しかし、巧こう妙みような言葉の選び方でブレスレスの被ひ害がい以上に、政府の情報隠いん蔽ぺいに悪印象を抱くように誘ゆう導どうしている。

「人殺しって何よ！　ブレスレスは化け物よ！　あたしたちは、人類を怪かい物ぶつから守るために選ばれた戦士なのに！　どうしてこんな酷ひどい事言うのよ！」

　理緒の非難は、もちろんモニターの向こうの鎮には届かない。

「そうでしょ？　シリウス？　あたしたち、正しい事してるよね？」

　優毅は答えられない。

　正しいという確信がない。

『詳くわしい資料はサイトにまとめてあります。この数か月の間、関東一円で起きた事件の報道と照らし合わせてみてください。ブレスレスによる事件を、政府がどのように隠蔽してきたかが理解できるでしょう』

　灰色の不定形が、心の中で明確な黒い輪りん郭かくを得ていく。

　勇生に連れん絡らくが取れない状況で、勇生の友人がブレスレスや〈ＳＴＡＢ〉の存在を周しゆう到とうな準備の上で暴ばく露ろする。

　勇生が情報を漏もらしたとは思わないが、無関係ではないはずだ。

『し、しかし……これは……』

　予想外の出来事に、アナウンサーさえ言葉が滞とどこおる。

『あの……雨月さんは、どうやってこれらの情報を？』

　予想された、当然の問いだった。鎮が答えるよりも早く、優毅の耳の奥おくでは予想された当然の答が空耳のように響ひびいていた。

『僕が、ブレスレスだからです』







第二章　龍りゆうの門







　鎮まもるの宣言と同時に、優ゆう毅きは待機室を飛び出した。

「狩野かのうディレクター！　櫂かい原ばら──シリウスです、失礼しますっ！」

　乱暴に二度ノックし、許可を待たずにディレクターズ・ルームへ飛びこむ。

「高たか出いず水みの居場所ですけど……！」

　だが、奈な槻つきは優毅の言葉に顔も上げず、壁かべのモニターで鎮の番組を、そして机上のパソコンで彼のサイトを見つめていた。

『息を潜ひそめる部屋』とは違ちがう、テレビで紹しよう介かいされていたもの。このためだけに別に用意した、ブレスレスと〈ＳＴＡＢ〉のデータをまとめたものだった。

　何か早口でまくし立てているのは、〈ＳＴＡＢ〉科学班チーフのミア・クレイトーだ。白衣に眼鏡の、小こ柄がらな白人。まだ二〇歳を過ぎたばかりだがブレスレスと〈幻銃ガン・フアントム〉の専門家である。

　奈槻とはかつてアメリカで発生したブレスレス事件に関わって以来の旧知だという。

　英語が苦手な優毅に聞き取れたのは「ｍｅｄｉａ」や「ｏｒｄｅｒ」という断片的な数単語だけだ。

「無む駄だよ。注目度の高い生放送、今から圧力をかけて強引に中断とかさせたら、彼を正義のヒーローにするだけ。サイトのサーバーが国内ならそっちだけでも力ずくで抑おさえる手もあったかも知れないけど、そっちも手て抜ぬかりはなし。外国に複数のミラーを置いてる」

「……そうか……」

　奈槻の声に、ミアは日本語になって大げさに肩かたを竦すくめた。

　優毅にも状じよう況きようは理解できた。

　勇ゆう生きの推測が正しければ、〈ＳＴＡＢ〉はブレスレスの情報が漏ろう洩えいしないようマスコミの報道を規制するだけでなく、多数の人員を投入してネットの草の根情報もコントロールしている。

　目もく撃げき者しやや噂うわさをゼロにするのは不可能だから、漏れ出てきた真実の断片を無数の屑くず情報に紛まぎれさせ、実態不明の都市伝説にしてしまうのだ。

　だが、注目度の高い生放送を利用し、さらにネットで一度にまとまった資料を流すというのは想定していなかったらしい。

　今から妨ぼう害がいすればかえって疑念と不ふ審しんを呼ぶ。曖あい昧まいな情報が飛び交い、憶おく測そくに変化する。政府が報道に介かい入にゆうし、国民を騙だましていた事が問題として挙げられている以上、ここで迂う闊かつな動きをすれば反発が強まるだけだ。

　マスコミも、既すでに抑えが利かない。

「取りあえず、わたしは善後策を上と談判してくるわ。多分、彼の行動はこれで終わりじゃない」

　上というのは警察庁の事であり、政府の事でもある。

「悪いわね、シリウス。ミア、彼の話を聞いてあげて」

　椅い子すの背に掛かけていたジャケットを羽織り、奈槻は立ち上がった。

　モニターの中では、鎮が冷静に、しかし強い意志の籠こもった声で語り続けている。

『確かにブレスレスは危険な怪かい物ぶつになるリスクがあります。しかし、強く正しい意志を保てるのなら、私欲や邪じや念ねんに惑まどわされず、世界を変える純じゆん粋すいな力になりうるんです。僕は、ブレスレスという存在が生まれてきたのは必然だと考えています。力を持つ者は、その力をよりよい形で活用するチャンスと義務があるはず。それなのに警察はその事実を隠かくし、その上未成年者を対策要員にして人殺しをさせている』

　警察の情報隠いん蔽ぺいを暴ばく露ろしただけではない。

　鎮は、自分たちハンターの情報もつかんでいる。

　それを暴露するために、ここまでのお膳ぜん立だてをしたのだ。

「はっ！　ふざけてるわね。土木工事に使えるからって核かく兵へい器きをせっせと量産する？　ネズミを殺すために人間も死ぬような細さい菌きん兵器をばらまく？　ブレスレスを放置するっていうのは、そういう事よ」

　ミアが吐はき捨てる。

　彼女も七年前、ローティーンで大学に入った才能への嫉しつ妬とから、ブレスレスに殺されそうになった経験を持つ人間だ。優毅や勇生と同様、ブレスレスの被ひ害がい者しやである。しかも彼女は〈幻銃ガン・フアントム〉を出す能力がなかったため、直接戦って復ふく讐しゆうする事もできなかったのだ。

　その代わり、頭脳を活いかしてブレスレスの性質や対たい抗こう手段、〈幻銃ガン・フアントム〉などの研究者となり、今もアメリカから出向している。

「奈槻、いる？」

　ドアが開き、長い髪かみの少女が入ってきた。

「ベネトナーシュ？」

　優毅が名前を呟つぶやく。

〈ＳＴＡＢ〉最強のハンター。引き締しまって均整の取れた体格だが、長身ではない。だが、この体たい躯くで彼女は唯ゆい一いつの白兵戦用の〈幻銃ガン・フアントム〉を振ふるい、ブレスレスたちを確実に駆く逐ちくする。

　顔立ちそのものは柔にゆう和わで端たん整せいだが、その態度は常に冷れい淡たんで近寄りがたささえある。ただ、いつも感情を見せない彼女に今は何か体温めいたものを感じる。

「今回の件で、上と相談に言ってるわ」

「そう？　じゃあ、ミア。あなたが代理として許可を出して。この現状を放置するわけにはいかない。ブレスレスの影えい響きようが拡大しないように手を打つ必要があるわ。わたしが、出動する」

「出動って……こいつの事か？」

　優毅は画面を指差した。

『ご覧になっているあなたも、若く、理想があるのなら、苦しみを担になう覚かく悟ごがあるのなら、ブレスレスに変われる可能性はあるんです。もう、時間がない。今の世の中を改めようというなら、今すぐ行動に移るしかないんです』

　放送は中止されない。ブレスレスの賛美と、警察や政府への批判が繰くり返し訴うつたえられている。

「そうよ」

　黒髪をかき上げるベネトナーシュの右手には既に〈黒革ブラツクスキン〉が着用されている。

〈幻銃ガン・フアントム〉を生み出す〈黒革ブラツクスキン〉は、通常厳重な管理下に置かれる。優毅たちハンターであっても警察や自衛隊から選せん抜ばつされた正規の要員──強行班員の許可と同行なしには装備できないのだ。

　ただし、その点でも彼女だけは例外だ。

〈幻銃ガン・フアントム〉発射に伴ともなう異常な快感さえ、ベネトナーシュは感じていないように見える。

「許可はできない。奈槻がいても、同じ判断を下すはずよ」

　ミアがきっぱりと告げる。

　優毅にだってわかる事だ。鎮は、警察への不ふ審しんを煽あおっている。しかも世間の注目を集めている渦か中ちゆうの人物だ。彼をブレスレスとして攻こう撃げき──処しよ刑けいしたら、一気に非難は高まる。完全にこちらが悪役だ。

「……許可がおりないなら、勝手にやるだけよ。所在がわかっているブレスレスがいるなら、駆く除じよする」

「ベネトナーシュっ！」

「止せ！　無む謀ぼうすぎる」

　ミアが叫さけぶ。立ち去ろうとした肩かたを優毅がつかむ。

「放して。邪じや魔まするなら、容よう赦しやはしない」

　静かな口調だった。だが、優毅は理解した。さっき感じた熱さは、彼女の怒いかりであり焦あせりだ。ベネトナーシュは間ま違ちがいなく、戦いを求めている。勇生以上の激しさで。

　細い左手が優毅の右手首を掴つかみ、ぎりぎりと引きはがす。

　空手で鍛きたえた蓄ちく積せきもあり、不本意だがパワーには自信がある。だが、関節を極められているわけでもないのに、ベネトナーシュに逆らえない。

　確かにいつも長さ二メートルに及およぶハルバード型の〈幻銃ガン・フアントム〉を易々と振ふり回して戦うが、目で見るのと実際に自分の身体で味わうのはやはり違ちがう。

　格かく闘とう技ぎなどのテクニックではない。純じゆん粋すいな握あく力りよくや腕わん力りよくで彼女は優毅を上回っているのだ。

「今、行ったらまずいだろ！」

「ブレスレスを一体でも多く倒たおすのがわたしの存在意義よ。たとえ命令でも……」

「命令とか、そういうんじゃない！」

「わたしはあなたとは違う。もう決断している。決して、迷わない」

「く……っ」

　優毅が呻うめいたのは手の痛みのせいではない。

　迷いは、あの日以来櫂原優毅が背負った業ごうだ。

　正しいという確信が抱いだけない。行動に移れない。何をしても後こう悔かいが付きまとう。

　発射しがたい〈幻銃ガン・フアントム〉は、優毅の心そのままだ。

「だ、だけど、今焦って出ていってもまずいだろ！〈ＳＴＡＢ〉全体が悪者になって、反発する連中がブレスレス化を志願する！　そうなったらかえって危険だ！」

「そうなったら、全員倒せばいい」

「馬ば鹿か野郎っ！　それでいいのかよ！　落ち着け！」

　ありったけの力で、ベネトナーシュの腕うでを握にぎり返す。力が均きん衡こうする。

「そうなったら、ブレスレスを全ぜん滅めつさせた後でどうやって元の暮らしに戻もどる？　社会から敵視されて、白い目で見られて、殺したって記き憶おくを抱かかえてどうやって生きてくんだよ！」

「今、実際に存在するブレスレスを始末する。それがわたしの全てよ」

「それじゃ、あいつと同じだ！」

　優毅はモニターに顔を向けた。

　鎮はまた、あのフレーズを繰り返している。

『僕たちには、今しかない。時間がないんだ』と。

「シリウスの言う通りよ、ベネトナーシュ。あなたが勝手に動けばナツキの立場が悪くなる。〈ＳＴＡＢ〉だって活動できなくなるかも知れない。そしたら、誰が喜ぶの！　ブレスレスどもよ！」

「……わかったわ……」

　力を込めていた手がいきなり解放された反動で、優毅は二、三歩たたらを踏ふんだ。

「でも、できるだけ早く方針を決めて。ブレスレスが野放しにされてるのは、わたしには我が慢まんできないから」

「……そうね……。ナツキが戻ったら伝えるわ」

　ミアの言葉に納得したのか。ベネトナーシュが退室していく。

「シリウス、あなたもよ。この件に関して、状じよう況きようが確定するまで〈ＳＴＡＢ〉は動きにくい。とりあえずこのまま夜勤が明けたら、いつもの生活に戻って。何かあったら、追って連れん絡らくするわ」

「了りよう解かいです」

　勇生の失しつ踪そうに鎮が関かん与よしている可能性だけを告げ、優毅もディレクターズ・ルームを後にする。

　理り緒おも心配だが、待機室ではなく訓練場に向かう。相手は誰もいなくてもいい。型をなぞるだけでもいい。ただ身体を動かす事で、頭に滞とどこおるもやもやした物を追い出したかった。いや、追い出すのは無理なのはわかっている。ただ、一いつ瞬しゆんでも忘れたい。

　誰もいない訓練場で重じゆう心しんを落とし、正せい拳けんを突つき出す。

　右、左、右、左。

　脚あしを一歩踏み出しての突き。床ゆかが鳴る。

　軸じく足あしを移して前まえ蹴げりから回し蹴り。手刀を振り下ろし、再び正面を突く。

　ただの、型だ。

　具体的な敵を想定してのものではない。むしろ、倒すべき相手をイメージすれば優毅の筋肉は萎い縮しゆくする。

　構えのまま、大きく息を吐はき、深く吸いこむ。

　火照った身体を冷ますように喉のどを通り、肺に満ちる空気が心ここ地ちよい。

　身体の中に溜たまっていた無む駄だな力を発散し、クールダウンしていく感覚。

　この時だけは己の肉体が、自分の意図した通りに動くという安心感がある。

　だが、心は違う。身体以上に厄やつ介かいで取り扱あつかいが難しい。

　己を聡そう明めいとも思し慮りよ深いとも思った事はない。臆おく病びようで判断力が乏とぼしいだけだ。

　それなのに、次から次へと浮うかび上がってくる思考が疎うとましかった。

　身体を無理矢理に疲つかれさせ、一時間半の仮か眠みんの後、早朝の地下鉄で帰宅する。

　朝のニュースでも主役は鎮だった。浅あさ川かわ賞など最早どうでもよく、ブレスレスと〈ＳＴＡＢ〉の件が中心だ。

『我が局では、以前から報道された一部の事件に関して、今回ブレスレスと呼こ称しようされるものが関わっている事を把は握あくしておりましたが、警察からの要よう請せいに基づき、社会に及ぼす影えい響きよう等を鑑かんがみてこれまで報道を差し控ひかえておりました』

　殊こと更さらに真面目くさった顔で、壮そう年ねんのアナウンサーが告げる。

　ブレスレスによる事件として改めて告げられる中には、淑しゆく鵬ほう女学院の事件やハイファウント連続襲しゆう撃げき事件もあった。

『極めて残ざん酷こくな事件ですが、ブレスレスに法的責任が問えるのか。また、法的責任を取れるのなら、正当な手続きなしに射殺してきた警察の対応が問題になります』

「く……っ！」

　リモコンを手に、チャンネルを切り替かえる。別の局でも、さらに他の局でも、対応は判で押したように同じだ。露ろ見けんしてしまった以上、自分のところだけが取り残されたくはないのだろう。

　確か『特オチ』と言ったか。他局や他紙が報道している大きなニュースを自分たちだけが取りこぼす事を、マスコミは極きよく端たんに恐おそれる。

　変化に同意を要するというブレスレスの性質上、情報を隠いん蔽ぺいするのはやむを得ない事だ。だが、「警察が事実から国民の目を逸そらし、非合法の活動を行っていた」という非難の論調が多い。

　大量の被ひ害がい者しやが出た事件でもあればまた態度は変わるだろうが、年が明けてからは出動がなかった。淑鵬の一クラス爆殺や消費者金きん融ゆうの連続放火事件の記き憶おくが新しいうちだったら、ブレスレスに対する嫌けん悪おや恐きよう怖ふの方が優まさっていただろうに。

　そこまで考えて、優毅は己の思考に戦せん慄りつする。

　事件が、被害者が出るのを自分は望んでいるのか。

　激しくかぶりを振ふって、宿った考えを追い出そうとするが、心や認識は自分の思い通りになどならない。

　ただ、疼とう痛つうにも似た自己嫌悪が胸の芯しんにわだかまる。

　休む事も考えたが、こんな時だからこそ〈ＳＴＡＢ〉のハンターではない櫂原優毅の日常から離はなれたくない。

　元々、昔の事件のせいもあって感情を押し殺し、他人との間には壁かべを作りがちな質たちだった。今の秘密と嘘うそにまみれた「日常」は守るに値するものなのか。縋すがるに足りるものなのか。

　新たに浮かんだ疑念を無理矢理押しこめて登校する。

　勇生の状況も気になるが、今自分にできる事は何もない。

「よお。ニュース、見たか？」

　珍めずらしく新聞なぞ広げている平ひら口ぐちの席に、クラスメイトたちが集まっていた。

　話題はやはりブレスレスの事だった。

「マスコミもいい加減だよな。今まで警察とグルになって隠かくしてたんだろ？」

「やっぱネットとかの方が信用できるぜ。優毅だって、被害者みたいなもんだろ？　妹の事件、嘘教えられてさ」

「おい」

　優毅に話しかけた竹たけ中なかを、平口が小声で窘たしなめる。

　当事者相手に、無神経な切り出し方なのは確かだ。

　だが、優毅は真相を知っている。知って、他人には隠している。

　平口が気き遣づかったのは、家族を失った被害者としての櫂原優毅だ。〈ＳＴＡＢ〉のハンターである事は知らない。

「でさ。お前、もしブレスレスになれるとしたらなりたい？」

　別なグループの話し声が聞こえる。

　緊きん張ちようで、眉み間けんに痛みが走る。

「苦しいって話だろ？　ちょっとやだよな」

「でも、死なないし、メシとかも要いらないんだろ？　それに願いのために人生捨てるとかってかっこよさげじゃん」

「一生遊んで暮らしたいとかでもいいのか、願いって？」

「だから、死なないんだってば。一生って何だよ」

　笑い声が混じる。

　肩かたが震ふるえる。

　握にぎりしめた手の内側に指先が食いこむ。奥おく歯ばがきしむ。

　気楽に語るな。

　何も知らないくせに。

　ありったけの意志を動員して心に施せ錠じようして、動き出しそうな肉体を抑おさえる。

　激情に駆かられて他人を傷つける苦さを、優毅は経験している。

　しかも、あの時以上に身体は鍛きたえられている。空手を学んだ拳こぶしは凶きよう器きだ。道場からは退いたが、〈ＳＴＡＢ〉で警察官や自衛官を相手に修練を重ねている。

　クラスメイトなど、一いち撃げきで血ち塗まみれにできる。

　できるからこそ、優毅はしてしまう事を怖おそれる。

「お、おい。優毅。気にすんなよ。な？」

　誤解した気遣いで、平口が作り笑顔で肩を叩たたく。

　だが、勘かん違ちがいさせているのは自分の──自分たちの方だ。やむを得ないとはいえ、〈ＳＴＡＢ〉が情報を隠し続けていた事が、この現状を招いている。

　どうすればいい。何が正しい。

　その時、扉とびらが開いた。

　入ってきたのは理緒だ。

　制服が、奇き妙みように似合っていない。誰とも視線を合わせず、無表情に席に着く。目の下には隈くまができていた。優毅は仮か眠みんをとったが、彼女はどうだったか。

「ね。あいつ〈ＳＴＡＢ〉とかって言うんじゃないの？」

　誰かの、押し殺した声が聞こえた。

「いつも早退とか欠席とかしてるし。それに態度悪いじゃん？　あたしたちなんか相手にしないって感じでさ」

　一いつ瞬しゆん、優毅は声の方に視線を向けた。

　話を始めたのは、中なか森もりというクラスメイトだ。

「ニュースでやってたよね。警察が、中学生や高校生集めてブレスレス殺させてるんだって」

「いいよね。国家公認でずる休み？　給料とか貰もらってんのかな？」

　バンっ！

　不意に立ち上がった理緒が、中森の机の天板を叩いた。

「文句があるなら、ちゃんとあたしに言いなさいよ！」

　細い眉まゆの間に、深い皺しわが刻まれていた。優毅が知る限り、理緒が教室でここまで感情を露あらわにするのは初めてだ。どんな感情であれ──。

「何さ！　あんたの方がクラスを無視してんじゃん！　自分だけ特別って顔してさ。あんたは別に欠席の理由ないし！」

　中森が理緒を詰なじり返す。話題の俎そ上じように上げられているのは優毅だ。

　教室では他人と関わろうとはしない理緒とは違ちがい、事件が起きるまでは上辺の差し障りない友達関係を維い持じしていたからだ。さらに、妹と両親を立て続けに失い、生活環かん境きようが変わった事が、意図せずとも不自然な行動の理由づけになった。

　しかし、岬みさき理緒には何もない。

「そうよ！　あたしは〈ＳＴＡＢ〉のメンバーよ！　特別って顔して何が悪いの！　実際にあたしは特別なんだもの！」

　叫さけぶ理緒の周囲に、中森と親しい女生徒たちが集まって取り囲む。だが、理緒の告白は止まらない。

「コードネームはプリケリマ！　ブレスレスと戦ってる！　今までに何なん匹びきも殺したわ！
あたしたちが戦ってるから、あんたたちそうやって生きてられるんじゃない！」

「わぁ、怖こわ。開き直ったよ、こいつ」

「人殺しの癖くせにさ」

「あんたみたいな嘘うそつきより、ブレスレスの方がよっぽどいいよね。純じゆん粋すいに、自分の夢だけを求めるんでしょ？」

「そうよねぇー。あたしだったら、どうせなら警察の手下の人殺しより、ブレスレスの方になるな」

　中森たちの露ろ骨こつな非難に、さっきまで軽口を叩いていた男子グループも気まずそうに薄うす笑わらいを浮うかべている。

「何とか言ったら？」

　理緒を挑ちよう発はつするように、中森が顎あごを突つき出す。背は、彼女の方が高い。

　だが、距きよ離りの詰つまった一瞬に理緒は相手の関節を極め、腕うでを取って顔を机に押しつけた。

「痛！　痛い痛いっ！　放せよ、馬ば鹿か！」

　机の圧力と、内面から滲にじみ出る感情の両方が中森の顔を歪ゆがめる。

「あたしは選ばれた存在なの！　正義と、市民の安全のために戦ってるのよ！　あなたたちとは違うわ！」

　彼女も〈ＳＴＡＢ〉で格かく闘とう技ぎの訓練を受けている。〈ＳＴＡＢ〉では見切って避さける事が最重視されているが、逮たい捕ほ術じゆつの基本程度は自然と身につく。任務に熱心な理緒なら、素人の中森など相手にならない。

「やめなさいよ！」

　中森たちのグループとは違う、クラス委員の女子が割って入り、理緒を制した。

「……あんた、やっぱりおかしいよ。選ばれた者って何？　あたしらを馬鹿にしてるわけ？
最っ低！」

　解放された中森が、肩かたを押さえながら叫ぶ。

「陰かげで人殺ししてるくせに、偉えらそうな事言ってさ」

「人殺しじゃないわ！　ブレスレスを駆く除じよしてるだけ！　それがあたしの使命だもの。〈ＳＴＡＢ〉のハンターとしての任務だもの！」

　虚うつろな目に涙なみだを浮かべながら、理緒は叫ぶ。

「あんたたち、知らないでしょ！　でもあたしは知ってる！　ブレスレスは人殺しの怪かい物ぶつよ！　倒たおさなきゃいけないの！」

「お前、今までどれだけ殺したんだよ？」

「たくさん殺した！　悪い？　あたしは正しいの！　間ま違ちがってない！」

「正義の味方気取りかよ！　人殺しのくせに。麻ま薬やくみたいなのやってんだろ？」

「ブレスレスは人じゃない！　あたしは正しい、正しい正しい正しいっ！」

　声を張り上げる理緒の姿に、携けい帯たいのカメラを向けて撮さつ影えいする者がいる。誰かに連れん絡らくする者もいる。

　ドンッ！

　いきなり誰かが背後から理緒を突き飛とばした。

　不意打ちでは、彼女も対応できない。座りこむ。

「人殺し。ひとごろし。ひっと・ご・ろ・しっ！」

　動きが止まったのを待っていたかのように、別の誰かが机を叩たたいてリズムを取る。

「ひとごろし！　ひとごろし！　ひとごろし！」

　リズムは共鳴し、大きな波に育つ。クラスの半数以上が参加していた。理緒に蹴けりを入れる者までいる。

　他の教室からも野次馬が集まってくる。誰かがいちいち事情を説明する。

「ひとごろし！　ひとごろし！　ひとごろし！　ひとごろし！　ひとごろし！」

　声が高まる。

　自制心など無きに等しい。己の行こう為いに正義というレッテルさえあれば。あるいは、抗あらがいがたい快楽さえあれば。

「やめて……やめてよ……っ！　あたし、あたし悪くないっ！　あたしは正しいの！　正しい事してるのにっ！」

　泣きながら、耳を塞ふさぎ、理緒がうずくまる。

　袖そで口ぐちに、白い包帯が見えた。

「やめろーっ！」

　ダンっ！

　優毅の拳こぶしが机を叩く。狂熱のリズムをうち破る、もっと強いビート。

　合板に、亀き裂れつが入っていた。

　静せい寂じやくが張りつめる。

　身体中の熱が拳に集まって、不意に胸の芯しんが冷えていく。吐はき気にも似た不快感がこみ上げてくる。

　怒いかりを吐き出した後の罪悪感を伴ともなう虚きよ脱だつは、〈幻銃ガン・フアントム〉発射直後にも似ている。一いつ瞬しゆんだけ強きよう烈れつな快感がある事も。

「俺も……俺も〈ＳＴＡＢ〉のハンターだ！　ブレスレスと戦っている！」

　声を張り上げ、宣言する。

　言うしかなかった。

　口にすると、また強い後こう悔かいが胸に満ちる。

　どうせ喋しやべってしまうなら、なぜ今まで黙だまっていた。

　もっと早く名乗り出ていれば、理緒ひとりが非難に曝さらされる事もなかったはずなのに。最初に激情に駆かられた時、理緒が現れるよりも先に叫さけんでいれば、理緒は無傷だったのだ。

　では、いつ告白するのが正しかった？　いつ怒おこるべきだった？

　いつ爆ばく発はつすればよかったのか？

「……優毅、お前……」

　友人の声が、優毅を煩はん悶もんの迷宮から引きずり出す。

　悔くやもうが悩なやもうが、既すでに叫んでしまった声を再び吸いこんで消す事などできない。

「黙ってて済まなかったな、平口」

「あ……いや……」

　友の顔を見るのが辛つらい。

　平口が浮うかべている表情は、恐きよう怖ふと戸と惑まどい、そして失望だ。

　友達だと思っていた相手が強い破は壊かい力りよくを持ち、自分に隠かくし事をしていたのがわかったのだから当然だ。

「謝るなよ、優毅」

　力弱い作り笑いを平口は浮かべた。

「いい気持ちはしないけどよ。でも、何か事情とか考えがあってやってるんだろ？　友達だって全部開けっぴろげじゃなきゃならないわけじゃないし。俺だって、お前とか後ご藤とうに話せない事だってあるし。別に生死をかけた戦友とか同志とかじゃなく、普ふ通つうの友達なんだから、そういう事ってあってもいいよな？」

「……ありがとう」

「だ、だから、別にいちいち感謝されるような事じゃねえって。裏切りとか、そういう大げさな事じゃないし」

　そう言う平口に軽く頭を下げ、人の輪をかき分ける。

　間近で理緒を詰なじっていた中森に近づく。

「な、何？　暴力で黙らせる気？」

　彼女とは頭ひとつ以上も違ちがう。優毅がただ立っているだけでも、向こうは威い圧あつ的てきと感じるだろう。

「あ、あたしは雨う月げつ鎮の言ってる事の方が正しいって信じるもんね。できるなら、ブレスレスになりたい！　自分の夢を叶かなえるために禁欲する方が、ただ現場維い持じのためにこっそり他人を殺すより立派じゃない！」

「……冗じよう談だんでも、そんな事は言うな。正しけりゃいいのか？」

「ひ……っ！」

　怒りを抑おさえて淡たん々たんと告げたつもりだったが、かえって脅おどすような口調になってしまった。中森は半べそになって後ずさる。

　理緒を詰った同じ口が、己の正義を容易たやすく掲かかげる。容易く信じられる。

「行こう、岬」

　呼びかけても、理緒は答えない。そっと背に触ふれ、腕うでを引き上げて立ち上がらせ、細い肩かたを抱だくようにして歩き出す。

　野次馬の群が、割れる。

　優毅を見る眼まな差ざしは獰どう猛もうな獣けものに、危険な殺人者に、おぞましい怪かい物ぶつに、自分たちの世界に本来は存在しない異物に向けるものだった。

　迷いこんだガリバーを見上げるリリパットの視線。

　彼らが黙っているのは納得や同意のためではない。

　ただ、警察につながり、殺傷を日常とする自分たちに恐怖を覚えているからだ。

　理緒は目をつむり、耳を塞いだまま、小刻みに首を振ふっている。

「岬」

　聞こえているのかどうかわからないが、優毅は小さな声で呼びかける。

「ごめんな」

　彼女はずっと特別である事に憧あこがれていた。

　つまらない、どこにでもいる高校生よりも〈ＳＴＡＢ〉のハンターである事にアイデンティティを求めていた。

　それなら、ハンターに徹てつさせるべきではなかったのか。

　奈槻の方針だけではない。優毅も叱しかり、勧すすめた。

　なまじ平へい穏おんな日常に軸じく足あしを残そうとした事が、彼女を孤こ立りつさせ、苦しめている。

　気温や気圧の差さ違いが荒こう天てんをもたらす。〈ＳＴＡＢ〉の中にいて、教室との縁えんを切ってしまえば、こんな風に非難される事もなかっただろう。

「平へい凡ぼんな」ハンターとして埋まい没ぼつしたかも知れないが。

　彼女が望んだ「特別」の結果がこれだ。

「……あたし、馬ば鹿かだ……」

　ようやく、吐はき出すように理緒が呟つぶやいた。

「特別って……特別ってこういう事なんだ……。あたしと、同じなんだ……」







[image: ]







　誰かが特別であるためには、多くの凡ぼん人じんを必要とする。しかも、特別である事に憧れる凡人が。遡そ行こうを滝たきに遮さえぎられ、龍りゆうになれない無数の魚がいて、初めて龍は畏い敬けいの対象となる。

　多くの凡ぼん俗ぞくな人間は特別に憧れながら、自分がその立場に立てない時には、相手の優ゆう越えつ性せいを否定する。特別ではないと強弁したり、特別である事を罪として詰る。

〈ＳＴＡＢ〉という組織の中で、自分よりも特別な勇生やベネトナーシュに理緒が食ってかかったのと同じ事だった。

　どうすればよかったのか。

　いや、違う。

　どうすればいいのか、だ。

　まだ終わっていない。〈ＳＴＡＢ〉やブレスレスの情報が報道され、状じよう況きようが激変しただけで何も解決していない。この事態を引き起こした雨月鎮が何を企たくらんでいるのかさえ、まだわからないままなのだ。




　物音で、勇生は目を覚ます。

　疲つかれているのか。それとも薬の影えい響きようが残っているのか。テレビを見ながらそのまま床ゆかで寝ね入いってしまったらしい。それなのに、身体には毛布が掛かけてある。

「おはよう。起きたみたいだね」

　目の前には、穏おだやかな笑みの鎮がいた。ベッドに腰こし掛かけ、慈じ父ふのように目を細め、勇生を見下ろしている。テレビに映っていたのと同じ服装だが、上着は脱ぬいでいる。

「勇生くん、いつも張りつめているけど、寝ね顔がおは無防備でかわいかったよ」

　羞しゆう恥ち──というより屈くつ辱じよくで顔が火照る。

「敵」に無防備と言われるなんて。

「味気ないもので悪いけれど、これだったらその手でも不自由なく食べられるだろう？　僕も忙いそがしくて、料理とかしている暇ひまがなかったし、この部屋には道具も材料もないしね」

　身を起こした勇生の前に差し出されたのは、固形シリアル、野菜ジュースと牛乳の紙パック、それにチューブパック入りのゼリーだった。

「今度のは変な薬とか入っていないから、安心していいよ」

「安全だという証しよう拠こは？　薬物くらい、封ふうを切らなくても注射器で注入できます」

「ないね。だから、僕を信じてもらうしかない。だいたい、正体がばれている以上、君を眠ねむらせるためにそんな手間はかけないよ。不合理だ」

　今までは敬意と信しん頼らいを感じていた、余よ裕ゆうある笑みが不ふ愉ゆ快かいだった。

　腹立たしいが、空腹なのも事実だ。昨日の夜と今朝、二食抜ぬいた計算になる。意を決して、束そく縛ばくされた手でどうにかパッケージを破り、ストローを差し込んで食事を始める。

　チャンスが訪れた時に動けないのは愚ぐの骨頂だ。栄養を補給できるなら、確実に補給しておくべきだ。

　木き屑くずを連想させるぼそぼそした食感のシリアルバーを、牛乳で流しこむ。疲ひ労ろうのせいか、甘あま味みが足りなく思える。美味ではないが、不愉快でもなかった。この手のものやカップラーメン、冷れい凍とう食品のピザやピラフなどは〈ＳＴＡＢ〉生活でだいぶ慣れてしまった。

「人間は不便だよね。食事も必要だし、睡すい眠みんも不可欠。一日の三分の一は、ただ己を維い持じするためだけに浪ろう費ひされる無む駄だな時間なんだ。思い出すと、よくあんな不合理で不純なのに耐たえられたよ」

　勇生が空にした牛乳のパックをつまみ上げる。

「……あなたは、ブレスレスなんですか？」

「うん」

　目を細め、あっさりと鎮は肯こう定ていした。

「勇生くんが、警察の対ブレスレス組織に属している事も知っている。〈ＳＴＡＢ〉だっけ？」

「なぜ……」

　勇生自身がたどり着いたように、ブレスレスの存在を前提に調べれば、一いつ般ぱんの報道からでも陰かげに隠かくれている事実を読みとるのは難しくない。鎮が自分で感染させたブレスレスを知っていれば尚なお更さらだ。

　だが、そのやり方では〈ＳＴＡＢ〉という組織の名めい称しようを知るのは不可能のはず。

「どんなに厳重に管理しても、情報の漏ろう洩えいを防ぐのは難しいさ」

　内通者がいるという事か。

　所しよ轄かつの一般警官で事件に接した者まで含ふくめれば、人数はかなりの数になる。マスコミだって圧力が掛けられているという事は、裏を返せばある程度事情を教えられているという意味になる。その全員に完かん璧ぺきな箝かん口こう令れいを敷しくのは事実上不可能だ。マスメディアは規制できても、個人的な情報漏洩までは遮しや断だんできない。

「僕は、誰かから感染したわけじゃない。天然のブレスレスなんだ。もう一年くらい前になるかな？　ある朝目覚めたら、自分が人間じゃないものになっているのがわかった。あれが、最後の眠りだったな」

　間ま違ちがいない。明白な宣言だ。

　勇生が探し、倒たおしたいと切望した「最初のブレスレス」が目の前にいる。

　否──ずっといたのだ。何度も会っていた。それなのに、気づかなかった。見み逃のがしていた。

「もちろん、ブレスレスっていう呼び名を知ったのは後になってからだけどね。自分がどういうものかは知っていた。多分、それも性質の一部なんだろうな。そういうスタートプレイヤー固有の差さ違いを別にすれば、僕から派生していった他のブレスレスと何も変わらないよ」

　つまり、常に焦しよう燥そうに駆かられ、目的を果たすために行動してきたという事だ。

　己の判断や観察の甘あまさに口くち唇びるを噛かむ。ステーキハウスで食事をした時も昨日のコーヒーも、鎮は味など感じず苦痛に耐えながら演技をしていたのに。

「……何が……何が目的なんですか！」

　普ふ通つうのブレスレスと変わらないというのであれば、人間を止やめるに足る願いがあるはずだ。そのために何か月もの間、強きよう迫はく観念や苦しみに耐えるだけの、たったひとつの目的が。

「勇生くん。見てごらん」

　勇生の質問を無視し、鎮は視線をテレビに向けた。

『なれるならカッコいいよな。全てを捨てて何かに賭かけるってさ』

『あたしはやだなぁ。ご飯とかも食べられなくなるんでしょ？』

　マイクを向けられた若者が、ブレスレスについて意見を述べている。

　鎮はリモコンでチャンネルを変えた。

　別の局でも似たようなものだ。こちらは街頭インタビューではなく、スタジオに集まったタレントや文化人が意見を交わしている。

『僕は、政府やマスコミが事件を隠いん蔽ぺいしていたのがまず不ふ愉ゆ快かいですね。憲法に反する。危険な言論統制だ。第一、ブレスレスが起こした事件があるのは事実ですよ。だけど、人間はどうです？　普通の人間だって犯罪に走るんだ。ブレスレスである自体が悪いとは言えないんじゃないですか？　むしろ人類の新たな可能性でしょうね』

『それは話が別だ。だいたいブレスレスとか言うのは若い奴やつだけなんだろ？　若者のモラル低下がだなぁ……』

　エッジの立った作風で知られる若い映像作家に反論したのは、浅川賞の審しん査さ員いんでもある壮そう年ねんの小説家だ。ただし、最近は作品を発表していない。過去の印税とエッセイやコラムなどの細かい仕事、それとテレビ出演で喰くっている男だ。

『話をすり替かえてるのはそっちでしょう？　老人や中年は罪に走らないとでも？　若者だけが叩たたかれていますけどね。ハイヤーで料りよう亭ていに行ったりしないで電車乗ってみなさいよ。周りの迷めい惑わく考えずに携けい帯たいで話してるのも、他人に席譲ゆずらないのも、若者に限った話じゃない』

『き、君っ！』

『僕は、ブレスレスというのは選ばれた存在だと思いますよ。雨月くんの言う事が本当なら、最初に誓ちかった願いが全てなんでしょう？　食事やセックスも不要、金もいらない。つまり、堕だ落らくしないって事ですよ。理想を抱いだいていたはずなのに、いつのまにか既き得とく権けん益えきを守るのが目的になっちゃった政治家連中に見習ってもらいたいですね。ひょっとして、事件を隠蔽したのも自分たちに都合が悪いからじゃないですか？』

「やれやれ。どっちもどっちだね」

　苦笑しながら、鎮は適当にチャンネルを変えた。

　こちらでは、ネットに溢あふれたさまざまな情報や意見を紹しよう介かいしている。ブレスレス化を望むものがいる。あくまでも人殺しの怪かい物ぶつと怖おそれる者がいる。

『クラスにスタブの人間がいたよ。人殺しのくせに図々しく学校来てんの。キモい』

　そんな書きこみもあった。

「自分を『選ばれた存在』だなんて考えるのは、それだけで失格だね」

　問うような視線で、勇生を見下ろす。

「つまりそれは、自分を選別してくれる上位者の存在を前提にしているという事だ。自ら選び、勝ち取るのではなく、誰かの選せん択たくに身を委ゆだねるという訳だね。勝ち組なんてのも同列さ。自分自身の個別の勝利をつかみとる意志などなく、既すでに勝っているグループのお仲間に加えてもらおうなんていう発想は、それだけで愚おろかな敗北主義と言っていい」

「……それには同意します」

「でも、あの監かん督とくの言っている事にも一理はあるよ。ブレスレスは、可能性だ」

　鎮の顔から、笑みが消える。

　彼のここまで真しん剣けんな表情を、勇生は初めて見た。

「可能性……人間が進化してブレスレスになったとでも言うんですか？」

　怒いかりを、憎にくしみをできる限り抑おさえて問う。鎮には言葉で。自らには内心で。

　今、この場に〈幻銃ガン・フアントム〉があれば、ためらわずに撃うてただろうか。

　鴨かも志し田だを前にした時はあれほど躊ちゆう躇ちよし、その迷いを憎んだのに。

　智ち笑え美みの仇かたきを討つという誓いが混じり気のないものなら、誰であっても区別する必要などないはずだ。

　抵てい抗こうする手段がない。情報を集めなければならない──そんなものは全て言い訳だ。

「はは、まさか」

　勇生の煩はん悶もんなど知らず、鎮は笑った。

「勇生くんでも進化っていう言葉を通つう俗ぞく的てきに捉とらえているんだね。進化というのは環かん境きようにより適応するだけで、進歩や能力の向上という意味はない。それに、僕という一個体が目覚めたら進化していたなんて事はあり得ないよ」

　また一いつ瞬しゆんテレビを横目で見て、鎮は話を続けた。

「それに、生物というのは根本的に快楽を求め、苦痛から逃のがれようとするものさ。目的を果たすために存在し、苦痛を背負うブレスレスというのは、生き物として根本的に間ま違ちがっている。個体が強いだけで、生せい殖しよくで増える事もできないなんて不自然にもほどがあるよ」

「じゃあ……何をもって可能性というんですか？」

「相フエイズ──とでも言えばいいのかな？」

　勇生の疑問に、鎮は大きく宙に指で文字を描えがいた。

「ある種の昆こん虫ちゆうや魚にあるだろう？　温度が上がったり、餌えさが減ったりすると、今までとは違ちがうタイプの個体が生まれてきて、群全体の生き残りを図る。既に生きている僕が変化したんだから、完全にそれと同じじゃないだろうけど、似たような事じゃないかと思ってる」

　何かで読んだ覚えがある。

　魚群の中で雌し雄ゆうの比率が劇的に変化したり、バッタやイナゴに長ちよう距きよ離りを飛ぶための翅はねが生えたりする現象だ。

　あるいは、蜂はちにも似ているか。遺伝的には女王蜂と働き蜂に差はない。ローヤルゼリーを与あたえられる事で、ある個体だけが「産む」という役割を一身に担になう。

　では、人類という種の中でブレスレスが受け持つ機能は何だ？

「ブレスレスであるだけで、無条件で優すぐれた者になれるわけじゃない。人間の九九パーセントが屑くずなのと同様、ブレスレスも大半が屑だ。性欲、食欲、恨うらみ、憎しみ、独どく占せん欲よく。そんなつまらない願いを叶かなえようとする。きっかけは復ふく讐しゆう心しんでも、それをより大きな悪の是ぜ正せいのきっかけにするなんていうのは、かなりましな方だったな」

「……鴨志田さんですか」

　黒くろ縁ぶち眼鏡の、実直そうな顔を思い出す。

「世の中を、もっと正しいものにしたい──それが僕の目的だ。僕をブレスレスに変えた願いなんだ」

　真剣で強い願いなら内容は問わない。

　どれだけ他た愛わいもないものでも。逆にどこまで気き宇う壮そう大だいなものでも。

「不正を働く者や弱者を踏ふみにじる者を、ブレスレスである僕たちが敵視する。相手には僕たちを排はい除じよする手段はない。善を成さないものは死ぬしかない。いずれ理想に共鳴する新たなブレスレス志願者も現れるし、人間のままで賛同する人も増えるだろう。そうすれば、世界はマシになる。誰もが今よりも高いモラルを持ち、不正や悪を憎み、弱者をいたわり育む。良心を満たす事を喜びとするような社会の構築だ」

「……神にでもなるつもりですか？」

　皮肉のつもりで、勇生は言葉をぶつける。

「まさか。ただ、神になる気はないけれど、他人に神だと思わせるのは意味があると思うんだ。本当は良心によって支えられる世界がいちばんいいんだけど、モラルが崩ほう壊かいし、法が骨ほね抜ぬきになっているのなら、何かがその穴を埋うめなくちゃいけない。例えば、天てん罰ばつとかね」

　本当に神である必要はない。人間の力では対たい抗こうできない「何か」が悪を罰ばつするという恐きよう怖ふがあれば、抑よく止し力りよくとしては充じゆう分ぶんだ。

「……そんな事が、本当に可能だと思ってるんですか？」

「勇生くん、君はどうだい？　創そう倫りんの校風を変えるのは？　自治意識の乏とぼしさ、だらけた空気、中ちゆう途と入学者へのいじめ、事なかれ主義の教師。どうしようもない、変えられないものだと周囲に思われてるだろう？」

　その通りだ。

　被ひ害がい者しやの吉よし田ださえ、勇生を迷めい惑わくに感じている。孤こ立りつしたままでは何も具体的な成果は上げられない。

　自分だけではない。

　智笑美も、彼女の学校を良くしようとしていた。多くのクラスメイトから評価されなくても。顧かえりみられなくても。

　それを不可能な夢想と片づけたくない。

「もちろん、簡単に叶うものではないだろう。長い時間がかかる。障害も多い。普ふ通つうの人間なら途と中ちゆうで挫ざ折せつして翻ほん意いしたり、力ちから尽つきたりするだろうね。だけど、僕は違う。僕はブレスレスだ。死なない。誘ゆう惑わくに左右されない。目移りもしない。自分の内側から常に叱しつ咤たされている。誓ちかいを果たせとね」

　今の自分はどうだ──勇生は自問した。

　智笑美の仇かたきを討つ。それは純じゆん粋すいで、強い願いだ。だが、そのせいで今は学校の事は放置している。〈ＳＴＡＢ〉の任務のため欠席も多い。

　道を違えてしまったのではないか。

　目先の問題に逃にげこんではいないか。

　かつて優毅が〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うたねばならないという課題を掲かかげる事で、何のために戦うのかを棚たな上あげにしたように。

「容易には達成できない崇すう高こうな目的と、怪かい物ぶつ化かを抑おさえるだけの強い意志。このふたつを備えられて、初めてブレスレスは『素晴らしい可能性』になる。性質そのものはニュートラルでも、それをより良い形で活いかすのが人間の知ち恵えだろう？　環かん境きようの要求が生み出したものであれば尚なおの事ね」

「人間の……ですか」

　鎮の主張を知った上でも、ブレスレスが「人」を語る事に違い和わ感かんを拭ぬぐえない。

「うん。それで今までいろいろ実験したけど、ほとんどは失格だったね。我欲に溺おぼれるか、感情を無制限に解放するか。自分が特別だって事に酔よいしれる奴やつもいたな。ほとんどが危険な怪物か、せいぜいが正当な復ふく讐しゆう者しや止まりだ。理想の担い手になれる者は少ない」

　同じだ。

　勇生は口くち唇びるを噛かむ。

〈ＳＴＡＢ〉のハンターとブレスレスを隔へだてる壁かべは薄うすい。

　そう考えて、すぐに否定する。

「ハンター」などと一いつ般ぱん化かするのは逃とう避ひだ。

　自分自身だ。

　高出水勇生という一個人が、今まで戦ってきたブレスレスと同じなのだ。

「一部の、使命と苦痛を担にないうるブレスレスが先導者や監かん視し者しやになって、社会悪を駆く逐ちくする。例えば、自分たちだけは強者に陰かげで媚こびて、世の中が激変した後でも甘あまい汁しるを吸おうする奴とかね」

　それが内通者か──鎮の目的や真意を知った上で、自分だけはその裁きから逃のがれ、あるいは空席になった玉座に座ろうとする者がいるのだ。

　ブレスレスが、そんな事を許すはずなどないとも知らないで。

「僕は、君が好きだよ」

　再び鎮が笑った。

「な……っ！」

「僕は、生き急いでいる人は好きなんだよ。目的があって、しかも理想に甘えないでそれを実現させようとしてるわけだからね。君には、僕の仲間になってほしい」

「仲間……ブレスレスになれという事ですか？」

「そうだ。創倫学院なんて小さな枠わくじゃない。世界全体を、今より良いものにする。そのための手段としてブレスレスに変わるんだ。勇生くんならその意義がわかるだろう？　僕たちにならできる。いや、僕たちにこそ可能な事なんだ。ただ、無理強じいはできない。話を聞いてもらうためにいささか手て荒あらな真ま似ねもしたけれど、自覚と同意がなければブレスレスにはなれないからね」

　穏おだやかな笑みだ。菩ぼ薩さつや聖者を思わせる、穏やかで崇高な笑顔。

　今も耐たえ難がたい苦痛に駆かり立てられているはずなのに。

　だが──。

「拒きよ否ひします」

　勇生は短く断言した。

「僕は、あなたを許さない。あなたが──ブレスレスがもたらした死を、許すつもりはありません」

「君たちはどうだい？　ブレスレスを殺すのは許されるのか？」

　勇生自身は──不本意だが──まだブレスレスにとどめを刺さした事はない。

　以前奈槻に話していた「殺人者のパズル」を思い出す。誰を殺したかではなく、殺すという行こう為いそのものが否定されているのだ、と。

「誰かが僕を許さないというのであれば、それは甘んじて受け入れます。ただし、それと僕があなたを許さない事は別々の問題です。『人間』を殺したからじゃない。僕にとってかけがえのない、たったひとりの人の死を、僕は許さない。永遠に」

「小さなエゴだね」

　肩かたを竦すくめ、鎮が苦笑する。

「そうかも知れません。ちっぽけで個人的な復ふく讐しゆう心しんです。だけど、他の何にも代え難い、高出水勇生の真意です。僕は、あなたを殺すと決めている」

「決めていても、まだ達成していない。それなら、変へん更こうできる。君はブレスレスじゃない人間だから」

　鎮が跪ひざまずき、勇生に顔を寄せる。

　息がかかる近さだ。しかし、勇生の肌はだには届かない。体たい臭しゆうも全くない。

　鎮がブレスレスである事を、改めて実感する。

「君が僕を殺したいなら、殺しても構わないよ」

「え……？」

「高出水勇生になら殺されてもいい。君が、僕の理想を受け継ついでくれるなら。僕を殺す事で、今、君の目を覆おおっている小さな目標が消えて、より高く大きなものを目指せるのならね。もちろん、ブレスレスになるのが前提だけど。僕らが目指しているのは、人間ではたどり着けない境地だ」

「僕らなんて言わないでください！　僕は……僕は……」

　叫さけぶ。

　だが、反論の言葉が見つからない。

　僕は──高出水勇生はどうだというのだ。

　智笑美の仇あだを討つ。創倫を、創倫を含ふくむ世界を糾ただす。

　両方を叶かなえるチャンスが、目の前にある。

　それを捨てるのはむしろ不実ではないのか。

「……考えてほしいな。ブレスレスは普ふ通つうの人間みたいに寿じゆ命みようが短いわけじゃないけれど、手を打つのが遅おくれればそれだけで世の中の──人の心の腐ふ敗はいは進んでいく。時間がないのは事実だよ」

　一いつ瞬しゆん、頬ほおを触ふれさせた後で鎮が立ち上がった。

「……拒こばめば、僕を殺すんですか？」

　手て錠じように囚とらわれたままだ。〈黒革ブラツクスキン〉もない。ブレスレス相手に対たい抗こう手段は何もない。

「まさか。無意味な殺人は望まないよ」

　勇生に背を向け、ドアノブに手を掛かける。

「状じよう況きようが変化すれば、君の気も変わるかも知れない。人間は、心変わりするからね。言っただろう？　僕は君が好きだと。君に期待しているんだよ」

　鎮の手が、勇生の首筋に触れた。

　恐きよう怖ふが、身体を強張らせる。

　一瞬、視界が暗くなる。違ちがう。視界ではなく、意識だ。

　言った通りだ。眠ねむらせ、無力化するためだけなら、こんなにも簡単だ。

　頸けい動どう脈みやくを絞しめられたのだと気づいたのと、勇生が落ちたのはほとんど同時だった。




『全ハンターはただちに集合』

　本来はあり得ない平文のメッセージは、当然優毅と理緒の携けい帯たいに同時に届いた。

　普通なら学校が始まる時間帯に、制服姿の高校生男女。しかも女の方はほとんど放心状態で、行き先は警視庁だ。不ふ審しんと好こう奇きの目を向けてくるタクシーの運転手を視線で黙だまらせる。

　理緒を支えて本部フロアに下りると、ブリーフィングルームには既すでにほとんどのハンターが集合していた。

　ただ、勇生はいない。

　違い和わ感かんがある。自分や理緒はもちろん、他のハンターもいつもの黒い戦せん闘とう服ふくではないからだ。自分たちと同様、学校の制服姿がいる。ラフなジャージ姿も、ほとんど寝ね間ま着きに近いスウェットもいる。私服の者はセンスがばらばらだ。

　頭では理解していたつもりの、皆みなが普通の高校生だという事を今さら痛感する。

　理緒のように虚きよ脱だつしている者。ぶつぶつと呟つぶやき続けている者。大声で不満をわめき散らす者。隣となりの仲間と不安を述べあう者。

　反応もそれぞれ違う。

　そんな中で、ひとりだけ黒い戦闘服のまま、冷静な表情を保っている者がいた。

　ベネトナーシュだ。

　腕うでを組み、壁かべにもたれて、冷たく凍こおったような眼まな差ざしでまだ誰もいない正面の席を睨にらんでいる。

「どうすりゃいいんだよ。欠席ばっかしてるから〈ＳＴＡＢ〉のメンバーだってバレちゃったんだぞ」

「ウチの親は賛成してくれたけどさぁ」

「ははーっ。半はん端ぱに学校行くからだよ。あたしみたいにずっとサボってればよかったのにさ」

　陽気に笑っているのはデネブ──藤ふじ村むら志し穂ほだ。

　脱だつ色しよくした髪かみと目立つピアスの女性ハンター。いつも陽気で楽天的な彼女だが、今の笑いは明るいのではない。ただの自じ暴ぼう自じ棄きだ。顔が赤いのは、アルコールが入っているからだろう。

　それでも、彼女はまだ落ち着いている方だ。

　空いている椅い子すをひとつだけ見つけて、理緒を座らせる。

　深くため息をつき、優毅自身は壁かべ際ぎわに立つ。

「……あなたは、冷静ね」

「そうか？　あなたほどじゃない」

　ベネトナーシュは誉ほめているつもりなのか。しかし、優毅は苦笑さえできない。

「ははっ！　てめえら、何を落ちこんでんだ？」

　入ってきたのはベテルギウス──村むら瀬せ豪つよしというハンターだ。戦闘服に包まれた体格は優毅と並ぶ。男おと臭こくさい顔立ちで、顎あごの下には無ぶ精しよう髯ひげが生えていた。

「全部バレちまったんだ。俺たちゃもう普通の暮らしには戻もどれないし、戻る必要もない。このままハンターとして戦い続けてりゃいいんだ！」

　笑いとも怒いかりともつかない口調で、村瀬が天てん井じようへ向けて叫さけぶ。

「止せよ……」

「あぁ？　何だ？　文句あんのか？」

　村瀬が厚い胸板で、優毅を押す。

「ブレスレスを全ぜん滅めつさせた後も、俺たちは生きていかなきゃいけないんだぞ」

　誰かを殺しそうになって、あるいは殺してしまって、血ち塗まみれになって──嘘うそで覆おおい隠かくしても日常は続くのだ。

　自分が生きている限り。

「そしたらこのまま警察に雇やとって貰もらえばいいだろ？　俺たちは志願した訳じゃねえ。向こうの都合で集められたんだ。その程度のフォローは当然さ」

　村瀬の口元が歪ゆがんだ。

「なあ、みんな！　止められるか？　今さら〈幻銃ガン・フアントム〉手放せって言われて納得できるか？　別にブレスレスじゃなくていいんだぜ。何を撃うったって気持ちいいんだ。動物だろうが、犯罪者だろうが。ホームレスとか外国人だっていいぜ！」

「黙れ！」

　村瀬の襟えり首くびを掴つかみ、背中を壁に叩たたきつける。

「おお？　やる気かよ？」

「……」

　挑ちよう発はつが、かえって優毅を抑よく制せいする。

　それでも、何でもいいから殺せればいいという村瀬の主張は容認できない。

「お前みたいにびびっててどうなるってんだよ！　ここにいるのは、もう戻れない連中ばっかりだ！　俺も、お前もだ。ひとりだけ優等生ぶってんじゃねえ！」

　優毅を突つき返し、村瀬が拳こぶしを固める。彼も空手の有段者だ。

「おら！　かかって来いよ、腰こし抜ぬけ！」

　空手の拳というよりボクシングのジャブ。むしろ喧けん嘩かに近いパンチが飛んできた。

　傾かたむいた顔の左側を空しく通り過ぎる。

　無意識のうちにかわしていた。

「てめっ！　このっ！」

　狭せまい室内だ。ほとんど脚あしを使わず、手の動きだけで村瀬がラッシュする。

　避よけ、受けて、払はらい、止める。

　意識ではない。判断でもない。ただ、身体に染みついた半ば自動的な反応。

　向けられた敵意が、鏡のように優毅の中で跳はね返る。

　右手が、出た。

　止める。

　止められない。

　間に合わない。

　優毅の防ぼう御ぎよを破るため距きよ離りを詰つめた村瀬の顔に、正せい拳けんが命中する。

　生暖かい体温と、柔やわらかい皮ひ膚ふの手て触ざわり。

「ごっ！」

　うめき声を上げ、村瀬が倒たおれた。ハンターのひとりが巻きこまれて一いつ緒しよに転ぶ。

　一切防御されていない、顔面へのカウンター気味の一いち撃げきだ。立ち上がった村瀬が押さえている鼻からは血が流れていた。

　その臭においと色が、優毅の意識を引き戻す。

　拳に熱い感かん触しよくが残っている。臭においや体液まで付着しているように思えるのは、多分錯さつ覚かくだろうが。

「あ……すまない……大だい丈じよう夫ぶか？」

　衝しよう動どうや怒りですらない。ただ、身体という機械が勝手に作動した反応だ。

　激情に駆かられる心のみならず、肉体も自分の自由にはならない。

「馬ば鹿かにすんな！　偉えらぶるのもいい加減にしろよなぁっ！」

　怒ど声せいを上げ、村瀬が右手を突き出す。

　贖しよく罪ざいのために受け止めようと思ったのに、また勝手に上体が下がる。

　村瀬のパンチは数センチの差で、優毅の顔に届かない。

「てめえぇっ！」

　とうとう村瀬は空手のスタイルを捨てた。いきなり全身で飛びかかり、優毅の背を壁かべに押しつける。

　激げき突とつの衝しよう撃げきが、アドレナリンを呼ぶ。苦痛を抑制し、神経を高ぶらせる。暴力に、危険に抗あらがえと、全身を戦せん闘とう態勢に調ととのえる。

　生命に備わった、制せい御ぎよ困難なシステム。

「何を騒さわいでる！」

　村瀬の肩かたを掴み、優毅から引きはがしたのはさらに大きく分厚い手だった。

〈ＳＴＡＢ〉強行班・岩いわ切きり耕こう一いち郎ろう巡じゆん査さ長ちよう。

　警察から選せん抜ばつされた人員の中でも有数の巨きよ漢かんだ。身体を包んでいるのは優毅たちと同じ黒い戦せん闘とう服ふくだが、パーソナルエンブレムはない。

「お前らを集めたのは喧嘩させるためじゃねえぞ。すぐにディレクターが来る。それまでおとなしくしとけ！」

　岩切ひとりではない。見知った顔の強行班員が数人入室してきた。

　全員、表情に疲つかれが見える。ハンターだけではない。強行班員にとっても、情報の暴ばく露ろは厄やつ介かいな問題だ。

「け……っ」

　静かだが強い岩切の声に、村瀬は床ゆかに唾つばを吐はいてドアの脇わきに戻もどった。優毅も、相手から目を逸そらしてベネトナーシュの隣となりに立つ。

　他のメンバーも引きずられるように話を止め、部屋が静かになったその時、正面側にあるもうひとつのドアが開いた。

「揃そろったわね……」

　入ってきたのは奈槻だ。いつもと同じようにセミタイトスカートのスーツ姿だが、皺しわが目立つ。髪かみも整っていない。明らかに憔しよう悴すいしていた。

「まず、謝るわ。わたしたちの不手際で、みんなには迷めい惑わくをかけてしまった。ごめんなさい」

「どうしてくれんだよ！」

「親に言われたよ。何で黙だまってたんだってさ！」

「あたし、彼氏に絶交された！」

　奈槻を非難するのは、まだ気力がある方だ。ほとんどは虚うつろな目で黙ったままだ。理緒と同じような目に遭あったのだろうか。

　優毅には恋こい人びとも家族もいない。

　もし両親が存命だったら、自分が〈ＳＴＡＢ〉に関わっていると知ったらどういう態度を取っただろう。

　智笑美は、何と言っただろうか。兄と恋人で、態度を変えるだろうか。

「……謝って済む事じゃないけど……。これからできるだけのフォローはするわ」

「フォローってどうすんだよ！　こっちは生活ぐちゃぐちゃなんだぞ！」

「はは。だからこのまま警察公認で〈幻銃ガン・フアントム〉撃うたせてくれりゃいいんだよ。〈ＳＴＡＢ〉を人殺しとか言う奴やつらを射殺しちまえばいいんだ！」

「静かに！」

　岩切が村瀬を一いつ喝かつする。他の強行班員も、奈槻に掴つかみかかろうとする連中を制した。不満の声が上がる。

　生活が一変したというなら、今回の露ろ見けんが始まりではない。

〈ＳＴＡＢ〉の一員として他人に話せない事情を背負っている事が既すでに始まりだ。

　優毅が冷静だというなら、ハンターである以前から秘密と傷と罪を抱かかえていたという事。そして、家族がいないというだけの理由に過ぎない。

「そんな事より」

　奈槻の言葉を、ベネトナーシュが遮さえぎる。

「まだブレスレス事件は片づいていない。一体は所在が判明しているし、新たな被ひ害がいが拡大しないうちに速やかに処理すべきだわ」

「上が、反対しているのよ」

　ため息とともに、奈槻が俯うつむく。

　彼女は実戦の指揮官であり、現場の責任者だが、全権を握にぎっているわけではない。複雑な治安、情報統制問題が絡からみ合う〈ＳＴＡＢ〉の組織運営には政府上層部が関わっている。

　存在が暴露され、マスメディアが制御を離はなれるという予想外の事態に、適切な対応が難しくなっているのだ。

　既に臨時の閣議が続いているのはニュースになっている。与よ野や党とう双そう方ほうで、ブレスレスや〈ＳＴＡＢ〉の情報を把は握あくしている上層部とそれ以外の確かく執しつが表面化したため、普ふ通つうの対立構造とは異なる混乱を呈ていしている。

　マスコミは自らが情報操作に関かん与よしていた責任をごまかすために政府への批判を強調し、ネットではそれを批判する者が現れる。主張の内容には関係なく、とにかく騒げればいい、場が荒あれればいいという連中もいて、状じよう況きようは混乱しているという。

「総理は記者会見で事情説明しているし、これまでに出た被ひ害がい者しや数の資料をこちらから流して、ブレスレスの脅きよう威いを強調するようにしてるわ。それでも、論調は止まらない。こちらへの批判の方が多い。だから、今は動けない。これまでならわたしの判断で動けたけど……」

　訴うつたえる奈槻の目が潤うるんだ。

　今まで気にしていなかった。奈槻は、まだ二〇歳はたちをいくらも過ぎていない。優毅や勇生の目から見ればおとなだし、かつてブレスレスと戦った事もある。
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　しかし、それだけだ。

　まだ、未熟な若者でしかない。

　ミッション・ディレクターという地位に就いている最大の理由も有能さではないだろう。恐おそらくは他にブレスレス戦の経験者がおらず、同時にこんな時の責任を誰も取りたくないからだ。

　選せん択たくの結果ではなく、選せん択たく肢しの欠けつ如じよ。

　警察や自衛隊、各政府機関と折せつ衝しようを担当する最高責任者が奈槻以外に存在しているはずだが、優毅たちはその人物の名前も顔も知らない。

「だけど、これだけは信じて。わたしは、みんなをただブレスレスに対たい抗こうするためだけに利用してきたんじゃない。任務が終わった後、元の生活に戻っていけるように配はい慮りよしていた。制服も、コードネームも、全部そのためのものだったの。だから、今はここにいて。情報流出している以上、みんながバラバラだとマスコミからも守りきれない……」

　戦せん闘とう服ふくの袖そでや胸を見る。

〈ＳＴＡＢ〉全体に共通する短たん剣けんのマークと、シリウスという星の名と共に与あたえられた猛もう犬けんのエンブレム。

　優毅だけではない。ベネトナーシュは涙なみだを流す女性の横顔。理緒には星。村瀬のものは握り拳こぶし。白鳥や蠍さそりを描えがいたものもある。秘密の組織としては目立ちすぎる、どこか漫まん画がやゲームめいた派手なデザインだ。

　以前、勇生が指し摘てきしていた違い和わ感かんの正体は、奈槻の配慮によるものだったのだ。カリカチュアライズし、ゲームめかす事で日常と切り離すための。

　その勇生、メデューサの首を刈かり取る悪あく魔まの星を紋もん章しように戴いただく者はここにはいない。

　無事でいてくれ──拳を握りしめ、声には出さず祈いのる。

　今は亡なき妹が好きになった相手だ。

　守ってやるという傲ごう慢まんには陥おちいりたくない。だが、死なないでほしい、生きていてほしいというのは紛まぎれもない優毅の本心だ。

「雨月鎮の周囲は公安がマークして、今は情報収集を進めている。今は、向こうに任せましょう」

「だけど……状況が危険なのは彼女の言うとおりだ。備えるべきだと、俺も思います。ブレスレス相手なら、結局俺たちが動くしかないはずだ」

　勇生の不在にも恐らく雨月鎮が関わっている。奴やつは〈ＳＴＡＢ〉の存在や方針を知っている可能性が大きい。今回の情報公開だってこちらの動きを牽けん制せいし、封ふうじるためかも知れない。

　だとしたら、まだこれは始まりだ。

　これからもっと大きな事が起きる。いや、奴が起こす。

　それを見過ごしたくない。

　公安や一いつ般ぱん警察が動いても、相手がブレスレスなら自分たちが手を下すしかない。

「ディレクター、しっかりしてください。上が納得しないっていうなら、説得するのがあなたの仕事のはずだ」

　戦いを、死を、殺さつ戮りくを望んでいるつもりはない。

　己を無む謬びゆうだとも思わない。

　だが、今は備えるべきだ。

　優毅は、拳を握りしめた。

　怒いかりや感情を抑おさえつけるためではなく、溢あふれ出そうとする力の焦しよう点てんとすべく、自らの意志で。

　迷っている。悩なやんでいる。だが、決めなければならない。選び取らなければならないのだ。

　追いつめられ、選択肢がひとつだけになり、身体が勝手に動き出してしまう前に。

「……わかったわ……。確かにシリウス──櫂原くんの言う通りね」

　奈槻が顔を上げた。

「責任はわたしが取る。雨月鎮による被ひ害がいの拡大を防ぐために、ミッションを展開します」

　口調も表情もいつもの奈槻に戻もどっていた。

　いや、戻していた。自然な変化ではない。彼女の、意志の発動だ。

「今回、ハンターの参加は志願を募つのるわ。目標にはマスコミが接せつ触しよくしている。単に戦せん闘とうが危険なだけでなく、身元が明らかにされたり、一般市民の動きに巻きこまれるリスクが大きい。それを覚かく悟ごの上で参加する者は挙手して」

　優毅は手を挙げた。もちろんベネトナーシュも。

「俺もやるぜ！」

「お前は駄だ目めだ」

　村瀬の意気込みを、岩切が否定する。

「何でだよ！　シリウスがよくて俺は駄目ってのは？　せっかく〈幻銃ガン・フアントム〉撃うてるチャンスなのに！」

「市民がごっそりいる現場に、お前みたいなトリガーハッピーを連れていけるか！　今のお前じゃ見境なく誰でも撃ちかねない」

「……べ、別に……」

　岩切に睨にらまれ、村瀬が口を噤つぐんだ。

「ベテルギウス、村瀬くんは後ご詰づめを頼たのむわ。雨月鎮の件以外にもブレスレスが出現したら、そちらに対応してもらう。他のみんなは戦える状じよう況きようじゃないみたいだしね。それが嫌いやなら、出動させないわ。志願と言っても好き勝手な行動をさせるわけじゃないの」

「ああ……了りよう解かい」

　口くち唇びるを尖とがらせたが、村瀬は不承不承納得した。

　他のハンターたちは名乗りでない。今まで己を支えてきた「選ばれた者」「正しい行こう為い」の自覚が失われているのだ。村瀬のように「とにかく戦えればいい」というような別口の燃料でもなしに、危険に身を投じようとしなくても仕方ない。

　だが、もうひとりだけ左手を挙げる者がいた。

「……あたしも……あたしも出動します。させてくださいっ！」

　理緒だった。縋すがるような眼まな差ざしを奈槻に向けている。上げた袖そで口ぐちには、白い包帯が覗のぞいている。

「岬、お前……」

「お願い。あたし、戦いたい。ここで戦わなきゃ……戦えなきゃ、あたし……」

　青ざめた顔が、奈槻と優毅を交こう互ごに見つめる。

「……わかったわ。ただ、無理はしないで。殺さつ人じん狂きようも自殺志願者も不要。今、必要なのは決断したハンターよ」

「はい……っ！」

　理緒が立ち上がった。

　決断したハンター──自分にその資格はあるだろうか。

　優毅の心にはまだ迷いが残っていた。







第三章　『今』の価値







　首しゆ都と圏けん内からはもちろん、日本各地から若者が新宿のコンサートホールに集まっていた。今日の正午、雨う月げつ鎮まもるがここに現れるという情報がネットや一部のテレビで流れたからだ。

　決して大きな会場ではない。座席数は千に満たない規模だ。選せん択たくの基準は、収容能力よりも、目立たず、簡単に、一日だけの確保が可能という事だ。

　鎮はずっと以前から別名義を使い、イベント会社をトンネルにして前売りなし、当日入場無料のセミナーの名目でこの会場を予約していたのである。

　なだらかなスロープに沿って並ぶ椅い子すは、もちろん満席だ。少数ながら入りきらない者が外にも列を作っている。

　警察が出動したが、暴動や反発を怖おそれて強い態度には出られない。マスコミの注目も集まっているし、何より集まった人々は昂こう揚ようはしているが暴れても騒さわいでもいない。迂う闊かつに手を出せば、かえって混乱を誘ゆう発はつするのは明白だった。

　もっと規模が大きければかえって強制的な対応をする大義名分も立つだろうが、会場のキャパシティを二割ほど超こえて列ができているというのは微び妙みようなラインだ。

　客席を埋うめているのは、若いという以外何の共通点もない。

　真っ赤な髪かみを逆立てたパンクスがいる。小こ柄がらで眼鏡の優等生風がいる。ゴシックロリータファッションの少女がいる。丸まる刈がりで長身のスポーツマンがいる。太ったオタクがいる。

　ひそひそ話し合っている数人のグループがいる。肩かたを抱だき合っている恋こい人びと同士がいる。指を組んでじっとしているひとりぼっちの者がいる。

　ステージの袖そで。勇ゆう生きは完全に拘こう束そくされた状態でその様子をモニターで見せられていた。椅子の脚あしに足首を縛しばり付けられ、腕うでは背もたれの後ろで手て錠じようをかけられている。しかも猿さる轡ぐつわまで噛かまされている。

　幕の陰かげに隠かくれ、直接客席を確かめる事はできない。その上でわざわざ鎮がモニターやノートパソコンを用意したのだ。勇生に見せるために。

　ひとりずつの顔をアップにしてスライドする映像の中に、知っている顔を見つけた。クラスメイトの吉よし田だだ。

　叫さけびたい。大声を上げて、逃にげろと言いたい。

　だが、今の勇生は全くの無力だ。

　気絶状態から目を覚ましたら、既すでにここに拘束されていたのだ。

　学校帰りに鎮のマンションに立ち寄り、まる一日制服を着たきりだった。汗あせや汚よごれの臭においと感かん触しよくが不快だった。

　本当ならこれだけ派手な動きになる前に〈ＳＴＡＢ〉が出向くはずなのに、まだ反応がない。恐おそらくは、マスコミ対策と政府からの指示で動きが取れないのだろう。秘密である事に依よって立っていた組織は、存在を暴ばく露ろされるだけで驚おどろくほど脆もろくなる。鎮は、そこまで計算していたに違ちがいない。

「満足な数じゃないな。統計上は、東京の中高生だけで三〇万人以上いるのに。大きな変革の時を迎むかえても、それを理解できる人間はひと握にぎり。その中で決心し、行動する者はさらに少ない」

　穏おだやかな笑みで、鎮が告げる。純白のジャケットに揃そろいのパンツ。ダークブルーのシャツにネクタイはない。他の人間なら派手に見えそうな装いが馴な染じんでいる。恐らくは、舞ぶ台たい映ばえまで考えての服装だろう。

「都内はもちろん近県や、わざわざ飛行機や新幹線、夜行バスで駆かけつけた人も含ふくめて、たったの千二、三百人だ。しかも、ほとんどは『失格』だろうね」

　モニターに映る群衆を一いち瞥べつして、鎮は失望の苦笑を浮うかべた。

「この中に本当にブレスレスになりたい──なれる者はどれだけいるのか。ただ、僕という珍ちん獣じゆうを見るために集まった野次馬がほとんどだろう。ここに来なかった奴やつは論外だ。本当に強い願いを持ち、ブレスレスになり得る人ならためらわずに駆けつけたはずだから」

　動けない。声も出せない。

　だから、勇生が今使える武器は目だけだ。視線に力を込めて、鎮を睨にらみつける。

　その攻こう撃げきを、相手は余よ裕ゆうで受け流した。

　ただ、鎮は平気でも一いつ緒しよにいる男はそうではないのだろう。不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せ、勇生から顔を逸そらす。

　こちらにも見覚えはある。と言っても吉田のように個人的に見知っている訳ではない。ニュースで見かける、与よ党とう反主流派の若手政治家だ。

　若手とは言っても、年ねん齢れいは勇生の父親と大差ない。見られる事を意識した明るい色の上等なスーツ。半歩後ろに、体格のいいダークスーツがふたり控ひかえている。終始無言で、周囲に油断なく視線を走らせている。ただ、その目つきが悪い。

〈ＳＴＡＢ〉で警官や自衛官を多数見ているが、彼らの険しさとは違う。厳しさや荒あら々あらしさだけではなく、単に「悪い」のだ。

　私的なボディガードだろう。それも、法律すれすれというよりは明確にイリーガルな現場を経験している者の目だ。父の仕事がらみで見かけるタイプの顔。己の悪や違い法ほうを知りながら、責任や判断を上位者に預け、麻ま痺ひさせた顔。

　まともな食事をしていない胃から、濁にごった酸味がこみ上げてきそうだ。

「勇生くん、いい目だね。意志がある。あの中に、同じだけの意志を持っているのがどれだけいるかな？　半分──は無理だね。三〇パーセントか、二〇パーセントもいれば上等だろう。だけど、その二〇パーセントの中にひとりかふたり、強い意志と良心の持ち主がいるだけでいいんだ。勇生くんには及およばなくてもね」

　鎮の手が、優しく勇生の顎あごに触ふれた。愛あい撫ぶか、あるいは動物への愛あい玩がんを思わせる微び妙みようなタッチで顔を持ち上げる。

「お、おい。雨月くん？　この子は一体何かね？　縛ったりして大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何を今さら。もうあなたは法を犯すどころか、超ちよう法ほう規きの合意さえ反故にしたんじゃないですか。それに、彼は僕の同志になる人です」

　傲ごう慢まんな物言いに反論したいが、言葉が出せない。

「しかしだね……」

　ハンカチを出し、議員は額の汗を拭ぬぐう。

「舞ぶ台たい袖そでや楽屋にはマスコミが入らないようにしています。ですから、そもそも貴方がここにいる事そのものがばれませんよ。この非常時に、国会の臨時召しよう集しゆうに応じないのは問題になるかも知れませんがね」
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　言うまでもない。

　この男が鎮に内通し、〈ＳＴＡＢ〉の情報を流したのだ。

「ははは……。まあ、有権者に知られなければいいんだよ。私の立場もあるしね」

「そうです。誰も見ていません。ですから、ここで終わりです」

「え？」

　鎮の右手が、残像を引いて閃ひらめいた。

　議員が、濡ぬれる。

「え……？　あ、ああ？」

　真っ赤な血を浴びているのに、彼は何が起きたのかを理解していない。

　ふたりのボディガードの喉のどには、指一本分の丸い穴が正確に穿うがたれていた。

　一いつ瞬しゆんのうちに、正確に気管を穿せん孔こうしたのだ。破損した下水道のようにごぼごぼと音を上げ、ふたりの黒服はただ血を垂れ流すオブジェと化していた。それが、自重を支えられずに崩くずれる。

　溢あふれる血が流れてきて、勇生のスラックスの裾すそまで濡らした。

「ひっ！　ひぃぃぃぃっ！」

　情けない悲鳴で逃にげようとする議員の首に、鎮の手が触れる。

　血で汚よごれてはいない。

　ふたりの喉を抉えぐりながら、血が付く前に抜ぬき去ったのだ。白いスーツは汚れないという自信と意志の表れだ。

「僕のプランは次の段階に入った。終わりと言ったのは、あなたの利用価値です。僕としても、己の既き得とく権けんを守るために背信行こう為いを働くような悪人とにこやかに交こう渉しようするのは大変苦痛でしたよ」

「あお……そ……？」

　ミイラ化さえしない。

　青ざめて倒たおれた議員の身体を鎮が一度受け止め、床ゆかに転がす。

　ブレスレスとして必要な生命エネルギーを吸収したのではなく、ただ単に殺しただけだ。抱だき留めたのも労いたわったのではなく、無む駄だな物音を立てないようにするため。

　鎮がブレスレスだという事を、改めて痛感する。

「殺すな──と言いたげな眼だね。だけど、自分たちにとって不都合な存在を殺すという点で、君たちがブレスレスを殺しているのと、僕がこいつを排はい除じよしたのとは本質的には変わらないよ。利用したという事を責められるかも知れないけど、僕には──ううん、僕たちには時間がないんだ。だから、耐たえられる。非難される事も、それ以上の苦しみにも」

　仮面のように貼はりついた、穏おだやかだが空くう疎そな笑みだった。鎮の細い指が、自らの頬ほおをさする。

「そうさ。ブレスレスだから、僕はこの瞬しゆん間かんも苦痛に耐えている。苦しさが表に出ないように、常に笑っているのが習慣になってしまってね。もちろん、僕は目的が達成できるまで耐える自信がある。耐えなければならない。だけど、時間がないのは変わらない。僕は我が慢まんできるとしても、この世界を一日放置すれば一日分苦しむ人が増える。堕だ落らく者しやが増える」

　反論したい。

　だが、できない。

　口が封ふうじられているからではなく、有効な論ろん旨しが思いつかない。

「だから、君には間近で見てほしいんだ。これから起きる事を。その上で、もう一度よく考えてほしい。このまま世の中が腐ふ敗はいしていくに任せるか。それともブレスレスになって、僕と一いつ緒しよに戦うかを。それが、君の最後の心変わりになる」

　勇生をその場に残し、鎮はステージの中央へと歩き出した。

　司会者の挨あい拶さつも何もない。

　舞ぶ台たいの上と、客席など会場全体の様子を映し出すモニターを交こう互ごに眺ながめ、勇生は状じよう況きようの把は握あくに努める。

　武器は目だけだ。

　相手を攻こう撃げきできず、外へ連れん絡らくもできないのなら、せめて状況を把握し、情報を集めよう。機会が来た時に活いかせるように。

　激しい拍はく手しゆ。歓かん声せい。

「雨月さん！」

「雨月」

「雨月鎮！」

「ウ・ゲ・ツ！　ウ・ゲ・ツ！」

　誰かが名前を呼んだのに他の客が釣つられ、熱ねつ狂きよう的てきな連呼へと育つ。

　束ねられた声には自然にリズムが生まれ、メロディが生じ、歌へと変わっていく。素そ朴ぼくだが荘そう厳ごんな宗教音楽を思わせる。

　拳こぶしを突つき上げる者がいる。手を打ち鳴らす者がいる。膝ひざを叩たたく者がいる。

　立ち上がる者が、叫さけぶ者が、泣き出す者がいる。

「静かに」

　静せい寂じやく──マイクさえ通さない、よく通るが穏やかなひと言だ。

　それだけで、鎮は会場を統制した。

「まず着席して、僕の話を聴いてほしい」

　両手を広げて胸を開き、言葉を続ける。

「今日、僕はここに来ると告げただけだ。何をするとも言っていない。だけど、みんなは自らの意志と判断で来てくれた。まず、その判断に感謝したい。ありがとう。そして、今もこの場で僕たちの現実を、そしてメッセージを伝える協力をしてくれるマスコミにも」

　舞台下の左右。会場の後方。数か所のテレビカメラに向かい、鎮は一礼した。

　テレビの生なま中ちゆう継けいだけではない。新聞や雑誌はもちろん、ネットニュースの記者もいるし、個人でもデジタルカメラやデータレコーダーで記録を取り、リアルタイムで更こう新しんをしている者も多い。

　舞ぶ台たい袖そでに鎮が用意したノートパソコンには、そんなサイトのひとつが映し出されていた。

「僕たちには、今しかない──ずっと作品やサイトで伝えてきた。世の中が駄だ目めになっていくだけじゃない。自分自身が、周囲に流されて堕落していく。どんな人間も純じゆん粋すいなままではいられない。現実に汚お染せんされてしまう。そう思っていた。だが、人間でなくなれば話は別だ」

「そうだーっ！」

　客席で、誰か男が叫んだ。高く、若い声だ。

「僕は、情報を隠かくしていた警察や政府とは違ちがいます」

　あたりを見回し、鎮は口調を改めた。

「君たちに事実を伝えました。選せん択たく肢しも与あたえました。ブレスレスになるのは苦しい事です。比ひ喩ゆではありません。心だけではなく、肉体的な痛みが常に襲おそい続けます。僕もそれに耐たえています。食べたり、眠ねむったり──今の生活で感じている些さ細さいな喜びは残らず捨てざるを得ません。それでも、ブレスレスになるのを選びますか？」

「なる！」

「なりたい！」

「あたしも！」

「俺もだ！」

　客席から次々に、賛同の声が上がる。

「もう一度訊たずねます。激しい苦痛を伴ともないます。普ふ通つうの人間が味わっている心ここ地ちよさを失います。耐えられるのは、限られた人間だけです。それでもいいんですか？」

　問いかけると、歓声と挙手の波が起こる。

「それでいい！」

　鎮の宣言が、観客たちの叫びの波を押し返し、止める。

「僕は──君たちは選ばれた者なんかじゃない。選び取った者だ！　運命に導かれ、従うのではなく、自らの意志で世界を改変していく者だ！」

　客席に手を差し伸のべ、最前列中央の少女を指す。

「君も」

　続いて後列の右側の男子を。

「君も」

　中央のふたりを。

「君たちも！」

　指された者たちが叫きよう声せいを上げる。

「俺も！」

「僕にも！」

「わたしも！」

　呼応して客席から手が挙がる。いや、鎮へ目がけて伸ばされる。

　まるで逃にげ去る風船を、あるいは蝶ちようを、さもなくば空気や光をつかみ取ろうとするかのように。

　相手が決して「求め」には応じない者だとは知りもしないで。

「……わかりました。最後に、僕自身の希望を述べさせてください。どんな願いでもブレスレスにはなれます。内容ではなく、想いの強さだけが基準です。僕から、皆みなさんの心を強制する事はできません。ですが、叶かなうのなら──より高い望みを抱いだいてほしいと思っています。小さくエゴイスティックな欲望ではなく、よりたくさんの人を、社会を改善する、純粋な願いを」

　朗々と語り、鎮は視線を巡めぐらせた。

　最前列の左ひだり端はし近く、灰色のブレザーに眼鏡をかけた少女で視線が止まる。

「君、舞ぶ台たいに上がってください」

　少女は左右を見回し、指名されたのが自分だと確かめ、戸と惑まどいながら、それでも急ぎ足でステージへと上がった。鎮が手を取り、頬ほおを染めた少女を舞台の中央へと導く。

「君の、願いは？」

「えっ？　あの……もっと成績が良くなりたいっていうか……」

　客席からブーイングが起こった。泣きそうになって逃げかけた少女の手を、鎮が再び掴つかんだ。

「みんな、落ち着いて」

　鎮が片手を挙げる。不平の声が静まる。

「さっきも言った通り、願いの内容に優ゆう劣れつはない。どれだけ本気なのかだけに意味がある。だけど、君のそれじゃ駄だ目めだね」

「え？」

　責められたと思ったのか。少女はまた逃げそうになる。

「ブレスレスになるには、ゴールのない願いじゃ駄目だ。達成可能な目標、叶ったという事が確認できる誓ちかいじゃないと、変化はできない。今まで何度も試したけど、それで間ま違ちがいない」

「は、はい……っ。じゃあ……校内トップで……」

　最後のひと言はマイクに届かないように小さな声で、少女は囁ささやく。

「わかった。じゃあ、みんな見ていてくれ。これが、ブレスレスになるという事だ」

　鎮の手が、少女の髪かみに触ふれた。

「最後に、もう一度訊きくよ。君には願いがある。その願いのために、人間である事を止やめ、苦しみを背負う意志があるんだね？」

「……は、はいっ！」

　答えた少女は、緊きん張ちようで背筋を真っ直すぐに伸ばす。しかし、鎮の顔は見られずに俯うつむいているままだ。

　止めろ。逃げろ。

　声が出せるなら叫さけびたかった。

　だが、ステージの袖そでで勇生が出せるのは声にならない呻うめきだけ。

　先刻からの鎮の語りは、単に群衆の心を掴み、昂こう揚ようさせるためだけの演出ではない。ブレスレスになりうる人間とそうでない人間を篩ふるいにかけている。

　その上で、最初のひとりを選んだという事は──。

　ドンっ！

　もがいているうちに、反動で椅い子すが倒たおれた。肩かたと膝ひざが床ゆかにぶつかり、骨に響ひびく痛みが走る。手首に熱くぬるりとした感かん触しよくが伝わった。

　床の上にこぼれた議員やボディガードの血だけではない。手て錠じようで擦こすれて、皮ひ膚ふが裂さけたのだ。

　ふと思い当たり、地上の魚のように身をよじり、反動で少しずつ身体を動かす。

　椅子の脚あしを、仰あお向むけに倒れている議員の死し骸がいに向ける。派手で頑がん丈じようなカフスに、脚を縛しばるロープをどうにか擦りつける。手錠の鎖くさりは無理でも、これなら切れるかも知れない。

　位置を整えているうちに、モニターを見上げる形になる。腕うでのロープを擦りながら、画面を見上げる。

「……寒い……」

　少女の呟つぶやきをマイクが拾った。

　肌はだから、血の色が失せていく。

　髪から色素と水分が抜ぬけ、はらりはらりと落ちていく。

「げあっ、ががっ！　おあうあうあああああっ！」

　小こ柄がらな身体が痙けい攣れんし、のけぞる。手足が不規則に動いている。

　しかし、倒れない。

　まるで鎮の手に貼はりついたように、頭から下げられている。

　脱だつ色しよくされた肌に皺しわが寄り、ひび割れが走り、茶ちや褐かつ色しよくに変じていく。

「く……っ！」

　不ふ吉きつな予感の的中に、勇生は口くち唇びるを噛かむ。

　ブレスレスへの変化を、見せて示す事は難しい。堕壊コラプシヨンしていない限り、外見は人間と変わらないからだ。

　ならば、変化の意味を当人以外の目に明らかにする方法は何か。

　決まっている。

「ブレスレスになれなかった」実例を呈てい示じすればいい。

　悲鳴が上がる。

　出口に殺さつ到とうする客が重なり、押し合い、新たな悲鳴を生む。

　全員ではない。

　恐きよう怖ふや危険を感じて逃にげ出した者がいる。

　訳もわからずにパニックに釣つられて走り出した者がいる。

　だが、それは八割だ。

　全体の二割は、微び動どうだにせず、惨さん劇げきを見つめている。

「……が……は……っ」

　少女だったものは、乾かわいた残ざん骸がいとなって落ちた。

　木き屑くずのようなかさかさの破片が崩くずれる。

「ブレスレスになるというのは、こういう事だ！」

　声を強め、悲鳴をつんざく音量で鎮が告げる。

「中ちゆ途うと半はん端ぱな、弱い願いしか持たない者はこんな風に死ぬだけだ！　それでもいい。リスクを背負う意志のある者、己の願いのために命を捨てられる者だけが来てくれ！」

　鎮が、一いつ瞬しゆん舞ぶ台たい袖そでを見た。

　片足が自由になった。次はもう一本。脚が外れれば、背もたれから腕を抜いて脱だつ出しゆつできる。勇生の全身は血ち塗まみれになっていた。

「俺も！」

「あたしは大だい丈じよう夫ぶ！　本気だから！」

「僕もだ！　絶対に、復ふく讐しゆうしたい奴やつがいる！」

　残った二割のうちの三分の一──六〇人あまりがステージに殺到する。

　金きん髪ぱつを肩まで伸のばしたレザージャケットの少年に、鎮が手を伸ばした。

「もう一度訊きく。君には夢はあるか？　すべてを捨てても成し遂とげたい夢が？」

「ああ。あるぜ！　さ、来いっ！」

　叫ぶ少年の額に、指が触ふれる。

「う……っ。うぉおおおっ！　うぁああああっ！」

　少年が全身を戦慄かせて叫ぶ。一いつ瞬しゆんの緊きん張ちようの後、鎮の手が離れた。

「は……？」

　息を継つごうとして、金髪は不意に喉のどを押さえる。

　ブレスレスは呼吸をしない。食事と同じで、偽ぎ装そうのために意識的に肺を動かして空気の出し入れをするのは可能でも、酸素を取り入れ、二酸化炭素を吐はき出す代謝はしないのだ。

「へ……は……。こ、これかよ……」

　金髪の少年は顔を歪ゆがめながら、自分の手を眺ながめ、次にその手で顔を撫なでる。浮うかんでいる表情は歓かん喜きではない。口唇が小刻みに震ふるえているのは、苦痛のためだ。

「おめでとう。君はブレスレスになれた。後は、自分の望みを果たすために行動すればいい。ただ、できれば他の志願者にも変化を施ほどこしてやってくれ。そうすれば、僕の手間も省ける」

「あ、ああ……」

　よろつく足取りで金髪は歩き出し、近くの男に手を触れた。

「あたしは、雨月さんがいい！　雨月さんに直接してもらう！」

　少女が縋すがるように鎮に迫せまる。

　その隣となりでは、金髪によって新たなブレスレスになった小太りの男が、次の犠ぎ牲せい者しやを生み出していた。

　犠牲者だ。

　不適合によって、乾いた死体に変わっていくのだ。

「局でカットされますよ！」

「構わねえ！　撮とれ！　撮れるだけ撮れ！」

　テレビ局の取材クルーの興奮した叫さけびが聞こえる。

　今までは政府の要よう請せいに応こたえて報道規制していたのに、この変わり身はどうだ。

　むしろ「政府の不当な弾だん圧あつで自由な報道を封ふうじられた被ひ害がい者しや」のつもりなのか。今度は鎮に利用されているだけなのに。

　視線を、議員の死体に向ける。

　この現場を先に撮って、リアルタイムで流していれば状じよう況きようは変わっていたはずだ。

　逃げようとする者たちは、まだホールの出入り口で一団になり、押し合っている。ドアが封ふう鎖さされているのだ。

「雨月さん！　お願いします！　僕を、僕をブレスレスにしてください！」

　人混みを押し分け、小こ柄がらな影かげが舞ぶ台たいによじ登って鎮にすがりつく。

「僕、吉田稔みのるっていいます！　創そう倫りんの後こう輩はいです！　僕、学校で虐いじめられていて……どうしてもブレスレスになりたいんですっ！」

「へえ……」

　興味深げな顔で、鎮は吉田を見つめた。

「順番を守れ……とは言わないよ。他人を押しのけてでも自分の願いを叶かなえたい。そんな強い意志を、僕は評価する」

　ゆっくりと広げられた手が、吉田の額目がけてゆっくりと伸びていく。

「やめろぉぉーっ！」

　吉田に跳びつき、押し倒たおして鎮から引きはがす。

　脱出は間に合った。

「高たか出いず水み……くん？」

「ブレスレスになるな！　君がブレスレスになったら、僕は君を処理しなければならない！」

　吉田は顔を涙なみだで歪めている。シャツには血が付いていた。勇生の血か、それともボディガードたちの血か。もう見分けられない。

「でも……。だけど……僕は……僕は……っ！」

「ブレスレスになって何がしたい？　吾あ妻ずまたちに復讐するのか？」

「そうだよ！」

　泣きながら、吉田は叫んだ。

「だってどうしようもないじゃないか！　僕は……僕は……」

「そんな事をして何になる？」

　欺ぎ瞞まんだ。恥はずべき欺瞞だ。

　勇生自身、復ふく讐しゆう者しやなのだから。

「復讐は何も生まないっていうの？　そんなのわかってるよ！　何かを生み出したいんじゃない！　もうお終しまいにしたいだけなんだ！」

「そんな事は、人間にだってできる！　ブレスレスにならなくたっていい！」

　そうだ。

　刃は物ものだっていい。ガソリンでもいい。その気になれば、意志さえあれば、武器は普ふ通つうに手に入る。鴨かも志し田だがやったように。

　相手を殺したいだけなら、人間を捨てる必要なんてない。ブレスレスによらない「普通の殺人事件」は毎日起きている。

　パン、パン、パン。

「ははは。見事だよ、勇生くん！」

　鎮が笑った。

　血ち塗まみれの勇生に対し、汚よごれひとつない純白の姿。

「立派な正論だ。つまり、君は理解しているんだよ。ブレスレスになるからには、それにふさわしい願いを持つべきだとね。そう。人間のままでできる事が目標なら、ブレスレスに変わる必要なんてない。常人には不可能な、より大きな目的を果たそう！」

　朗々と通る声が、混乱の中に真空を生み出す。

　鎮の周囲には苦しげな表情の数人──恐おそらくは既すでに変じたブレスレスだ。それを囲む人の輪は志願者。逃にげようとする人々は未いまだにドアに向かって殺さつ到とうしている。

　だが、その群が乱れ、散らばる。

　堕壊コラプシヨンこそしていないが、ブレスレスが後ろから追いかけてきたのだ。真面目な優等生風のそいつがどんな夢を、願いを持っているのか。

　女の子の背後から抱だきつき、生命を吸収してミイラにする。

　新たに発生した恐きよう怖ふで、人々が行き場もなく逃げまどう。

　この惨さん状じようが、鎮の理想の産物なのか。

「僕は……もう拒きよ絶ぜつしました。はっきり答えたはずです」

　吉田を庇かばうように進み出て、鎮を睨にらみつける。

　ステージの下に集まった人々は、血塗れの少年と鎮の対たい峙じを凝ぎよう視ししている。

「君は理解しているはずだ。誰かが引き受けなくちゃいけない。他人の良心を、自制心を代行する、罰ばつする者としての使命をね。君の理想は、今苦しんでいる当事者の救いにはならない。復讐は何も生まないなんて説得は、『復讐で何かを生み出せる』と勘かん違ちがいしている者だけに有効だ。だけど、違ちがうだろう？　復讐者は利益を得たいんじゃない。マイナスをマイナスで打ち消したいだけだ」

　口くち唇びるを噛かむ。

　その通りだ。吉田のブレスレス化を否定した自分に何ができる。人間のまま吾妻たちを殺せとけしかけるのか。

　鴨志田の言葉が、頭の中でリフレインする。

　そして、自分が優ゆう毅きに告げた言葉も。

「吉田くん、と言ったね？　君が決めればいい。君の願いが真しん摯しなものなら、心の底から叶かなえたいと思っているのなら、君には資格がある。ただ、生きるためだけに生きるのにどんな価値があるかな？　成したい事、成すべき事もなしに」

　鎮を囲む群から、賛同の囁ささやきが聞こえる。

「違う！　それで終わりじゃないはずだ！　復讐で、憎にくい相手を殺して、そこで終わってしまうのなら、そちらの方が無意味だ！」

　吉田の方を振ふり返るのではなく、鎮を見み据すえたまま叫さけぶ。

「なら、勇生くん。君はなぜ〈ＳＴＡＢ〉なんかに関わっている？　復讐に囚とらわれている君にそれを言う資格があるのかい？」

「そんな事はわかってます！」

　叫び返すしかできない。

　そうだ。わかっている。

　わかっていてもどうしようもない。

「勇生くん、君は聡そう明めいな人間だ。聡明で、純じゆん粋すいだ。本当は理解しているはずだよ。今、本当に必要なのは何かという事を。君という個人には、今は何の力もない。僕たちを害する事もできないんだ。さあ、決意してくれ」

　鎮が両手を広げ、招くように胸を開く。

　その時、銃じゆう声せいが響ひびいた。

「警察だ！　ブレスレス化していない者は全員避ひ難なんしろ！」

　扉とびらを破り、黒い戦せん闘とう服ふくの一団が飛びこんでくる。

　聞き間ま違ちがうはずもない。優毅の声だった。

「落ち着いて！　我々の誘ゆう導どうに従ってください！」

　混乱する群衆に呼びかけているのは、制服警官が多い。ただ、パニックはなかなか収拾できていない。

　混乱する人の波を力ずくでかき分け、駆かけ下りてくる影かげがある。

「大だい丈じよう夫ぶか、アルゴル！」

　フランキ・スパス15──イタリア製の軍用ショットガンを構えた岩いわ切きりが、舞ぶ台たいに飛び上がってフェイスシールドを上げる。

「両りよう腕うでを広げられるだけ広げて床ゆかに突つけ！」

「は、はいっ！」

　指示されたように目め一いつ杯ぱい手て錠じようを広げる。

　岩切は腰こしのホルスターからサブウェポンのＭ１９１１Ａ１・ＭＩＬ―ＳＰＥＣ自動拳けん銃じゆうを抜ぬき、零ぜろ距きよ離り射しや撃げきで鎖くさりを破は壊かいする。振しん動どうが、手のひらから骨を震ふるわす。

「どいつがブレスレスか、わかるか？」

「え？　あ、あの金きん髪ぱつと……」

　舌打ちする。

　突とつ入にゆうに気を取られた隙すきに、鎮の姿が消えていた。会場内には一〇〇人を超こえる若者がひしめいているのだ。堕壊コラプシヨンしなければ、誰がブレスレスかわからない。取りあえず、自信を持って伝えられる数人だけを岩切に伝える。

「くそっ！　ガスでもぶち込みゃよかったか！」

　閃せん光こう弾だんや音おん響きよう弾だん、催さい涙るいガスなどの非殺傷武器を使えばブレスレスでない人間だけが無力化される。確かに有効な手段だが、これだけ人質の数が多ければリスクの方が大きい。

「よし、わかった！　確認できたブレスレスの特とく徴ちようを伝達する！　それと、アルゴルは無事だ。〈黒革ブラツクスキン〉を用意しろ！」

「た、高出水くん？」

　呆ぼう然ぜんと、吉田が問いかける。

「吉田くん、ごめん。君に明確な解答は与あたえられない。取りあえず、逃にげ延のびてくれ」

「う、うん……」

　去っていく吉田を見送り、血ち塗まみれの手首にハンカチを巻く。傷口が広いので派手に見えるが、ただのかすり傷だ。出血量は少ない。全身を汚よごしているのは、他人の血の方が多い。戦闘服はないが、〈幻銃ガン・フアントム〉さえあれば問題なく戦える。

　見回すと、突入部隊にエンブレム付きのハンターは少ない。

　優毅とベネトナーシュ、そしてプリケリマの三人だけだ。

「ぶぐぉおおおおっ！」

　最初にブレスレス化した金髪が、いきなり吠ほえた。

　口が大きく開き、顎あごが裏返った。

　全身が膨ふくらむが、比率は一定ではない。上半身だけが常人の三倍もある巨きよ人じんだ。指が太く長く伸のび、楽器を奏でるように複雑に動いている。

　ブレスレス化する条件を満たす事は、ブレスレスでいられるという事を意味しない。

　絶えず襲おそう苦痛に耐たえきれない時、願いを果たそうという意志を堅けん持じできない時、堕壊コラプシヨンして人の姿も、知性も失う。

　それが引き金になったのか。他にも二体、三体と堕壊コラプシヨンが連れん鎖さする。

　変化を求めていた志願者が、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。

　瞬しゆん時じに、五体の堕壊コラプシヨンしたブレスレスが現れた。

「さっきのは取り消し！　金髪の奴やつは堕壊コラプシヨンした。一いつ般ぱん警官は市民を保護して撤てつ退たい！　下手に手を出すな。ブレスレスは〈ＳＴＡＢ〉が対処する！」

　指示を飛ばしながら、岩切が躍おどり出る。

　ショットガンが火を噴ふき、巨人の胸板を直ちよく撃げきした。衝しよう撃げきで弾はじき飛ばされ、襲われそうだった少女との間に距きよ離りが開く。

　制服警官が走りより、彼女を抱かかえて逃げる。

　開いた斜しや線せんを見み逃のがさず、プリケリマ──理り緒おが〈幻銃ガン・フアントム〉を構えた。みっつの弾だん倉そうが互たがい違ちがいに並んだ、普ふ通つうなら撃うてるはずもないリボルバー。

　銃じゆう口こうから、白い光が飛んだ。

　命中し、巨人の片かた腕うでが霜しもに覆おおわれ、砕くだけて落ちる。

「大だい丈じよう夫ぶか、岬みさき！」

「平気！　それより、シリウスも撃って！　数が多い！」

　フェイスシールドを上げ、火照った顔を空気にさらして理緒が優毅に叫さけぶ。

　勇生が見てもわかる。いつも以上に追いつめられた表情だった。

　蠢うごめく肉の葡ぶ萄どうに似たブレスレスには、ベネトナーシュが斬きりかかった。

　彼女の〈幻銃ガン・フアントム〉は本来精せい緻ちな彫ちよう刻こくに覆われた銃じゆう剣けん付きライフルだが、変形して長大なハルバード型になるのだ。

　高く振ふりかぶり、全身を逸そらして身長よりも長い武器を一気に振り下ろす。

　長い髪かみがなびく。ヘルメットなしにさらした顔は、冷れい徹てつな闘とう志しの塊かたまりだ。快感に酔よった気配は微み塵じんもない。

　両断されたブレスレスは、黒い破片になって崩くずれ落ちた。

「うぉおおおおぉぉっ！」

　叫びと同時に、ひと際重い銃声が響ひびく。

　優毅の《シリウス》だ。

　封ふう印いんされたバレルを引き裂さいて迸ほとばしった光が、虎とらと旋せん盤ばんを合わせたような姿のブレスレスを瞬時に消し飛ばした。

　距離がある。

　今までの優毅とは違い、自らに直接の危機が迫せまらなくても発射できたのだ。

　ただし、発射後の虚きよ脱だつは変わらない。

　砕けた〈幻銃ガン・フアントム〉が復元していく間、跪ひざまずいて動けない優毅を理緒がカバーし、《プリケリマ》を撃ってブレスレスの接近を阻はばむ。

　それでも、数が多すぎる。

　最強の《シリウス》と疲つかれ知らずの《ベネトナーシュ》が揃そろっていても、これだけの数のブレスレスが相手では充じゆう分ぶんではない。ましてや、守らなければならない一般市民が横行する中では。




「はァ……っ、はァ……っ！」

　一いつ瞬しゆんの忘我の後、虚脱感に襲われる。

　破は裂れつし、引き裂かれたバレルに光の粒りゆう子しが集まり、復元していく。

　長大な四角いバレルを備えた、ありえないサイズのオートマティック。撃鉄の代わりには南なん京きん錠じようやダイヤルが複雑に絡からみ合った厳重すぎるセーフティ。優毅の心を映したかのような危険で重い凶きよう器き。

　どれほど強きよう烈れつな快感が全身を貫つらぬいても、〈幻銃ガン・フアントム〉が手からこぼれる事はない。

「……撃てた……」

　呟つぶやき、優毅は顔を上げる。

　標的とはまだ距離があった。今までの《シリウス》なら、自分にブレスレスが迫り、危険を肌はだで感じなければ発射できなかったのに。

　出動を自分で望んだからか。

「シリウスっ！　何ぼんやりしてんの！」

　ぼんやりとしていた優毅に、理緒の背中が当たった。

　目の前に現れた幾き何か学がく的てきなオブジェにも似たブレスレスに《プリケリマ》を向ける。

　互い違いに並んだみっつの弾倉がスロットマシンのドラムのように回り、止まる。銃口から赤い光が放たれる。

　真紅の閃せん光こうが直撃し、球体と正四面体をつなぎ合わせた腕うでが燃え上がり、炭化する。棒のような脚あしでよろめきながら後ずさる。

「す、すまない。岬！」

「あたしのは破は壊かい力りよく足りないから、シリウスがちゃんとフォローしてよ！」

　思い詰つめた表情で、荒あらく息を継つぐ。

「わかった。岬こそ無理するな！」

　連射の利かない優毅の盾たてになるようにブレスレスの前に立ちはだかり、理緒は〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うち続けている。

　まるで──死地を求めているかのようだ。

　村むら瀬せとは違ちがう意味で、彼女は危うすぎる。

「ヴヴヴヴヴヴヴヴヴ！」

　金属的なビブラートを上げ、幾き何か学がくブレスレスが再び襲おそいかかる。

《シリウス》は再生していた。

　だが、いつもとは違う。

　銃じゆう口こうを閉ざすインサートがない。

「うぉおおおおおっ！」

　意識を集中し、トリガーを引き絞しぼる。

　複雑に絡み合った安全装置が、一気にリリースされていく。

　轟ごう音おんと閃光が溢あふれる。

　強烈な反動で跳はね上がりそうな腕を、筋力で無理矢理押さえつける。

　光が、標的を貫かん通つうする。

　文字通りブレスレスが粉ふん砕さいされ、消失した。

「ふぅ……ッ！」

　全身が熱い。

　脳がじんじん張りつめる。

　だが、意識は飛ばない。

　手の中では、急激に《シリウス》が復元されていく。安全装置が元通りに施せ錠じようされていく。

　復元スピードが速い。一射ごとに、撃ちやすくなっていく。快感が弱まっているわけではない。ただ、ピークの強さは変わらないが、回復は滑なめらかになっている。おかげで耐たえやすい。

　今は必要な事だと理解しているが、馴なれていく事への恐きよう怖ふは消えない。

　正月の悪夢を思い出す。形状の変化こそないが《シリウス》のセーフティはあの夢のままだ。

　それでも──。

「岬、俺なら大だい丈じよう夫ぶだ。もうフォローの必要はない！　逃にげる連中のガードに回れ！」

　自分の〈幻銃ガン・フアントム〉は一いち撃げきで確実にブレスレスを破は壊かいできる。手が足りない状じよう況きようでコンビを組むのは、理緒の攻こう撃げき力りよくの無む駄だ遣づかいになる。一撃必殺にならない《プリケリマ》でも、逃げようとする人々を守るための権勢には使えるはずだ。

　ひとりでも助けたい。

　今、そう考えている気持ちだけは嘘うそではない。

　戦い、殺すのが正しいのかどうかはわからない。

　妹や両親のようにブレスレスに殺されるのも、多賀や鴨志田のようにブレスレスになるのも、見み逃のがしたくない。

　躊ちゆう躇ちよする一秒が、選せん択たく肢しを削けずっていく。

　それは──嫌いやだ。

「わかった！　シリウスも気をつけて！」

　理緒が扉とびらへと走る。

　既すでに復元した《シリウス》を構え、標的を探す。

　スロープ状のフロアだが、全体が戦場になっている訳ではない。焦しよう点てんは主に三か所だ。優毅が今いる中央エリア。理緒を向かわせた出入り口付近では、逃げようとする群衆がブレスレスに襲われている。

　そして、鎮がいるステージ上。

　優毅が既に二体を破壊したのに、まだ場内には一見でわかる堕壊コラプシヨンしたブレスレスが四体もいる。舞ぶ台たい側に二体。ドア付近に一体。そして、自分の目の前に一体。

　人間の姿を保ったままの者はさらに多いだろう。元々、志願者の集まりなのだ。

　志願者──同じ言葉に嫌けん悪おを感じながら、優毅はもう一体の怪かい物ぶつを屠ほふった。




　銃じゆう声せい。怒ど号ごう。悲鳴。足音。咆ほう吼こう。絶ぜつ叫きよう。

　さまざまな音が入り交じる。

　血の臭におい、硝しよう煙えんの臭い、垂れ流された汚お物ぶつの臭い。

　ブレスレス化していない者も、全員が逃げ切れた訳ではない。会場内で右往左往したり、悲鳴を上げたりしている。出口の混乱を逃のがれようと、逆にステージ側へ逃げてくる者もいる。

「た、助けて……助けてください」

　混乱の中、帽ぼう子しを目深に被かぶった少年が強行班員の女性に抱だきついた。

「ちょっと待ってなさい！　誰か！　この子を……？」

　スペクターＭ４サブマシンガンの銃口を上に向け、預けるべき制服警官を捜さがす。

「危ないっ！　そいつは……」

　騒そう音おんの中、勇生の警告は届かなかった。

　少年の手が、強行班員の腹に深くめり込んだ。

　武器を隠かくし持っていたのではない。抜手が鳩尾みぞおちに突つき刺ささっている。しかし、血は流れ落ちない。傷口から漏もれると同時に硬かたく乾かわききる。

「う、ぐぉ……っ」

　黒い戦せん闘とう服ふくの形が崩くずれる。中に詰つまっていた肉体が生命力そのものを失い、乾いて崩れたのだ。

　帽子を撥はね上げた顔は雨月鎮だった。

　倒たおれる隊員からスペクターＭ４を奪うばい取る。

「鎮さんっ！」

「固定されていない分、制服警官の拳けん銃じゆうより奪いやすい。威い力りよくもある」

　タタタタっ！

　怒いかりを込めて叫さけぶ勇生に微び笑しようで解説しながら、トリガーを引く。

　正確な射しや撃げきが岩切の腹に命中した。

「くっ！」

「岩切さんっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。防ぼう弾だん装備だ……っ！」

〈ＳＴＡＢ〉の戦闘服は実戦仕様の最新型ボディアーマーだ。拳銃やサブマシンガン程度の弾だん丸がんなら、ほとんど無力化できるのだ。

　だが、鎮は既に他の強行班員から奪ったフランキ・スパス15を手にしていた。右にサブマシンガン、左手にはショットガン。

　鍛きたえていない身には重すぎる武装だが、ブレスレスには常人を超こえた腕わん力りよくが備わっている。

「鎮さんっ！」

　叫びは制止のため。

　だが、無意味だった。

　放たれた一粒弾スラグが、岩切の脚あしをかすめる。

「ぐうっ！」

　膝ひざを突く。

　分厚い樫かしの板を貫かん通つうするのではなく叩たたき割るショットガンの威力までは、止められない。

「心配すんな……。直ちよく撃げきじゃ、ねぇ」

　安心を求める岩切の声の震ふるえが、何よりも雄ゆう弁べんに痛みを伝えてくる。

「鎮さん。もう……もう止めてください！　もうお終しまいでしょう！　警察はあなたをマークしている。賛同者も、合格者も足りない！　続けても無意味だ！」

「僕がいる限り、終わりじゃない。途と中ちゆうで投げ出す事もできない。ブレスレスとは、そういうものだよ」

　鎮はまだ堕壊コラプシヨンしていない。

　この状じよう況きようでなお、絶え間ない苦痛に耐たえ、意志を保ち、最初に決めた願いを維い持じしているのだ。

　社会を改善し、良心が報われるようにするという途と方ほうもない夢を。

「この場の混乱は好みじゃない。会場に来ていなくても、日本中に潜せん在ざい的てきな仲間はいるだろう。決して捨てられない願いを抱いた若者がね。彼らがいる限り、僕の敗北じゃない。勇生くんも、わかってくれると信じてるよ」

　自分が撃うたれない事に、安あん堵ど以上の怒りを感じる。

　彼は、この期ごに及およんでなお、自分を籠ろう絡らくする──できるつもりなのか。

「誰か！　優毅さん！　雨月鎮が逃にげます！　銃じゆうを持ってます！」

　呼びかけ、指差す。

　だが、優毅はまだ回復していない。《シリウス》の砕くだけた銃身は、まだ復元が完かん了りようしていないのだ。

　理緒の姿は見えない。他の強行班員や制服警官も手が足りない。

　ひとりだけが、勇生の声に応こたえた。

　常人の限界を超こえた軽かろやかな跳ちよう躍やくで、ベネトナーシュが一気に数列の客席を飛とび越えてステージに降り立つ。手にしているのは、二メートル半を超える格かく闘とうモードの〈幻銃ガン・フアントム〉だ。

「……雨月鎮……〈起源者オリジン〉……。逃がさない！　ここで倒す！」

「へえ……君は。そうか、そういう願いにしたのか。もったいないな」

「黙だまれ！」

　舞ぶ台たいの上、鎮とベネトナーシュが向かい合う。演じられるアクションシーンを予感させる対面だった。

　勇生は、ベネトナーシュの顔を見た。彼女のこんな表情は初めてだ。

　怒りと憎にくしみ。感情が剥むき出しの表情。瞳ひとみに暗く灯ともっているのは使命感や闘とう志しではない。

　もっと剥き出しで、プライベートな──殺意。

　彼女の意志を映したのか。

《ベネトナーシュ》がさらに変形する。

　先せん端たん部ぶの銃じゆう剣けんがジャックナイフめいた挙動で刃を伸のばし、照星のスパイクも延長された。

「はぁっ！」

　短い気合いと同時に、一気に間合いを詰つめる。

　一直線に、真正面から。

　銃剣を正面に向けた突つきのフォーム。

「無茶だ！　いや、行けるか？」

　勇生は叫さけぶ。

　ベネトナーシュの身体能力は人間離ばなれしている。堕壊コラプシヨンしたブレスレスにも何度も勝利している。鎮が意志と知性を保ち、銃器で武装していても凌りよう駕ができるかも知れない。

　スペクターＭ４のマズルが、小刻みに震えた。

　直撃！

　脚に、胴どうに、顔に。

　逆ぎやく袈け裟さのような軌き道どうで下から上へ、着ちやく弾だんポイントがラインを引く。

　美しい顔に弾だん痕こんが刻まれ、鮮せん血けつが迸ほとばしる。

　せめてヘルメットを被かぶっていれば──それは、反射的に閉ざされた勇生のまぶたの裏に浮うかんだ幻げん視しだった。

　現実の彼女は無傷だ。
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　顔にも命中したのに。

　それでも、しかしベネトナーシュは倒たおれない。怯ひるまない。

　至近距きよ離りで突き立てた銃剣は、鎮には命中せず背景のカーテンを切り裂さいた。

　鎮は跳躍していた。

　助走も何もない、垂直飛びで一〇メートルを飛ひ翔しようし、空中からさらに一連射。

　標的はベネトナーシュではない。

　捕ほ獲かくしようと集まってきた一いつ般ぱん警官だ。

　肩かた口ぐちや背中から血を噴ふいて、三人が倒れる。

　確実なダメージだ。

　雨月鎮は周しゆう到とうで合理的な男だ。通用しないのがわかっている無む駄だ弾は撃たない。

　九ミリ弾も、ベネトナーシュの肌はだにはかすり傷さえ負わせられない。

　結論はひとつしかない。

　彼女は、ブレスレスなのだ。

　ライトや大道具を吊つるす天てん井じようのバーに逆さに脚あしをかけ、反動で起きあがり、上に立つ。

　キシャンっ！

　機械音を立て、ベネトナーシュの〈幻銃ガン・フアントム〉が変形していく。

　ハルバードの棹さおが畳たたまれてストックになる。屈くつ曲きよくして銃じゆう把はになり、内蔵されていた引き金がトリガーガードごと飛び出す。

　先せん端たんのスパイクが倒れて照星になり、銃剣の刃が縮む。

　ライフルモードになった《ベネトナーシュ》を両手で構え、頭上の鎮を狙ねらう。

　だが、下から上を狙う射しや撃げきはただでさえ難しい。大型のライフルならなおさらだ。

　ベネトナーシュがポジションを定めあぐねている間に、鎮はバーを疾しつ走そうする。

　スポットライト等を固定するための、ワイヤーで天井からつり下がっただけの直径数センチの棒の上をだ。

「くっ！」

　放った一いち撃げきは＋し紛まぎれだ。

　正確さを欠いた射撃は天井に穴を空けただけ。

　バーからバーへ。軽やかに移動する。

　上空からサブマシンガンの九ミリ弾が降り注ぐ。

　勇生も、ベネトナーシュも狙われない。他の強行班員や警官を無む駄だなく仕留め、さらには逃にげ遅おくれた観客たちにも命中する。

「きゃっ！」

「があぁっ！」

　ソプラノからバスまで、さまざまなトーンの悲鳴が上がった。

　正確な射撃だ。

　若者たちが撃うたれるのは脚か肩かた。それも、確実にひとりに一発。怪け我がは負うが致ち命めい傷しようにはならない。

　ふわり。

　重力がないかのような動きで、鎮が飛び降りる。

　ベネトナーシュの〈幻銃ガン・フアントム〉が閃せん光こうを放った。

　落下中の軌道を狙った狙そ撃げき。

　それを、鎮は体を捻ひねって紙一重でかわす。

　すぐにベネトナーシュは狙いを下げた。

　勇生も視線で負う。

　チャンスは着地の瞬しゆん間かん。微かすかに銃じゆう口こうが揺ゆれる。

　だが、トリガーは引けない。

　降り立った反動で位置を変える鎮の口くち唇びるには、笑みが浮かんでいた。

　ベネトナーシュが撃たなかった理由が、勇生にもわかった。

　斜しや線せん上に、鎮に撃たれた群衆が倒れていた。避よけられれば、人間を殺す。

　無関係な人間を撃ったのは、こちらの動きを制限するためだったのだ。

　歯がゆい。

　握にぎりしめた手首の傷が痛む。飛び出したいが、〈幻銃ガン・フアントム〉がない自分は足手まといにしかならない。

「アルゴルくん？　どこだ？」

　不慣れな名前を呼びながら、警官がひとり走ってきた。

　手にしているのはアルミシルバーのトランクケース。視線を彷徨さまよわせている。勇生を捜さがしているのだ。

　あれさえあれば戦える。

　口径も長さも不ふ揃ぞろいな五本の銃身を束ねたガトリングガン《アルゴル》。

　一撃で相手を倒す威い力りよくはないが、ダメージは与あたえられる。

「こっちですっ！」

　勇生が叫さけぶのと、鎮がまたトリガーを引くのは同時だった。

　乾かわいた音に悲鳴が続き、青い制服が血に染まる。

「知っているよ。その中に入っているのが、〈幻銃ガン・フアントム〉を生み出す手て袋ぶくろなんだろう？」

　駆かけ寄り、警官の死し骸がいからトランクを奪うばう。

　サブマシンガンの射撃で鍵かぎを破は壊かいし、中身から黒い片手だけのグローブを取り出す。

　無駄だ──〈黒革ブラツクスキン〉は使用者を限定する。《アルゴル》を生み出す〈黒革ブラツクスキン〉は勇生にしかフィットしない。

「大だい丈じよう夫ぶか、勇生？」

　他のブレスレスを片づけて優毅が駆け下りてきた。

　ただ、足取りは危うい。顔は汗あせばんでいて《シリウス》の復元も不ふ充じゆう分ぶんだ。

「あんたが……雨月鎮か？」

　優毅の問いかけに、鎮は微び笑しようして頷うなずく。

「その体格、顔……君が櫂かい原ばら優毅くんか。高出水勇生くんから話は聞いているよ」

　もちろん、常に「人質」を背にする形だ。流血してうずくまり、呻うめく人々への誤射を怖おそれ、優毅も容易にはトリガーを引けない。

「君はどうだい？　テレビで僕の主張は聞いただろう？　僕の同志になって、一いつ緒しよに社会と戦う気はないかな？」

　答の代わりに、唾つばを吐はく。

「貴様がどんなお題目を並べても、これだけ人死にを出して、他人を傷つけてるのを……容認できるか！」

「僕だって心が痛まないわけじゃない。だけど、もう時間も手段もないんだ」

　あっさりと鎮は言ってのける。苦く悩のうを強調しているつもりか、大げさに肩を竦すくめる。

「今日までの、無数の人間の怠たい惰だや無策の結果はもう限界だよ。僕たちが今すぐ始めなければ、手て遅おくれになる」

　鎮はスペクターＭ４を捨て、左手ではフランキ・スパス15を構えたまま、器用に右手を〈黒革ブラツクスキン〉に潜もぐりこませる。

　あり得ない事が起きた。

　勇生用の〈黒革ブラツクスキン〉を填はめた鎮の手から、光のラインが迸ほとばしる。

　複雑なワイヤーフレームが形成され、輪りん郭かくの内側が充じゆう填てんされていく。

「馬ば鹿かな……」

　光の線が光の面に、そして輝かがやく実体に。

　数秒後、鎮の右手には〈幻銃ガン・フアントム〉が握られていた。

　美しい。

　対たい峙じしている敵の手に凶きよう器きが現れたのに、勇生はそう思ってしまった。

　何の飾かざり気もない、シンプルな形状だった。

〈幻銃ガン・フアントム〉にありがちな過か剰じようは見えない。シンプルな直線で構成されたボディから、長い円えん筒とうの銃身が伸のびている。機能美を極きわめ尽つくしたかのような形状。

　銃じゆうである事以外の何も主張しない、全ての拳銃の規き範はんであり理想であるイデアというものがあるとしたら、こんなフォルムをしているのかも知れない。

　ただ、表面がプラチナ色の鏡面加工になっている事だけが異様だった。

　同じ〈黒革ブラツクスキン〉から生じたのに、勇生の《アルゴル》にはまったく似ていない。

　その銃口が火を噴ふいた。

　音もなく放たれた衝しよう撃げきが、ベネトナーシュの右みぎ太ふと股ももを射い貫ぬく。

　戦せん闘とう服ふくに真円の弾だん痕こんが穿うがたれた。

　血は、流れない。

　黒い制服の上を、より黒い液体が筋を引いて流れ落ちる。

「ベネトナーシュ……お前……」

　優毅が言葉を呑のむ。さっきのは錯さつ覚かくや見み間ま違ちがいではない。

「そうよ……。わたしは、ブレスレス……」

　答える声は、途と切ぎれとぎれだ。苦痛に耐たえる口くち唇びるが歪ゆがんでいる。

　ビッ！

　発射音ではない。

　ベネトナーシュの戦闘服が穿たれ、裂さける音だ。

　二発目の命中が、彼女の右みぎ膝ひざを砕くだく。

「やめろーっ！　やめろ、雨月鎮っ！」

「なるほど……君と同じだね。〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うつと耐え難いほどの生理的快感があるらしいけど、ブレスレスは元々快楽を感じる事ができない。だから、いくらでも撃てるというわけか」

　白金色の銃口が勇生、優毅、そしてもう一度ベネトナーシュに向けられる。

「君たちの〈幻銃ガン・フアントム〉には星の名前がついてるんだったね？　なら、これには誰にも頼たよらずに僕が自分で名前を付けよう」

　鎮は自らの〈幻銃ガン・フアントム〉を高く掲かかげた。

　舞ぶ台たいを照らすライトの光を集め、金色の光を放つ。

「いちばん近くて、人間の生命に不可欠。隠かくされた悪の存在を明らかにして、裁く星。人が全ての規範とする星──《太陽》だ」

《太陽》──確かに、名付けるとすればそれ以外はない。

「……馬鹿な……。その〈黒革ブラツクスキン〉は、僕のものなのに……」

「これは単なる仮説なんだけどね。ブレスレスの条件に比べて〈幻銃ガン・フアントム〉の適格者っていうのはハードルが低いんじゃないかな？　大々的に募ぼ集しゆうしていないから確認できないだけで、三人か四人にひとりは発現できる。そして、普ふ通つうの人間同士なら流用や共用は不可能でも、ブレスレスは違ちがうっていう事だろうね。ブレスレスと〈幻銃ガン・フアントム〉は元々何か連動しているようだし」

　講義する教師めいた口調で鎮は語った。

　たまたま居合わせた勇生と優毅の両方が〈幻銃ガン・フアントム〉を生み出せたのは、別に特別な資格があったわけではない。ただの偶ぐう然ぜんだ。

　しかも、確率的にあり得る自然な偶然。

　ユウキとユウキ、同じ名前を持つふたりが知り合った程度の。

「そんな事はどうでもいい！」

　優毅が叫さけぶ。手の中で《シリウス》の銃口は、微び動どうだにせず鎮の心臓へと狙ねらいを定めている。

　銃口を塞ふさぐものはない。ハンマー部分の複雑な鍵かぎも半分は解放されている。いつでも発射できる状態だ。

「これ以上、罪を重ねるな。おとなしく……武器を捨てろ！」

「残念だが」

　真しん剣けんな表情の優毅に、鎮は笑みを返す。

「ブレスレスってどういうものなのか知っているだろう？　僕はもう止められない。世の中をマシにする。悪が許されず、良心の満足を誰もが求める世界を作る。もう始めてしまった以上、完かん遂すいするしかないんだ」




　手の中で《シリウス》が重い。

　鎮の言葉と表情にひっかかりを感じながら、優毅は両手に力を込めて〈幻銃ガン・フアントム〉を支える。

　モニター越ごしではなく、直に目にするのは今が初めてだ。

　端たん整せいで穏おだやかな、悟さとりを得た聖者めいた顔だ。たとえ、返り血を浴び、手に武器を持っていても。

「僕は、もう迷わない。だけど、君はどうだい？」

　見み透すかしたように、鎮は笑う。

「〈幻銃ガン・フアントム〉が震ふるえているよ？　迷っているんだろう？　撃っていいのか。撃てるかどうか」

　違う。奴やつがブレスレスだというのはわかっている。

　撃てないのは、背後に人がいるからだ。《シリウス》の威い力りよくは大きい。命中したとしても、貫かん通つうした余波が無関係な人間まで傷つけるかも知れない。

　必死に、自分に言い聞かせる。

　だが、《シリウス》は優毅の感情に背く。

　銃じゆう口こうの周囲に光の粉が集まり、鋼板になって銃口を塞ぎ、リベットで止める。撃鉄部のロックががちゃがちゃと絡からみ合っていく。夢に見た姿から、最初に発現させた時の形状へと戻もどっていく。

　奥おく歯ばに力が籠こもる。痛む。

「迷いとは、不純物だ。濁にごりと言ってもいい。君は自分の行いに確信が抱いだけない。だから、いつまでも持てる力を発揮できずにいる。違うかな？」

　その通りだ。

　だが、それを何故──どうやって、ではなく──彼に見透かされなければならない？

「……黙だまれ……！」

「いや。黙らない。僕はブレスレスだ。自分がやらなければならない事は完遂する。例えば、君に告げるという事もね」

　己が傷つけた怪け我が人にん、それも自分の支持者として集まった若者を背後の盾たてにしながら鎮は笑う。

　自然さという一点では、別れ際の平ひら口ぐちの引きつった笑みよりもずっと上だ。

　だが、それでも優毅は鎮の顔に嫌けん悪おを覚える。

　それなのに《シリウス》は封ふう印いんされたままだ。

　嫌きらっても、憎にくんでも、否定しても、悪だと知っていても。

　それだけではトリガーが引けない。

　これが、濁りなのか。

「君もわかっているんじゃないかな？　今の体制を、社会を、ただ今それがあるというだけで守って何になる？　変えなきゃならない。今すぐに」

「黙れと言った！」

「なら、撃うってみればいい」

　鎮は動けない怪我人のひとりに《太陽》を向けた。

　音もなく、ひとりの脚あしが撃たれる。

「がぁあっ！　痛ぇ、痛ぇよぉおっ！」

　小太りの少年が、赤子のような甲かん高だかい声で泣き喚わめいた。

　致ち命めい傷しようにならない、ぎりぎり表面を掠かすめ、筋肉を抉えぐる射しや撃げきだ。言葉で痛みを訴うつたえているのは、まだ意識があるからだ。

「君たちが本当に、僕を倒たおさなければならないと思っているなら、他人の被ひ害がいなど考えずに撃てるはずだ。今、僕がやったようにね」

「無関係の人間を傷つけて何になるんです！　止めてください」

　勇生が叫さけぶ。

「無関係？　無関係な者なんていないよ。同じ時代、同じ社会に生きている限り、全員が等しく当事者だ。悪や不善がなされている時、無む為いに傍観している者もまた加害者だとは思わないか？」

「それは……それはそうかも知れないけど……でも！」

「でも──何だい？　反発するだけで否定できないのなら、それは僕の正しさを証明するだけだよ。それに──」

　鎮が、勇生に笑みを向ける。

「ただ、無意味に傷つけたんじゃない。ちゃんと意味がある」

「痛ぇ……痛えよ……」

「ねぇ、君」

　脚を押おさえて転がる小太りの少年に、鎮は囁ささやきかける。

「苦しいだろう？　助かりたいだろう？　その痛みを忘れて、無事に家に帰りたいだろう？　この場から逃にげたいだろう？」

　右手の《太陽》を勇生たちに向けたまま、鎮は左手のショットガンを捨て、同じ言葉を同じように流血している数人に告げる。

「や、止めろーっ！」

　意図を理解して、勇生は絶ぜつ叫きようする。

　だが、その時には既すでに鎮は後ろ手で少年に触ふれていた。

「ブヴァヴァヴァアアッ！」

　少年の身体が膨ふくれ上がり、肉の球体と化す。

　そこから人間そっくりの脚が八本、正確な等とう間かん隔かくで生えてきた。傷ひとつない、長い脚が。

　続いて隣となりの少女も巨きよ大だいなタイヤ型へ変へん貌ぼうしていた。溝みぞの代わりに、元々の顔がデスマスクのように一列に並んでいる。

　立て続けに三体の個体が、ブレスレス化と同時に堕壊コラプシヨンする。変貌できずにただのミイラになった者もひとり。

　生への渇かつ望ぼうを刺し激げきし、ブレスレスへの変化を促うながす。そのために撃ったのだ。

「僕は、まだやる事がある。やらなくちゃいけない。そのために、今君たちに殺される訳にはいかない」

　怪かい物ぶつの陰かげに隠かくれ、鎮が去っていく。

「待て！」

　追いすがる優毅の眼前に、ブレスレスが割りこむ。

　阿あ修しゆ羅らのように少女の首が三方に向いている。ブルゾンの袖そでを破り、腕うでの代わりに蛸たこか烏賊いかに似た触しよく手しゆが無数に蠢うごめいている。

　顔には眼鏡がかかっていたが、本物はひとつだけだ。残りのふたつは、フレームが直接目の周囲に隆りゆう起きしていた。堕壊コラプシヨンして変じた肉体の一部なのだ。

「まもるまもるまもるさんをまもるまもるまもる。あのひとのりそうはあたしのりそうあのひとのねがいをかなえるまもるまもる」

　抑よく揚ようのない言葉で呟つぶやきながら、触手が優毅たちを襲おそう。

　多分、彼の著書のファンだ。

「俺に任せろ！」

「三対一は危険よ」

《シリウス》を構える優毅の隣となりに、ベネトナーシュが進み出て並ぶ。

　ハルバード型の〈幻銃ガン・フアントム〉を杖つえ代わりに、黒い血を流す脚あしを引いている。

「無理だ！　下がってろ！」

「早く処分して、雨月鎮を追わないと……」

「わかった。じゃあ、フォロー頼たのむ！」

　優毅は横っ飛びで《シリウス》の引き金を絞しぼった。

　安全装置のロックが分解し、銃じゆう身しんが内側から裂さける。

　会場内を転がって犠ぎ牲せい者しやを追い求めるタイヤ型のブレスレスが、一いち撃げきで破は裂れつして黒ずんだ粘ねん液えきの染みに変わる。

「はぁ……ッ！」

　一気に上り詰つめたパルスが、脳を揺ゆるがす。

　萎なえる脚に力を込め、次のブレスレスを探す。

　撃うつためではない。逃げて、時間を稼かせぐためだ。

　手の中で《シリウス》の復元は始まっている。しかし、まだ完かん了りようはしていない。

　連戦の影えい響きようか。それとも鎮に言われた事が影響しているのか。復元スピードは速いが即そく時じではない。

「優毅さん、こっちです！」

　勇生の呼び声が聞こえた。導かれるまま、声のする方へ走る。

　ベネトナーシュは全身の反動でハルバードを振ふり上げ、倒たおれこむようにして敵の触手を切断した。

　切り落とされ、床ゆかにこぼれた触手の断片が痙けい攣れんしながら崩ほう壊かいする。

「まぁぁぁぁもぉぉぉぉぉるぅぅぅぅぅぅっ！」

　だが、数が多い。さらに触手が伸のび、ベネトナーシュの脚に絡からみつく。

「くっ！」

　再生を終えた《シリウス》だが、ベネトナーシュと敵が近すぎる。自分の〈幻銃ガン・フアントム〉の破は壊かい力りよくでは、余波だけで彼女を傷つけてしまうかも知れない。

「……こいつは、わたしが片づける。あなたは、他の標的を……」

　近すぎるせいで戦えないのは優毅だけではない。

　内うち懐ぶところに入り込まれた今の位置では、ハルバードは使えない。普ふ通つうの銃じゆう剣けんなら外して近接戦せん闘とうに用いる事もできるだろうが、彼女の武器は〈幻銃ガン・フアントム〉だ。

「僕が……僕が何とかしますっ！」

「高出水くん？」

　どうする気だ。勇生の〈黒革ブラツクスキン〉は鎮に奪うばわれた。

　意志だけで飛び出しても──優毅が制止するよりも早く、勇生は飛び出していた。




　勇生は歯は噛がみする。

　誰にも、頼たよれない。

　だけど何ができる。〈黒革ブラツクスキン〉は鎮に奪われた。

　違ちがう。

　できるから、するのではない。

　そうしたいから、やるのだ。

　初めて優毅に会った日を思い出す。〈ＳＴＡＢ〉やブレスレスの存在を知るよりも早く、〈幻銃ガン・フアントム〉を発現させる以前から、自分は智ち笑え美みの仇かたきを討つと、真実を探ると決めていたのだ。

　視界の隅すみに、スペクターＭ４が飛びこむ。鎮が捨てていったものだ。

　走り、銃じゆうを拾い上げる。

　見よう見まねで構える。〈幻銃ガン・フアントム〉の時とは違い、脇わきを引き締しめて腰こし骨ぼねで支えるつもりで。

　走り、射しや線せん上に無関係な人間がいないポジションを選ぶ。

　トリガーを、引く。

　タタタタタっ！

　反動で銃じゆう口こうが踊おどった。

　阿あ修しゆ羅らに似たブレスレスに弾だん丸がんが命中する。

　連射式でも、肉体の一部のように感じられた《アルゴル》とは違う。反動も純じゆん粋すいに物理的なものだ。神経を直接侵おかすような感覚はない。

　あっちこっちへよれる射線を、強引に押しこめる。

　ブレスレスに着ちやく弾だんするだけではない。ベネトナーシュにも当たった。

　だが、防ぼう弾だんウェアを着用している上に、彼女もブレスレスだ。それも、何度も実戦の場をくぐった戦士。

　馴なれない新米ブレスレスである、触しよく手しゆ女の注意だけが逸それた。

「……これで！」

　跪ひざまずいたままのベネトナーシュが、〈幻銃ガン・フアントム〉をハルバードからライフルに戻もどす。脇を絞り、引いた腕うでを一気に戻し、ブレスレスの胸に銃剣を突つき刺さす。

「ぐ？」

「これで……終わり！」

　バスっ！

　刃やいばで縫ぬいつけられ、固定された零ぜろ距きよ離りの射しや撃げきが、相手の怪かい物ぶつの上半身を消しよう滅めつさせた。

　黒い液体が、至近距きよ離りでベネトナーシュの髪かみに、顔に降り注ぐ。

「これで……ラストだっ！」

　ほぼ同時に、優毅もトリガーを引いていた。

　ボールに脚あしのブレスレスが破は壊かいされる。

「はぁ……はぁ……」

　そのまま尻しり餅もちを突き、肩かたを落とす。

　見回す限り、会場内に他にブレスレスはいない。

　勇生は大きく息を吐はき、ポケットのハンカチを座りこんでいるベネトナーシュに差し出した。

「ごめんなさい。撃うってしまって」

「問題ない。正しい判断だったわ」

　ハンカチを受け取ったベネトナーシュは、己を汚よごす黒い液体を拭ぬぐうのではなく、引き裂さいて長さを稼かせぎ、太ふと股ももの傷を縛しばった。

「……ブレスレスの能力は千差万別よ。必ず傷が再生する訳じゃない。相手も未知の〈幻銃ガン・フアントム〉だし」

「あ……いや……」

　傷に注目しているのに気づかれた。

　気まずさ──というより後ろめたさで勇生は目を伏ふせた。

「ありがとう。おかげで、まだ戦える」

　また〈幻銃ガン・フアントム〉を杖つえにして、ベネトナーシュが立ち上がった。

「そっちも……片づいたみたいだな」

　ヘルメットを外し、袖そでで汗あせを拭いながら優毅がやってきた。こちらは、もう〈幻銃ガン・フアントム〉を消している。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　優毅さん？」

「あ、ああ……連発がきついだけだ。それより、高出水くんこそ……」

「ええ。ちょっとした打だ撲ぼくとか擦すり傷きずだけです」

「そうか……奴やつにずっと監かん禁きんされていたから……」

　言われて、不意に自分が置かれていた状じよう況きようを思い出す。

「ずっと連れん絡らくできず、ご心配をおかけしました。そちらでも特に何もありませんでした。情報も漏もらしていないはずです。ただ、眠ねむったり気絶したりしている間の保証はできませんが……」

「ああ、そういう事じゃないんだ。取りあえず、無事ならいい」

　疲つかれ切った優毅の表情に、安あん堵どの笑みが混じった。

　だが、勇生は安心などできない。

　見回せば、広いコンサートホールはあちこち破壊され、血の臭においと苦痛の声に満ちている。

　何人もの若者や警官が倒たおれ、駆かけつけた増ぞう援えんの警察官に運び出されている。強行班員でも無事なものはほとんどいない。

　死体は後回しだ。明らかに事切れている者は、そのまま放置されている。

『怪け我が人にんは確実に保護して』

　本部から、奈な槻つきの指示が全員に向けて届く。

『観客の中に無傷の者がいれば、ブレスレス化している恐おそれがあるわ。小さな刃は物もので、手の甲こうでも指先でも切ってチェックする事。負傷の有無に限らず、全員の氏名と連れん絡らく先さきは確認する事』

　入り口付近で倒れている中に、〈ＳＴＡＢ〉戦せん闘とう服ふくの小こ柄がらな人ひと影かげがあった。

「……岬……？」

　優毅が気づき、ふらふらと駆け寄る。勇生も追いかけた。

「大丈夫か、岬？」

　呼び声に応こたえ、まぶたが動く。息はある。

「……シリ……ウス？　アルゴルも……？」

　コードネームで呼ぶ余よ裕ゆうまである。

　ただ、左足があり得ない位置であり得ない方角へ曲がっていた。大だい腿たい骨こつが折れているのだ。

「はは……人混みに巻きこまれちゃって……。でも、あまり痛くないんだ。〈幻銃ガン・フアントム〉撃って気持ちいいのが麻ま酔すい代わりになってるのかな？」

　言葉は明めい瞭りようだが、声は弱々しい。血の気も失せている。脚以外にもダメージや疲ひ労ろうが大きいのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ね……シリウス。あたしがやった事って、無意味じゃないよね？　あたしが助けた人って、たくさんいるよね？」

「ああ、そうだ！　だから、無理して喋しやべるな！」

「あのね……あたし、本当にシリウスの事が好きだよ……。ハンターとして尊敬してるし……」

「だから喋るな！　お前、気が動転してんだよ！」

　告白──まるで、最期の別れみたいな。

「本気だってば……。どうやって知り合うかなんて、成り行きじゃない……。〈ＳＴＡＢ〉で出会ったから、そこで知った事で好きになったんだよ……。それって……変かな……？」

「わかった。わかったから……っ！　誰かーっ！　彼女をお願いしますっ！」

　声を張り上げて人を呼ぶ。

　理緒が優毅を好きだと言ったのは確かに異常なシチュエーションでだった。お互たがいの事を深く知るようになったのも、〈ＳＴＡＢ〉という特別な状況の下だ。

　だが、それも邂かい逅こうだ。理解だ。

　復ふく讐しゆうを忌き避ひするのも、己の強さに萎い縮しゆくするのも、異性との関わりを怖おそれるのも、全て紛まぎれもない櫂原優毅の一部だ。〈ＳＴＡＢ〉であろうとなかろうと。

　それなのに、状況の特とく殊しゆさだけに目を奪われていた。特別である事を求め酔よいしれていた理緒とは逆に、己が例外であるという一点を過か剰じように捉とらえすぎていたのだ。

　優毅の声に応えた制服警官がやって来た。彼も無傷ではない。肩かたを押さえているし、右の瞼まぶたは打撲で腫はれている。

「彼女をお願いします！　岬、行って来る」

　それでも、優毅は警官に理緒を預けた。

「優毅さん、行くんですか？」

「ああ。雨月鎮を、倒す」

　一度本部に戻もどるとか、指示を待つとか、そんな時間が惜おしい。

　逃にげたあの男を追いつめ、一刻も早く決着をつける。

「チャンスは──」

　今しかない、と言いかけて優毅は口を噤つぐんだ。

　それは、雨月鎮が繰くり返していたフレーズだったから。

「櫂原ぁっ！　来いっ！　こっちだ！」

　岩切の大声が名前を呼ぶ。

　彼も片足を引きずりながら、会場を出てエントランスホールからさらに外に向かった。

「岩切さん、その怪け我がで……」

　慌あわてて駆け寄り、優毅が肩を貸す。

「俺はまだ無事な方だ。ほとんどの強行班員はもっと怪我が深い」

　言われて周囲に目を走らせると、駆けつけた救急隊員たちに何人も運び出されていっている。乱戦の中、集まっている観客を庇かばうため、苦戦を強しいられた結果だ。

「行きましょう。雨月鎮を……奴やつを倒たおすチャンスです」

「君は残れ」

　言い放った勇生に、優毅が告げる。

「武器もないし、防護服もない。体力だって落ちてる」

「だけど……行きます。僕は、見届けたい」
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「しかし！」

「議論している暇ひまがもったいないわ」

　脚あしを引いたベネトナーシュが、優毅と勇生を置き去りに外へ向かう。

「お、おい……！」

　彼女も万全の状態ではない。

「そうだな。今は、急ごう。だけど、無理はするなよ」

「……優毅さんには、何度もそれを言われてますね」

　思わず、苦笑が浮うかんだ。

　外に出た優毅は、駐ちゆう車しや場じようで〈ＳＴＡＢ〉用ワンボックスカーの運転席に言われるまま岩切を押しこむ。

「その脚で、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「走るのは無理だが、ペダルくらい踏ふめる！　目標は自動車で逃とう走そう中、ヘリが見失わないように追つい跡せきしている」

「シリウスとアルゴルは後ろへ。わたしがナビでサポートする」

　ベネトナーシュが、助手席に割りこむ。

「頼たのむ」

　自分も勇生も運転はまったくの素人だ。バイクに慣れているベネトナーシュに任せるしかない。彼女にしても脚を負傷しているから、自力の運転は難しい。

『雨月鎮は車を奪うばって逃走中。こちらで判明した状じよう況きようを送るわ』

　車両には、奈槻の声と一いつ緒しよにカーナビのデータが送られてきた。

「よっしゃ！　行くぞ！」

　ひと声気合いを入れ、乱暴な運転で岩切はアクセルを踏んだ。







第四章　　息







　鎮まもるの車は、新宿から高速に上がり北へ向かっている。

　ヘリで追跡しているが、特にバリケードなどは展開させていない。

『人口密集地から離はなれてくれるなら、むしろ好都合よ。見失わない事だけに専念させているわ』

　現状で、〈ＳＴＡＢ〉の指揮権限は大きくない。動かせる手て駒ごまが少ない状況での奈な槻つきの判断だった。

　都内の秩ちつ序じよは回復していない。

　鎮が主しゆ催さいした会場以外でも、自発的に群れた若者が暴れて建物を壊こわしたりしている。

　ネットで流れた情報を信じて、ハンターの自宅に投石したり、汚お物ぶつを投げこんだりした鎮の支持者も現れた。もっとも、その家は実際には〈ＳＴＡＢ〉メンバーとは無関係なのだが。

　ほとんどの中学、高校では生徒同士のトラブルや、あるいは生徒による騒そう乱らんを怖おそれて臨時休校措そ置ちを取った。しかし、家庭や地域社会に受け皿がある訳ではない。結果的には目の届きにくい無数の若者が街に放たれただけだ。

　複数のグループが衝しよう突とつしたり、鎮支持者の集団が反対者を暴行したり、逆に恐きよう怖ふに駆かられてブレスレス容疑者を袋ふくろ叩だたきにしたケースも出ている。

　ある意味では、鎮が勇ゆう生きに指し摘てきした通りだった。明確な決心をして、行動に移す者は少ない。しかし、面白半分で「正しい」事をやる人間は少なくないのだ。

　警察力のほとんどは、それらの事件を収拾するために駆り出されていた。

　中には一件だけ、今まで潜せん伏ぷくしていたブレスレスが堕壊コラプシヨンして暴れ出した事件もある。そちらには強行班員とベテルギウスの村むら瀬せ、デネブの藤ふじ村むらを派は遣けんして既すでに倒したと、奈槻は無線で告げた。

　新宿事件で殉じゆん職しよくした強行班員は五名。一いつ般ぱん警官は二名。犠ぎ牲せいになった市民は、ブレスレスとして処理された九人を別にして、確認できるだけで一九人。その中には、ステージ袖そでで発見された国会議員とそのボディガードや、ブレスレスではなく逃にげようとした群衆に踏まれて内臓破は裂れつしたひとりも含ふくまれていた。

　重軽傷者は数え切れない。その中には大だい腿たい骨こつ骨折の理り緒おも含まれている。

「ここまでの混乱も、奴が……雨う月げつ鎮の狙ねらい通りなんでしょうか？」

「さあな」

　他人行ぎよう儀ぎな呼び方で呟つぶやく勇生に、優ゆう毅きはそう答えるしかない。

「みんな無責任だ。無責任で、軽率だ！　簡単にマスコミの情報やその場の空気に流されて簡単に罪を犯すなんて！」

　眉み間けんに皺しわを刻み、勇生は拳こぶしを握にぎりしめる。

　血ち塗まみれの上着は脱ぬいでネクタイも抜ぬいている。シャツやスラックスも汚よごれたままだが、こちらはさすがに取り替かえる訳にはいかない。

「……落ち着けよ。俺たちだって、立場が違ちがえばどうだったか……」

「僕は、そんな事はしませんよ。優毅さんだって、簡単に暴力を振ふるったりしないでしょう？　自信を持ってください」

「……」

　優毅は黙だまりこむ。

　自分が暴徒と化さないとしたら、それは冷静で理性的だからではなく、ただ臆おく病びようだからだろう。

　己の正義を信じられないのは、あの夏の日以来の優毅の宿しゆく業ごうだ。

　それでも確信など抱いだけない。何かのきっかけで封ふう印いんが外れて、有り余る力を他人に向けるかも知れない。

　どうしてみんな、そんな簡単に力を発動できるのか。

　己の正しさを確信しているのか。それとも結果を怖れないのか。

　優毅は口くち唇びるを噛かむ。

　サイレンを鳴らす車は、既に高速道路に入っていた。

　途と中ちゆうで別な警察官と合流し、ドライバーを替わるという提案もあったが、岩いわ切きり本人が拒きよ否ひした。時間を惜おしんだのだ。

　高速に入ってからは細かいペダルワークが不要な分、ドライビングが滑なめらかになっていた。

『雨月鎮の車は、群馬県方面に向かって移動中。多分、父親の窯かまを目指しているのかも知れない』

　声からすると、奈槻は既に立ち直っていた。

　少なくとも立ち直っているのと同じように振る舞まっていると、優毅には感じられた。

　雨月啓ひろ倖ゆきのアトリエには、既に群馬県警が踏ふみこんでいた。啓倖と思おぼしきミイラ化した遺体が発見されている。ブレスレスが関かん与よしているため、死亡からの時間経過は不明。元々人前に出る機会が限られ、作さく陶とうのためには数か月も籠こもる事があるため、今まで発覚していなかったのだ。

「そうですか。では──」

　勇生は、監かん禁きん中の出来事や聞かされた鎮の主張を、本部に伝える。

「彼は、ブレスレスを可能性だと言ってました。それから、相フエイズの変化だとも」

『相フエイズか……。これは、伝えておいた方がいいわね』

　前置きし、奈槻が答える。

『七年前、わたしがアメリカで遭そう遇ぐうした一連の事件にも、〈起源者オリジン〉──雨月鎮と同じ自然発生したブレスレスと目される個体が存在していたわ。充じゆう分ぶんなデータが取れなかったから推測混じりだけど、そいつは別に社会や人類をどうこうしようなんて事は考えてなかった。彼を変化させた欲望は、ただの金銭欲よ』

「え……？」

　勇生の話とのギャップに、優毅も間の抜けた声を漏もらしてしまった。

『だから、あなたたちは雨月鎮の言う事を気にしすぎないで。彼が何を言っても、たまたまそういうブレスレスだったと考える事』

「……わかりました」

　優毅は、右手を見つめた。

〈黒革ブラツクスキン〉は脱いでいる。ただし、通常の規定通りに強行班員のケースに入れているのではない。ただ、ポケットに突っ込んでいるだけだ。

　もう一度奴やつに会ったら、ためらわずに《シリウス》を撃うてるだろうか。常に、迷いが付きまとう。

「ブレスレス……」

　勇生が呟く。視線は、助手席のベネトナーシュに向いていた。

　不意に、彼女が振り向く。

　いつもと同じ、静かな美び貌ぼうだ。肌はだの自然な白さも変わらない。

　隣となりの岩切でさえ、出血で普ふ段だんより青ざめているのに。

「あ……あの……っ」

「構わないわ。わたしは、ブレスレスよ」

　既すでに疑う余地はなかったが、断言はやはり重い。

　そう考えれば辻つじ褄つまは合うのだ。

〈幻銃ガン・フアントム〉を使っても快感に溺おぼれない事。常に〈ＳＴＡＢ〉に控ひかえていて、日常生活を持たない事。人間離ばなれした運動能力を持っている事。

　奈槻やミアが口にするブレスレスに関するデータの中にだって、ブレスレス自身の話を聞かなければわからないものだってあった。

「一年近く前よ……。わたしはブレスレスに襲おそわれた。相手の顔は見えなかったけど、目の前で家族を殺されて、あの質問をされたの。イエスと答えたわ」

　彼女もまた問われたのだ。

『望みはあるか。全てを捨ててでも叶かなえたい夢はあるか』と。

「それで……ブレスレスを滅ほろぼすと願ったんですか？」

「ええ」

　勇生の推測を、ベネトナーシュは肯こう定ていした。

「わたしも、普ふ通つうに高校に通ってた。陸上部だったの。あの事件の前日までは、いちばんの願いはタイムを縮める事だった。でも、あの瞬しゆん間かんに変わった。それまでのわたしを全部捨ててもいいと思った。そいつが言ったブレスレスというものを一匹残らず滅ぼしたい。それが、あの時からのわたしのいちばん強い願い」

　矛む盾じゆんはない。成立する。

　鎮だけが唯ゆい一いつ無む二にの意志力の持ち主でもないだろう。現に、一週間ほども放火と殺人を繰くり返し、最後まで堕壊コラプシヨンしなかった鴨かも志し田だ雅まさ文ふみという例もある。同様に強い意志があれば、人の姿と心を維い持じできる。

　目的がブレスレスの殲せん滅めつというなら、確かに優毅の知る限りベネトナーシュはそのためだけに行動していた。

　事件の状じよう況きようを聞いて駆かけつけた、まだハンターがひとりしかいない〈ＳＴＡＢ〉に投降し、自分の目的を伝え、ブレスレスを殺すブレスレスとして参加した──ベネトナーシュはそう説明した。

　射しや撃げきも、格かく闘とう技ぎも、バイクの運転も全て〈ＳＴＡＢ〉に入ってから訓練で身に付けたものだ。疲ひ労ろうもしない。睡すい眠みん時間もいらない。その気になれば、常人に数倍するスピードで拾得できる。

　そして、ブレスレスとは目的を果たそうとする意志の塊かたまりなのだ。

　彼女の家族が殺されたのは、日本で確認された三番目のブレスレス事件だと言う。

「ブレスレスにとって、人間の生体エネルギーを吸収するのはそれほど重要な事じゃないわ。それに意志さえ強く持てば、死んでしまうまで吸い上げずに止める事だってできる。わたしは、奈槻から少しずつ分けてもらっていたの」

「だけど、苦しいんじゃないか？」

　ブレスレスになった経験はないから、単なる推測──いや、想像でしかない。

　しかし、今まで目もく撃げきしてきた限り、ブレスレスは獲え物もののエネルギーを一気に吸いこんで殺していた。多分、それが自然だからだ。

　それなら途と中ちゆうで止めるというのは目の前に料理が並び、味見もしたのにお預けを喰くらっているような状態。あるいは、排はい尿にようや射精を途中で中断させられるようなものではないのか。

「苦しいわよ。だけど、耐たえられる。ブレスレスを倒たおす──それだけがわたしの存在意義だもの。そのためなら、他の全てを犠ぎ牲せいにしてもいい」

「……違ちがいますよね」

「違わないわ」

　勇生の言葉を、ベネトナーシュは即そく座ざに否定した。

　なぜ、違うと言うのか。優毅がそれを問おうとした時、車しや載さい無線のスピーカーから声が響ひびいた。

『目標に動きあり』

　奈槻の声だ。

　東京を離はなれると見せたのは偽ぎ装そうだったようだ。郊こう外がいで一度高速を下り、上り車線に入り直してから、今度は都心へ向かっている。

　カーナビに、目標の現在位置が表示される。

「さすがに車線を越こえて正面からぶつかるのは無理ね。こっちも一度下りるしかないわ」

「わかった！」

　ベネトナーシュの助言を受けて岩切がハンドルを切る。インターチェンジで切り返して上り車線に移り、追つい跡せきを再開する。

　一月の太陽は足が速い。いつの間にか、外は暗くなっていた。

「……らしくないですね……」

　勇生が呟つぶやいた。

「らしくないって、雨月鎮らしくないって意味か？」

　この場で唯ゆい一いつ彼を知っている勇生の言葉に、優毅は念を押す。

「違います。ブレスレスらしくないっていう意味です」

「……なるほど」

　言われて優毅も気づいた。

　ブレスレスは、迷わない。途中で気が変わる事がない。なら、目的地を変へん更こうしたのではなく、最初からこのＵターンも折りこみ済みだったという事か。

　しかし、何のためにだ？

「考えたって仕方ねぇ。変に気を取られると、ミスに繋つながるぞ」

　正面を見み据すえたまま、岩切が告げた。

「別に相手がブレスレスだからじゃない。警察官なんてのは、要するに何かの対立を力ずくで片づけるのが仕事だ。加害者が一〇〇パーセント悪くて、被ひ害がい者しやは無む垢くでかわいそうなんて単純な話ばかり転がってるわけじゃねえ。そこでひとつひとつの事情に斟しん酌しやくしてたら、キリがないって事だ」

「……つまり悩なやむな、考えるなって事ですか？」

「俺は、そうしている」

　岩切は、誠実なのだろう。

　地に足の着かない綺き麗れい事ごとでも、見下した説教でもない。彼自身の経験から沁しみ出した重く、堅かたい言葉だ。

「後ろのボックスにドリンクが入っているはずだ。一本取ってくれ。お前らも、水分補給しとけ」

　指示を受けて、勇生が身体を捻ひねって後部に積まれているツールボックスを開く。冷蔵や保温の機能はないただの物入れだ。優毅が受け取った缶かんは室温の肌はだ触ざわりだった。

「わたしは、いらない」

「あ……」

　ベネトナーシュに拒こばまれ、勇生は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

「別に、戻もどす必要もないけど」

　表情を変えず、彼女は缶を手に取った。飲むでもなく、ダッシュボードの上に置く。

　プルタブを引き、口中に注いだドリンクは、季節のおかげもあってそれでもほどよく冷たい。疲つかれた身体に水分が染み通っていく感覚が心ここ地ちよかった。

「高たか出いず水みも気ぃ引き締しめろよ。今は人手が足りないからな。〈幻銃ガン・フアントム〉がなくても、いろいろ手伝ってもらわなきゃならんかも知れん」

「はい……っ！」

　ルームミラーに映った岩切の顔が、優毅の目に飛びこんだ。眉まゆが歪ゆがんでいるのは痛みだけのせいではないだろう。

「……本当は、お前らみたいな奴やつを戦わせるのは間ま違ちがってんだ。危険や暴力を肩かた代がわりするのが俺たちの仕事なんだからな。だが、ブレスレス相手じゃどうしようもねえ。盾たて代がわりが関の山だ」

「岩切さん……」

「おっと。弱音に聞こえたら、すまんな。さっきも言った通り、ぐちゃぐちゃ考えててもどうしようもない事だってある。だったら、考えるのは後回しで、今は目の前の問題に専念しよう」

「そうですね……」

　優毅は大きく頷うなずいた。

　話をしている間に、鎮の車が高速から下りて渋しぶ谷や区くへ向かっているという情報が入った。

『事件に触しよく発はつされた小競り合いがあちこちで起きているわ。ただし、特に交通が封ふう鎖さされているエリアはなし。うっかり足止めして、支持者と合流されたりしたら危険だから、現場近くの警官には鎮は放置するように伝えてある』

「それで、充じゆう分ぶんよ」

　奈槻に答えたのはベネトナーシュだ。

　すかさず地図の倍率を操作し、込み入った道どう路ろ網もうをわかりやすく表示させる。

「渋谷と言っても繁はん華か街がいじゃないな。住宅街か……もうちょっと中心から離はなれた……」

「岩切さん、三番目の交差点を左折してください」

　後席から身を乗り出し、カーナビを確認した勇生が告げる。

「大きなトラブルが起きてないなら、そちらのルートの方が多分速いです。表示されているルートは、よく大型トラックの不法駐ちゆう車しやで通りにくくなってますから」

「そうか。このあたりは高出水の地元だったか」

「……それだけじゃありません」

　勇生の言葉で、優毅も気づいた。

　鎮が向かっているのは、淑しゆく鵬ほう女学院の校舎だ。




　現在の状じよう況きようで、できる手は全て打った。

　警察への通達。それも、命令というよりは専門家としての助言レベルでしかない。

　秘密機関としての〈ＳＴＡＢ〉が持つ超ちよう法ほう規き的てきな権限に寄りかからなければ、狩野かのう奈槻は正規の公務員ですらないのだから。

　それでも岩切たちの行動の自由を確保できたのは、奈槻の力というよりは、アメリカ政府を介かいした圧力がかけられたからだ。

「……ありがとう、ミア」

　ディレクタールームの机に頬ほお杖づえを突つき、疲れた顔で奈槻は傍かたわらの友人に礼を述べた。

「あたしにとっても、ブレスレスは仇かたきだもの。ナツキやベネトナーシュの気持ちはわかるわ」

　喫きつ茶さ室しつの安物ではない。この部屋に用意された専用のサーバーから熱いコーヒーを汲くんで、奈槻の前に差し出す。

「ねぇ、ナツキ」

　ぐずる鼻をハンカチで押さえながら、ミアが手を止めた。

「何？」

「あたし、ずっと考えていた事があるんだ。仮説とも言えない、単なる思いつき」

「だから、何？」

　苛いら立だった口調で、奈槻はコーヒーをあおる。

「アルゴルが聞いた話が事実なら、ブレスレスはやっぱり自然現象だと思うの」

「その説は、前から出ていたわ」

　かつてアメリカでブレスレスが最初に確認された時から、正体についてはさまざまな可能性が検討された。

　環かん境きよう汚お染せんなどが原因の突とつ然ぜん変異。ウィルスによる一種の伝染病。今まで認知されていなかったホモ・サピエンスの亜あ種しゆ。普ふ通つうなら戯たわ言ごと扱あつかいの、異星や異次元からの侵しん略りやくなどという可能性まで真しん剣けんに議論されたのだ。

　その中で最有力と見なされ、しかし検証の手段も余よ裕ゆうもないまま放置されていた仮説が「自然現象」だった。

　質量保存則さえ無視しているのだ。生物学レベルで解決できる話ではない。

「最初の時に発見され、株分かれした〈黒革ブラツクスキン〉は全部厳重に管理されていた。それなのにわたしたちの前には新しい〈黒革ブラツクスキン〉が……〈幻銃ガン・フアントム〉が現れた。そして、またこの国でも……」

　空のカップでソーサーを鳴らし、奈槻は己の右手を見つめた。

　ブレスレスの発生と同時に〈幻銃ガン・フアントム〉も出現するのだ。誰かが作ったり、生み出したりしたものではない。

「あたし、日本に来てからアレルギー鼻び炎えん気味でね」

　ミアはまたハンカチで鼻をかんだ。

「この手の病気って、あんまり周囲を清潔にしすぎたから、身体に備わっていた抗こう体たいが暇ひまを持て余してどうでもいい花粉やハウスダストに過か剰じよう反応してるって説があるわよね？」

　奈槻は頷いた。アレルギーの類たぐいには無む縁えんだが、ニュースなどでよく言われる事だ。

「ひょっとしたら、ブレスレスもそれと同じじゃないかな？」

　人類という種に本来備わっている破は壊かい衝しよう動どう。あるいは文明化された都市で刺し激げきされながら抑よく制せいされ続ける欲望。

「そんなものが、行き場を失って暴発したのが、ブレスレスじゃないかな？　ただ、それが行き過ぎてしまわないように、ホメオスタシスとして〈幻銃ガン・フアントム〉も一いつ緒しよに現れる。過剰反応の結果であっても、普通に鼻水や涙なみだが出るみたいにさ」

　あり得ない考えではない。検証もできないが。

「どっちなのかな」

「え？」

「だから、どっちが花粉なのかなって」

「どういう意味？」

　今度は、ミアの方が疑ぎ問もん符ふを繰くり返す番だった。

「欲望や衝しよう動どうの暴走っていうのなら、〈幻銃ガン・フアントム〉だってそうじゃないの？　わたしにはわかるわ」

　右手の甲こうを左手の指が撫なで、ゆっくりと遡さかのぼり、指先の峠とうげを越こえて手のひらへ下りていく。やがて動き出した指の峰みねが左手の登山者を飲みこみ、絡からみ合う。

　苦痛に耐たえて目的を果たそうとするブレスレスと、快楽を強制する〈幻銃ガン・フアントム〉がワンセットだとしたら──。

「結論は出ないでしょうね。これからも研究していかなきゃならないけど、サンプルの確保は難しいし。大っぴらにやれるようになるかも知れないけど、逆に政府やマスコミ、人権団体なんかの横よこ槍やりもどんどん入るだろうし」

　大げさに肩かたを竦すくめる仕草はミアの癖ぐせだ。まるでこうする事で、自分がアメリカ人だと過剰に協調しているようにも見える。

「そうね……」

　苦笑し、奈槻は立ち上がった。

　操そう作さ盤ばんに手を伸のばし、壁かべを埋うめるモニター群を落とす。

　ハンターたちのプライベートを監かん視しするため。本部をチェックするため。それらのものは、もう不要だ。たったひとつ、現在出動中の岩切班からの連れん絡らく用のものだけを残す。

　既すでに、雨月鎮の車は停止している。

　優毅や勇生にとって因いん縁ねんのある場所で。

　もうすぐ、岩切たちの車もそこに到とう着ちやくするだろう。

　他の事件の事もある。大量の警官を動員するのは不可能でも、最低限周辺の警備と市民の避ひ難なんだけは済ませなければ。

　私立のお嬢じようさん学校の校舎は、高級住宅街にも近いのだ。

「もし、自然現象だとしたら……ひとつだけ確かな事があるわね」

　ミアが呟つぶやいた事は、奈槻もわかっている。

　今回の件が片づいても、ブレスレスも〈幻銃ガン・フアントム〉も根絶できない。

　いつかまた、どこかで発生する。

　七年後か。五年後か。来年か。

　日本か。またアメリカか。欧おう州しゆうか。アジアのどこかか。他の国か。

　ずっと繰り返していく事になるのだ。




　都内の中心部だが、周囲は意外に暗かった。

　学校や大きめの個人住宅、公園などが集まったエリアであり、毒々しい色のネオンなどはほとんどないからだ。

　だから、パトカーが投げかける赤い光が妙みように目立っていた。

「校舎内には、誰もいないんだな？」

「はい。元々臨時休校で生徒を帰宅させた後ですから。付近住民も避難させています」

　岩切の言葉に、壮そう年ねんの警官が答えた。

　三台のパトカーと優毅たちが乗ってきた車がグラウンドに並んでいる。昇しよう降こう口ぐちのすぐ脇わきに止まっているセダンが鎮の車だ。

　赤に照らされた三階建ての校舎を、優毅は見上げた。

　写真やテレビではなく、直に目にするのは初めてかも知れない。

　智ち笑え美みが通っていた学校。智笑美が死んだ場所。巨きよ大だいな墓標を連想したのはそのせいか。

「よし。お前らはここで待機。もし、目標が建物から出てくるような事があれば、すぐに〈ＳＴＡＢ〉本部に連絡しろ。必要以上の反はん撃げきはするな」

「しかし……！」

「通達は受けているはずだ。ブレスレスには銃じゆうは通じない。下手に手を出せば被ひ害がいが増えるだけだ」

「ですが、その負傷では……。民間人もいるようですし……」

　警察官が不ふ審しんの目を向けるのも無理はない──優毅はそう思った。

　岩切と同じ戦せん闘とう服ふくで体格も並のおとな以上の自分はともかく、ベネトナーシュは十代の少女だし、勇生に至っては中学の制服姿なのだから。

「相手はひとりで、こいつらは対ブレスレス戦の経験者だ。任せてくれ」

「……了りよう解かいです」

　敬礼を返した警官たちを残し、優毅たちは校舎に向かった。

　応急処置は済ませたものの、岩切の歩行は不自由だ。ショットガンを右手に、予備にもう一丁を肩にスリングで掛かけ、足を引きずっている。

　勇生はサブマシンガンを持っているだけだし、ベネトナーシュはやはり〈幻銃ガン・フアントム〉を杖つえにしている。ブレスレスの肉体は、通常の手段では傷つかない。しかし、反面普ふ通つうの治ち癒ゆ力りよくも備わっていない。手当の方法もない。包帯を巻き直してさえ、体液の流出が止まらないのだ。

　曲がりなりにも万全と言えるのは優毅ひとりだった。

　ガラスが割られ、サッシが破は壊かいされた昇降口から中に入る。行き先を照らすのは勇生の担当だ。〈ＳＴＡＢ〉の戦闘服ではなく、ここに用意させた通常の防ぼう弾だんジャケットを身に着けている。鎮の〈幻銃ガン・フアントム〉相手には心許ないが、無防備よりはマシという判断からだ。

「……彼が──雨月鎮が一度都心から離はなれそうになった理由が、わかるような気がします」

　ライトを片手に、勇生が呟いた。

「多分、時間稼かせぎだったんだろうな」

　相手には見えていないだろうが、優毅も頷うなずいた。

　最初からこの学校が目当てだとすれば、陽が落ち、余計な人間が入り込まない状じよう況きようが欲しかったのだ。

　それはつまり、ここで優毅と勇生を、そしてベネトナーシュと決着をつけるつもりという事だ。淑鵬を選ぶのは、ここが優毅たちふたりにとって意味ある場所だから。

　仮に当初の思おも惑わくが崩くずれたとしても、〈ＳＴＡＢ〉のハンターが全ぜん滅めつしたら、あるいは鎮の同志になってしまったらどうなる？

　対たい抗こう手段がない以上、彼の「理想」を阻はばむ者は誰もいなくなる。

「それにしても、また学校か……」

　勇生と一いつ緒しよに出動し、優毅が初めて〈幻銃ガン・フアントム〉を発射したのも学校だった。

「余計な事を考えるな」

「はい」

　岩切がまた同じ事を繰くり返す。

　同意の返事をするが、頭は思い通りにはならない。この場には不要の「余計な事」なんていくらでも湧わき上がってくる。

　それでもできるだけ意識を集中し、周囲に注意を払はらいながら、ゆっくりと校内を進んでいく。先頭は優毅、最さい後こう尾びはベネトナーシュ。その間に負傷した岩切と〈幻銃ガン・フアントム〉のない勇生が挟はさまる形だ。

「雨月鎮が、僕たちを挑ちよう発はつするつもりでここに逃にげこんだのなら、教室をひとつずつチェックする必要はないでしょう。最上階の、いちばん端はしです」

　優毅も勇生と同意見だった。

　智笑美が死んだ部屋──音楽室に決まっている。

　ブレスレスは、迷わないのだから。

　三階に上がると、廊ろう下かに灯あかりが点ついていた。ただし、教室に光はない。

「やはりか……」

　音楽室の扉とびらは音が漏もれないように厚く、小窓もない。

　しかも、他の教室よりも新しいのだ。事件の後、改装したばかりなのだから。

「用心しろよ」

「わかってます」

　岩切の指示に、優毅は〈幻銃ガン・フアントム〉を発現させる。手の中に、重みが出現する。

　車の中でうち合わせは充じゆう分ぶん済ませてある。

　鎮との戦いで主力を務めるのは、無事な優毅だ。負傷していても〈幻銃ガン・フアントム〉を連発できるベネトナーシュはいつもの白兵戦は諦あきらめ、射しや撃げきでサポートする。通常火器しか持たない岩切と勇生はあくまでも補助だ。

　目配せで、勇生がノブに手をかける。

　無言のまま呼吸を合わせ、ドアを開ける。

　ベネトナーシュが、不自由な足で飛びこむ。

　優毅はあえてワンテンポ遅おくらせる。奇き襲しゆうを受ける事を警けい戒かいしてだ。待ち伏ぶせのある場所に一いつ斉せいに躍おどりこめば、全滅もあり得る。

　中には誰もいない。

　まだ真新しい防音材の壁かべ。傷も落書きもない机。

　ベートーベン。ハイドン。モーツァルト。シューベルト。ドボルザーク──優毅たち四人を見つめているのは、ぐるりと取り囲んでいる音楽家の肖しよう像ぞう画がだけだ。

「おびき出されたか？」

　銃じゆうを構え、岩切が周囲を見回す。

　不意に、閃せん光こうが迸ほとばしった。

「ぐおっ！」

　優毅の頬ほおに、熱さが当たる。飛び散った岩切の血だ。

　肩かたを撃ち抜ぬかれている。

「上？」

　ベネトナーシュが天てん井じように向けて〈幻銃ガン・フアントム〉を乱射する。

　勇生もサブマシンガンで続く。

　無数の弾だん痕こんが穿うがたれるが、反応はない。

「岩切さん、しっかり！」

　呼びかけるが、出血とショックで痙けい攣れんしているだけ。返事はない。

「どいて！」

　ベネトナーシュが優毅を押しのけ、岩切の傷口に触ふれる。

　流血が弱まり、呼吸のリズムが間延びしていく。

「これは？」

「麻ま酔すいみたいなもの。だけど、一時的なものよ。すぐに治ち療りようしないと、かえって危険」

　相手の生命力を吸収するブレスレスの力の応用か。仮死状態にして悪化をせき止めたようなものだ。

「ベネトナーシュ、と呼ばれてるのかな？　君には、失望したよ」

　鎮の声が聞こえた。

　だが、音源はわからない。

「どこだ！　出てこい！」

　勇生が叫さけび、スペクターＭ４を撃うつ。

　壁に穴が開いただけだ。

「今まで堕壊コラプシヨンしない精神力は、僕が見み越こした通りだった。それなのに、その力をブレスレス殲せん滅めつだなんて無意味な事に費やしている」

「黙だまれ！」

　ベネトナーシュが叫ぶ。

「君の望みは、タイムを縮める事だったんじゃないかな？　だからこそ、ごく初期の被ひ験けん者しやとして選んだのに」

「黙れっ！」

〈幻銃ガン・フアントム〉が放たれた。

　天井に大穴が開く。

「僕も、ブレスレスの性質をより深く理解したかった。だから、シンプルな願いを持つ君を狙ねらったんだよ」

「ベネトナーシュ、挑ちよう発はつに乗るな！」

　警告しながら、優毅も視線を左右に走らせる。鎮の位置はつかめない。

「……わ、わかった……」

　答える声が弱々しい。

　彼女も負傷したままで〈幻銃ガン・フアントム〉を使い続けるのは負担なのだ。

「僕は、ここだよ」

　教きよう卓たくが倒たおれた。

　床ゆか下したから、鎮が現れる。

《シリウス》を向けるよりも速く、相手がトリガーを引いた。

《太陽》から放たれた光がカーブし、優毅を避さけ、ベネトナーシュを直ちよく撃げきした。

　右みぎ腕うでが、ちぎれ飛ぶ。

　防音材の壁に、弾はじかれた〈幻銃ガン・フアントム〉の銃じゆう剣けんが突つき刺ささる。右腕はまだグリップを握にぎったまま、〈幻銃ガン・フアントム〉からぶら下がっていた。

　それでも、彼女は悲鳴を上げない。

「……く……」

　ただ、失った右腕の跡あとを押さえて、小さく呻うめいただけ。左手の指の間からは、異い臭しゆうを放つ黒い液体が滴したたり落ちている。

　壁に突き立った《ベネトナーシュ》が薄うすれて消え、腕うでがぼとりと落ちた。

「それでお終しまいだね。君には、もう戦う力がない」

「雨月ぅっ！」

　優毅が《シリウス》を放った。

　しかし、鎮は軽かろやかなサイドステップで攻こう撃げきをかわした。

　ただ、神経を揺ゆさぶられた優毅がよろめいて机に片手を突いただけだ。

　勇生も銃を撃つ。

　こちらはまったくの無意味だ。避よけさえしない。ダメージが刻まれるのは鎮の服と、逸それた弾たまが当たった壁かべだけだ。

「邪じや魔まな警官も黙らせた。不完全なブレスレスもお終いだ。さあ、もう一度君たちに訊きくよ。僕の理想に共鳴してくれないか？　警察も国家も無力だ。世の中を変える力は、僕の側にしかない」

「あなたは、この期に及んでまだ……」

　勇生が歯は噛がみしながら、銃を向ける。

「待て。俺が、行く」

〈幻銃ガン・フアントム〉を構えたまま、優毅は進み出る。

「どうする気かな？」

「俺は体育会系だからな。勝負と行こう。もうちょっと広い場所でな」

「なるほど。僕をここから引き離はなして、その警官を待たい避ひさせる余よ裕ゆうがほしいって訳か」

　らしくもない優毅の挑発の意図は、完全に見み透すかされていた。

「まあ、いいか。どうせ僕の目的は変わらない。僕の理想の障害になるものを、排はい除じよするか味方にするかだ。君の都合に合わせてあげるよ。それが、考えを改めるきっかけになれば幸いだ」

「優毅さん！」

　ついてこようとする勇生を、片手で制する。

「奴やつが言った通りだ。外の警官を呼んで、岩切さんを避ひ難なんさせてくれ。それと、彼女も頼たのむ」

　できれば、お前も逃にげろ──そう言いたいが、それは鎮が見み逃のがさない。多分、勇生自身も望まない。

「じゃあ、屋上に行こうか。僕を外に出すのは、君たちにしても不本意だろう？」

　大げさに苦笑し、鎮はドアから出ていく。

　チャンスさえあれば、背中から撃うつ。

　意気ごんだ優毅がドアを出ると、既すでに鎮の姿はない。ただ、屋上に通じる階段から風が吹ふきこんでいた。

　駆かけ上がる。夜風が、冷たい。

　これも多賀を倒した時と同じシチュエーションだ。

「動くな！」

　飛び出し、《シリウス》を向ける。

「さて、始めようか。僕としては、勇生くんと話したかったんだけどね」

「俺もユウキだ。それに、奴は貴様ともう話す事なんかない」

　鎮はただ棒立ちしているのではない。微び妙みような速度で右に、左に、さらに左に、また右に、奥おくに──さして広くない屋上の上でポジションを変えている。

　重く、扱あつかいづらい優毅の〈幻銃ガン・フアントム〉では狙ねらいを定めにくい。

　しかも、ベネトナーシュがやられた今、鎮相手に有効な武器はこれひとつだ。連射性能は高くない。確実に、一いち撃げきで仕留めなければ。

　喉のどを落ちていく唾つばが、緊きん張ちようで硬い。

「気負っているね」

「うるさい！　黙だまれ！」

「僕を倒たおすチャンスが今しかないと思っているなら、君にも理解できるはずだ。僕の理想と焦あせりが」

「黙れ！」

　胸──というよりは腰こしのあたりから上ってきて脳をじりじりと焦こがす焦りを、必死に鎮しずめる。

「ブレスレスという存在が発生した理由も意義も考えず、これからどうなるかも考えずに、ただ現状を維い持じするためだけに凶きよう器きを振ふり回す──そんな事をして何になるんだい？」

「俺はお前の説教を聞きたいわけじゃない！」

　指が震ふるえる。撃ちたがっている。

　だが、その衝しよう動どうを生み出しているのは怒いかりなのか。正義なのか。

　それともただの生理的な反応なのか。

「君に願いはあるかい？　命を捨てても、己と引き替かえにしても、絶対に叶かなえたい夢はあるかな？」

　ブレスレスにとっては定番の問いかけを、鎮は口にした。

「夢のない者が無む為いに生きていて意味はあるのかな？　今、この瞬しゆん間かんにもやらなければならない事は山積みなのに。刻一刻と、世界は駄だ目めになっていくよ。僕たちが急いで手を下さなければ」

「夢とか願いとかって、今持ってなきゃ駄目なのか！　本当に今しかないなら、やり直したり立ち直ったりするのは無意味なのか！」

　叫さけぶ。

　今が全てだというのなら、智笑美の三年間は何だった？

　絶望した瞬間に死ぬ方が正しかったとでも言うのか？

　傷ついた者が立ち直るのも、過あやまちを犯した人間が悔くい改あらためるのも、時間が必要だ。その猶ゆう予よを否定する者を、認めていいのか。

「それは、怠たい惰だな人間の言い訳だよ」

「違ちがう！」

　ついに指が反応した。

　確信もないまま、トリガーを絞しぼる。

　強きよう烈れつな快感と同時に、光が放たれる。

　強すぎる閃せん光こうが、緑色の斑はん点てんで優毅の視界を眩くらます。

　それでも、殺気を感じ取れたのは訓練のおかげだ。

　視力が回復するよりも先に、身体が勝手に動いた。

　だが、完全ではなかった。

「がぁっ！」

　予期せぬ痛みが、神経を賦ふ活かつする。

　右みぎ腕うでが、射い貫ぬかれたのだ。

　ほとんど本能的に転がり、立ち上がり、走り、階段室の陰かげに身を隠かくす。

「く……っ！」

　奥おく歯ばを食いしばり、状態を確かめる。

《太陽》が命中したのは、右の上じよう腕わんだ。ショックのせいか、〈幻銃ガン・フアントム〉は消えていた。出血は激しいが、動かそうと思えば指は動く。神経は繋つながっているらしい。だが、骨は砕くだけている。僅わずかに力を込めるだけでも灼しやく熱ねつが走る。

　ベネトナーシュのように腕をまるごと持っていかれなかったのは、元々の太さの違いか。

　だが、〈幻銃ガン・フアントム〉が使えないという一点では同じだ。

　意識を研とぎ澄すまし《シリウス》を発現させようとする。

「ぐっ！」

　激痛にうめき声が漏もれる。

　手の中に光のラインが走り、輪りん郭かくが生じた次の瞬間、集中が途と切ぎれた。

〈幻銃ガン・フアントム〉は物体ではないが、重さは感じる。《シリウス》は大型な事もあり、体感重量は三キログラムだ。折れた腕では耐たえられない。

　すぐに、〈幻銃ガン・フアントム〉は消えた。

「腕だけで済んだ幸運に感謝したらどうだい？　今からでも僕の理想に──と、言っても難しいかな？　そういう状態で処理を施ほどこしても、だいたいは痛みからの解放を望んで、ブレスレスになった途と端たんに堕壊コラプシヨンするケースがほとんどだったから」

　新宿の会場から逃とう走そうする時の手口を思い出す。

　似たようなシチュエーションでの実験を何度も行っていたのだ。この男は。

　怒りと痛みが、薄うすれゆく意識を支える。

　そう言えば空手の師し匠しようが言っていた。痛みというのは、生きるために必要なのだと。

　苦痛を感じた肉体はアドレナリンを分ぶん泌ぴつし、ダメージを抑おさえ、興奮状態を引き起こして活性化させる。逃にげるためであれ、立ち向かうためであれ、全開駆く動どうに耐えられるようにする。

　望むと望まざるにかかわらず。

　命は、生きるようにできている。

　しかし、今はどうすればいい？

　意志に反して、身体は倒たおれる。　

「優毅さん、鎮さん！」

　呼びかけが、優毅の思考を断ち切った。

　勇生が屋上に上がってきたのだ。

　壁かべを支えに、コンクリートに血の帯を引きながら、反対側に回る。

　勇生ひとりだけだ。ベネトナーシュの姿はない。

「優毅さん、もう止めましょう」

「何？」

　胸の前で、祈いのりのように右みぎ拳こぶしに左手を包むように重ねて、勇生がゆっくりと鎮に向かって進み出る。

「岩切さんは、待たい避ひさせました。ベネトナーシュも敗れた以上、これ以上逆らっても無む駄だなのかも知れません。それなら、不必要に戦いを続けて無関係な被ひ害がいを広げるよりも、鎮さんに協力してブレスレスの能力を正しく活用するべきかも」

「本気か、高出水！」

「考えた結果です」

　勇生は顔を鎮の方に向けたまま──優毅の目を見ずに答えた。

　ベネトナーシュはどうなった。

　彼が諦あきらめたという事は、あの負傷が原因で死んだ──消しよう滅めつしたのか。

「君なら理解してくれると思っていたよ。できれば、追いつめられた結果ではなく、もっと早く決心してほしかったな」

　近づく勇生に、鎮が手を伸のばす。手の中の《太陽》は消えていた。

「待て！　止めろ！」

　萎なえた身体を強引に左ひだり肘ひじだけで引きずり、コンクリートを擦すりながら前進する。だが、間に合わない。

「高出水勇生くん。気持ちを鮮せん明めいに、叶かなえたい願いの事だけを純じゆん粋すいに考えるんだ」

「僕は、そんな純粋な人間じゃありませんよ」

「え？」

　優毅は初めて見た。

　鎮が、意外そうな顔をするのを。

　勇生の右手が翻ひるがえる。

　その手に白はく刃じんが握にぎられていた。

　閃ひらめいた光が、至近距きよ離りで鎮の右手を〈黒革ブラツクスキン〉ごと切り裂さく。

　黒い液体が溢あふれ飛び散り、コンクリートの屋上に大きな弧こを描えがいた。

「ば、馬ば鹿かな……っ？」

「僕は……不純な人間です。だから……、必要とあれば、嘘うそだって、つける。卑ひ怯きような、だまし討ちだって……やりますよ。あなただって、真の目的のための欺ぎ瞞まんを働いた！」

　後ずさって、驚おどろく鎮から距離を開いた勇生の息は激しい。顔も上気している。

〈幻銃ガン・フアントム〉を使ったようにしか見えない。

　いや。そもそも〈幻銃ガン・フアントム〉でなければ鎮を傷つけるのは不可能なはずなのに。

　確かに鎮の手のひらは深く切り裂かれ、未いまだに黒い体液を流し続けている。端たん整せいな顔が歪ゆがんでいるのは、単に驚きだけではなく痛みも感じているからだ。

　勇生の右手にあるのは、刃は渡わたり二〇センチほどのナイフ。細く真っ直すぐな両りよう刃ばの刀身には精せい緻ちなカーヴィングが施ほどこされている。

　もうひとつの特とく徴ちように優毅は気づいた。

　柄がらに、小さなトリガーがある。妙みように幅はば広ひろい鍔つばに空いている穴は──銃じゆう口こうだ。

　あれは〈幻銃ガン・フアントム〉なのだ。

「……わたしの……〈黒革ブラツクスキン〉よ」

　遅おくれて屋上に現れたベネトナーシュの言葉が、確信を裏付ける。

　失われた右腕の断面を押さえ、足を引きずり、それでも闘とう志しだけをみなぎらせた顔で鎮を見つめていた。

「そうか……」

　気づき、優毅も立ち上がる。

　鎮が勇生の〈黒革ブラツクスキン〉を奪うばって使用できた理由が、彼がブレスレスだからとすれば、逆にブレスレスが使っていた〈黒革ブラツクスキン〉なら、他の人間でも使えるかも知れない。

　勇生はベネトナーシュの腕うでから彼女の〈黒革ブラツクスキン〉を剥はぎ取り、使える事を確かめたからこそ上がってきたのだ。

《アルゴル》の〈黒革ブラツクスキン〉から《太陽》が生じたように、彼女の〈黒革ブラツクスキン〉を勇生が使った事で発現した《アルゴル》でも《ベネトナーシュ》でもない、新たな〈幻銃ガン・フアントム〉。

「き……君は……僕を裏切ったのか……？」

　銃じゆう把はを握る形の右手を勇生に向けて、鎮が問いかける。

　しかし、その手には何も現れない。傷口から、だらだらと黒い液体を零こぼし続けているだけだ。

　破損した〈黒革ブラツクスキン〉から〈幻銃ガン・フアントム〉は生まれない。

「裏切ったんじゃありません。最初から仲間じゃなくて、あなたが騙だまされただけです」

　勇生は断言する。

「あなたが言うような純粋さが価値なら、僕はそんなものはいらない。いえ、僕だけじゃなく誰にも手にできません。軽けい蔑べつする父の息子として生まれ、庇ひ護ごを受けている事も、今の世の中と己の無力さに不満を感じている事も、私し怨えんを抱いだいている事も、好きになった異性を忘れられないのも、全部僕の一部だ！　混ざっているんです！」

　呼吸を整えながら、勇生は鎮に近づく。

「だから、ブレスレスが必要なんだ。人間の不純さを、不完全さを超ちよう越えつできる存在として……！」

「僕は超越なんかしたくない。超越なんかできない！　智笑美の事を忘れ去り、未来への理想だけで生きていきたくなんかないんだ！　己の理想や純粋さを振ふりかざして他人を否定するあなたは、ただ綺き麗れいな言葉の目め隠かくしで視野を狭せばめているだけだ！」

　言葉を吐はき出しながら、名もない〈幻銃ガン・フアントム〉の刃やいばを横一いつ閃せんさせる。

　鎮は、数メートルの跳ちよう躍やくでそれをかわした。

　片手を負傷しているだけだ。身体能力では、鎮と勇生では比ひ較かくにならない。

「……なら、君も僕の障害だ」

「危ないっ！」

　膝ひざ立ちになり、左手で右手首を掴つかんで強引に鎮に向ける。

　折れた上じよう腕わんに激痛が走る。

　手の中に《シリウス》が出現した。完全ではない。銃身には亀き裂れつが走り、撃鉄部分の錠じようは歪んで外れている。

　発射！

　バレルが砕くだけ散る。

　衝しよう撃げきが骨を揺ゆるがす。

　脳を揺さぶる快感も、その痛みを相殺できない。

　不安定な片手の射しや撃げきは反動を支えられず、後転しながら倒たおれる。

　それでも、苦し紛まぎれの一射は鎮の左ひだり膝ひざから下を粉ふん砕さいした。

　黒い飛沫しぶきが飛び散る。

「うぉあああぁぁっ！」

　勇生の目前でバランスを失い、倒れた鎮が苦痛の悲鳴を上げる。

「高出水、こっちだ！　距きよ離りを取れ！」

「は、はいっ！」

　叫さけび、注意を促うながすまでもなかった。

　鎮の方が両手と右みぎ脚あしを使って、虫めいた動きで勇生から離はなれていく。

　屋上のいちばん端はし、金かな網あみに背中を押おしつけて震ふるえている。

「何故だ……何故、僕の理想を理解してくれない！　僕の理想に賛同してくれないんだ！
君たちみたいな人間こそ、僕の理解者になってほしいのに……！」

「あんた……ずっとそれだな」

「何……を？」

「僕の理想、僕の理想ってさ。ブレスレスだからじゃない。あんたが元々そういう人間なんだろう。誰かと夢をわけあったりするんじゃなく、自分の夢に従い、協力する奴やつを求めているだけなんだ」

　最初に決めた事を変へん更こうできない。それがもたらすのは、究極にして絶対のエゴイズムだ。

「僕も、そう思います」

　シャツの袖そでを裂さいた布で優毅の傷を縛しばりながら、勇生も同意した。

「僕と……彼女はどちらかがどちらかに従ったんじゃありません。お互たがいが抱かかえているものが同じだったから──いえ、同じところがあったから、わかりあえたんです。それも完全じゃなかったけれど……」

　手当を受けながら、優毅もその言葉を噛かみしめる。

　完全にわかりあえる訳ではない。隠かくし事もある。話せない事も、知られたくない事もある。

　それでも、だからこそ、意味がある。もう少しでもいい。深く理解しあうための時間が必要になる。

「俺は、多分迷い続けるよ。これからも」

「優毅さん？」

「だけど、迷って何もしないって事じゃない。何かを選んで、決めて、行動する」

　迷走し、躊ちゆう躇ちよし、逡しゆん巡じゆんする。

　煩はん悶もんし、懊おう悩のうし、後こう悔かいする。

　だが、それは選せん択たくしたからだ。行動したからだ。

「そうするしかなかった」にも「何もできなかった」にも、人の意志が介かい在ざいする余地はない。

「あんたには、あんたの理想があるのかも知れない。だけど、その理想が世界を狭せまく、小さく、短く──迷うための広さを奪うばうものなら……残念だけど、俺はあんたを肯こう定ていできない」

　隣となりに視線を送る。

　それだけで意図が通じたのか。勇生は〈黒革ブラツクスキン〉を着けた右手を挙げ、優毅の左手に重ねた。

　ベネトナーシュの〈黒革ブラツクスキン〉が、他者にも使用できるのなら優毅にも使えるかも知れない。勇生だけなら、射程の短い銃じゆう剣けんに隠し銃タイプだが、ふたりの力を、意志を、感情を合わせればあるいは──。

「だまれぇえええっ！」

　鎮は叫ぶだけだ。

　ここに至っても、逃にげない。

「僕もです。僕にも、明日が必要なんです。迷いたくはない。だけど、目指したものに手が届かないなら、今日届かないという事実で何もかもを終わりにはできない。明日には、少し背が伸のびているでしょうから。昨日よりは高いところに到とう達たつできるかも知れないんです」

「そんなのは欺ぎ瞞まんだ！　逃とう避ひだ！」

「明日生まれる命もある。俺たちはみんな、誰かの昨日の成れの果てなんだよ。昨日までの誰かが、今だけが全てだと思って何もかもを断ち切っていたら、俺たちはここにいないんだ」

「今日死んでいく者に、同じ事を言えるのか！　今日の不正が原因で明日死ぬ者に、胸を張ってそれを言えるのか？」

「言える」

　優毅は、答えた。

「胸を張ってじゃない。恥はじるよ。土下座だってする。だけど、俺にはそれしか言えない。その重みを抱えて、あがき続ける。それが、俺の選択だ」

　息を吸う。

　肺が張りつめる。

　息を吐はく。

　自分ではないものを取りこみ、呑のみこんだ物を分解して、熱に変え、己の一部に変え、さっきまで自分だったものを外に排はい出しゆつする。

　全身を構成する最小の要素が、毎秒息づいている。ある細さい胞ぼうは衰おとろえて死に、ある細胞は分かれ、新たに活動を始める。その細胞さえ、無数の異なる元素で構成されている。静止しているものはひとつもない。混じり気のないものなど何もない。

　ぎっしりと詰つまった生と死の集合体を駆く動どうする、根源の流転。

　それが呼吸だ。

　それが──命だ。

　重なった手。重なった鼓こ動どう。重なった息い吹ぶき。

　リズムは整えられながら、微び妙みようにずれる。

　不完全な一いつ致ち。

　だが、大切なのは不完全である事ではない。少しでも一致している事だ。

　優毅と勇生が合わせた手のひらの内側に光が灯ともり、ゆっくりと膨ふくらんでいく。

　光は輪りん郭かくと質量と、確かな手て応ごたえを獲かく得とくしていく。

《シリウス》でも《アルゴル》でも、そして《ベネトナーシュ》でもない。

　複数の銃じゆう身しんが集約され、寄り合わされ、一本になる。太く、大きく、そして長い。

　優毅の左手と勇生の右手にぴたりとフィットした両手用のハンドガンだ。トリガーさえ、ふたりの指が同時にかかるサイズ。

　それだけでスコープも照星もない、シンプルな形状だ。

　優毅は理解していた。勇生もわかっているだろう。

〈幻銃ガン・フアントム〉が心から生み出され、心を反映するものなら、引き金は象しよう徴ちように過ぎない。

　撃うつという意志を行動に移すための手がかりだ。

　発現と同時に放たれるのでない。

　撃つと決めたから、放たれるのだ。

「これが、俺たちの決断だ。その重みを、背負っていく」

「さようなら、鎮さん」

　ほとんど同時に、トリガーが引かれる。

〈幻銃ガン・フアントム〉が特とく殊しゆだからか。それとも他の理由なのか。

　いつものような快楽のパルスは感じなかった。

　名もない銃は光の塊かたまりになり、蛍ほたるを思わせる小さな群に変わり、飛び散って天へ上っていく。間を支える「モノ」が消失し、自然と優毅と勇生の手が握にぎり合わされた。

　鎮の左胸には、穴が開いていた。

「あ……ああ……」

　何のリズムもなく、ただだらだらと流れつづける黒い液体を手で抑おさえようとするが、もちろん止まらない。

　心臓がないから、鼓動もないのだ。

　黒い汚液が衣服を染め、ぼろぼろに腐ふ食しよくさせる。鎮の肌はだも黒く染まり、泥どろのように崩くずれていく。コンクリートの上に残ったのは、歪ゆがんだ形の染みだけだった。

「……終わったな」

「ええ」

　握りあってしまった手を解き、優毅と勇生は顔を見合わせる。

「いえ……まだよ」

　座りこんだまま、ベネトナーシュが苦しげな声で告げた。

「まだ、最後のブレスレスがいる。そいつを滅ほろぼすまで、終わりじゃない……」

　彼女の眼まな差ざしは、じっと勇生の右手を見つめている。

　彼の右手の〈黒革ブラツクスキン〉を。

「〈幻銃ガン・フアントム〉を出して！　わたしを、殺しなさい！」

「……嫌いやです」

「どうして！　わたしもブレスレスよ。〈黒革ブラツクスキン〉を預けたから、わたしは自殺もできない。ブレスレスを全ぜん滅めつさせるという願いを果たすには、あなたが手を下して」

　訴うつたえるベネトナーシュに、勇生は首を振ふった。

「新宿の会場で鎮さんと向かい合った時、どうして撃たなかったんですか？」

「……それは……」

　己の真意を探るように、ベネトナーシュはゆっくりと言葉を探す。

「……後ろに、無関係な人質がいたから……。流れ弾だまが当たったら……危ないでしょ？」

「ブレスレスを倒たおすのだけが目的なら、他人の犠ぎ牲せいなんか気にしないでためらわずに撃てたはずです。何かをしないという判断と決断ができるのなら、あなたは雨月鎮とは違ちがう」

「詭き弁べんよ。奴やつだって、最終的な目的のために回り道に耐たえていた」

「でも！」

「お願い。辛つらいの……。ひょっとしたら堕壊コラプシヨンしてしまうかも知れない……。わたしは明日生きていても、違う夢を見直す事はできないから。それが、人間とブレスレスの違い……」

　縋すがるような眼差しだ。

　強く、冷れい徹てつで、迷わない彼女が初めて見せるものだ。

　ブレスレスでも、ハンターでもない、人間の顔だった。

「……わかりました……」

「高出水！」

　勇生の手に、ナイフ型の〈幻銃ガン・フアントム〉が現れる。

「わかってください。優毅さん。聖せい痕こんを背負いたい訳じゃない。他に選せん択たく肢しがないからでもありません。こうするのがベストだと思うから、やるんです。後から後こう悔かいするかも知れませんけど」

　決意の表情で、勇生は一歩ずつベネトナーシュに近づいていく。

「わかった……。だけど、その前に」

　失血と骨折の痛みでふらつく身体を懸けん命めいに動かして勇生を追おい越こし、ベネトナーシュの間近に跪ひざまずく。

「名前を、教えてくれ」

「え？」

「だから、ハンターとしてのコードネームとかじゃない。お前の元々の名前だ」

　別れる前に、聞いておきたかった。

「……そんなもの、聞いてどうするの……？　もうすぐこの世からいなくなる奴の名前なんて……」

「どうするも何もない。俺が聞きたいからだ。覚えていたいからだ！」

「僕も、です。教えてください」

　勇生も膝ひざを折って視線を合わせた。

「……よ」

　小さな声だった。同じ言葉が、もう一度繰くり返される。優毅は、その名前を胸に刻みこんだ。

　偶ぐう然ぜん道を尋たずねられた時の出会い。勇生とともに命を助けられた事。初めて〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うった後の会話──短い期間の、限られた特とく殊しゆな状じよう況きようでの思い出だ。

　それでも、他人ではない。

「あなたの事は、忘れません」

　勇生が強張った、しかし迷いを振り切った顔で〈幻銃ガン・フアントム〉の刃やいばを振り上げる。

　優毅は瞼まぶたに力を込める。

　自分が同じ立場だったらこの決断はできただろうか。仮定を重ねても、答はでない。ただ、この瞬しゆん間かんから目を逸そらさない事を誓ちかう。

　だが、刃を突つき立てるよりも先に、彼女の身体が淡あわい光を放った。

「え……？」

　彼女自身が、きょとんと自分の左手を見つめる。

　光の粉が空へと上り、溶とけていく。

　思えば、今まで誰も知らなかったのだ。

　最初に決めた願いを叶かなえたブレスレスがどうなるかを。

「あ……。ああ……これが……これが、終わるっていう事なのか……」

　空に向かって、残った一本の腕うでを伸のばす。グローブと戦せん闘とう服ふくの僅わずかな隙すき間まから、微び細さいな粒りゆう子しが立ち上る。

　彼女の願いが叶う。即すなわち、ブレスレス全滅を証明するサインだ。

「ああ……」

　感極まった表情で、天を仰あおぐ。

「わたし、ほっとしてる」

　勇生と優毅に、笑顔を向ける。

「本当は、ちょっと怖こわかった。君に、罪を重ねさせそうで。決意しても、やはり殺すのは嫌いやな事だから」

　まるでその気持ちに応こたえるように、勇生の手の中で〈幻銃ガン・フアントム〉が消える。〈黒革ブラツクスキン〉が乾かわき、ひび割れ、崩くずれ落ちる。

「悲しいな……」

　アルトの呟つぶやきには、今までの彼女にはない潤うるおいと温もりがあった。

　ブレスレスである者が浮うかべるはずもない、満ち足りた笑顔。

「願いが叶ったら、そこで終わりなんて……。言ったよね。わたし、陸上やってたって。あの頃ころは、願いなんて次々に湧わいてきた。目標までタイムが縮んだら、次の目標ができた」

「ああ、わかる！　わかるよ！」

「僕も、理解できます！」

　智笑美の事件の後、優毅が武道を学び、自制心を磨みがこうとしたのも。

　勇生が智笑美と一いつ緒しよに自分の学校を良くしたかったのも。

　叶って終わりではない。達成するたびにその先を目指す、終わりのない繰り返し。

　それが、人間だ。

　使命が終わっても、願いが叶っても、夢が失われても、命は続く。

　幸福にも不幸にも、当たり前に「次」がある。

　混じりながら、変わりながら、濁にごりながら──生きていく。

「……さよなら……。生きてね」

「ああ。生きる。俺たちは、生きるよ」

　彼女の微笑ほほえみに、優毅と勇生は頷うなずいた。

　夜風になびく黒くろ髪かみが、小さく開いた口くち唇びるが、光になって流れていく。







[image: ]







　姿が薄うすれ、形が消え、服が抜ぬけ殻がらになり、最後のひと粒つぶの光が夜空に溶けていくまで優毅たちはその場から離はなれなかった。







エピローグ







「お別れですね」

「ああ」

　成田空港のロビーで、櫂かい原ばら優ゆう毅きと高たか出いず水み勇ゆう生きは握あく手しゆを交わした。

　足元に大きなバッグを置いた優毅の傍かたわらには、岬みさき理り緒おもいる。理緒は、杖つえを突いていた。あの時の戦いで負傷した脚あしが、二か月経った今もまだ完治していないのだ。もちろん、優毅の右みぎ腕うでもギプスで固定され、吊つるされている。

　鎮まもるが死に、ブレスレス事件の発生が終わっても、それで終わりではなかった。

　超ちよう法ほう規きの警察組織の存在と情報操作、未成年の起用などへの非難は収まらず、総理は辞職。総選挙が行われたが、野党も関与していたため対立軸じくは不明確になってしまった。その結果、各政党内部の派は閥ばつ抗こう争そうだけが激化した上にさまざまな新政党が乱立し、数合わせだけに終始した意図不明な連立内閣ができあがった。

　不安定な政局は経済にも影えい響きようし、株価は大きく下落。

　事件が終息したという公式発表も、政府は国民の信を失っているために治安回復は遅おくれている。

　もちろん、それらを無責任に煽あおるマスコミへも批判が続いたが、ネットの方も雨う月げつ鎮が情報操作や世論形成に利用した影響か、まとまった「祭」に参加する事をためらう者が多い。人々は自然と小さなコミュニティにまとまって他人の出方を窺うかがう事が増えた。萎い縮しゆくした混こん沌とんが続いていると言ってもいい。

　ただ、そんな状じよう況きようも徐じよ々じよに収まりつつはある。

「日本は、これから大変だろうな」

　優毅は呟く。

　彼らは、オーストラリアに飛ぶ事になっていた。旅行ではなく、長期滞たい在ざいだ。一年になるか、二年になるか。

　一度流出した情報を、完全に管理隠いん蔽ぺいする事はできない。しかも、〈ＳＴＡＢ〉による工作が暴かれて同様の手が打てなくなったため垂れ流しになっていた。優毅たちハンターの名前や、顔写真も。

『状況が落ち着くまで、日本を離はなれてみるのも手だと思うの。状況は不安定だし、無理してあなたたちが不幸になるのを見過ごしたくない』

　一緒にブレスレスと戦った仲間たちの末路や、ネーミングやエンブレムデザインの意図など、全てをうち明けた上での奈な槻つきの提案を、優毅と理緒は受け入れた。

　優毅たちだけではないし、オーストラリアだけでもない。元ハンターの中には、家族ごと移住する者もいる。

　法に則のつとらない組織の中心人物として責任を取らされる奈槻の、最後の仕事だ。

　岩いわ切きりら強行班員は、上の命令に従ったという事で特に咎とがめもなく、それぞれの職務に復帰するらしい。ただでさえ警察官の手は足りないので、これは当然か。

　海外に移り住んだからと言って、完全にブレスレス事件の影響から逃のがれられる訳ではないだろう。だが、混乱の渦か中ちゆうにあるより少しでもましなら、冷れい却きやく期間を選ぶ意味はある。

　時間が自動的に全てを癒いやすなどと言うつもりはない。だが、時間をかけなければ癒いえない痛みもある。

「逃にげるみたいで、申し訳ないけどな」

「構いませんよ。誰もが今すぐに戦わなくちゃいけない訳じゃない。逃げて、休んでもいいですし、一いつ緒しよにいられないなら棲すみ分けたっていい。世界は、それだけ広いんだと思います」

　勇生が笑う。柔やわらかな、笑顔だ。

「そう言ってもらえると、少しは気が楽だな。高出水くんにだけ、きつい事を任せる形になったみたいで」

「僕が、望んだ事です。選んで、決めたんです」

　勇生の情報もネットに流れ、マスコミにも流れた。それ以前に、新宿で鎮と言い合っている姿が生放送もされていたのだ。そして、彼は自ら〈ＳＴＡＢ〉のハンターだった事を改めて公表し、いわば皆みなの代表として取材攻こう勢せいを受け止めている。

「鎮さんがやった事は許される訳じゃありません。〈ＳＴＡＢ〉のやり方で、納得できないところもあります。だけど、全否定もできないんです」

　だから、日本に残る。

　知っている限りの事を明らかにし、訴うつたえかけ、皆にも考えさせる。

「不本意ですけど、あの家で助かってますよ」

　勇生の苦笑の意味は、優毅にも理解できた。

　マスコミの矢面に立っている勇生には非難や中傷ばかりか、深い思し慮りよも明確な目的もなく、何となく「世間で悪者扱あつかいされているから」というだけの理由で暴力を働こうとする者までいる。

　彼の安全が守られているのは、裕ゆう福ふくな父がそれなりの手を尽つくしているからに他ならない。

「正直言って、いい気持ちはしていません。だけど、これが僕の現状です。否定して逃げるのでもなく、甘あまえて開き直るのでもなく、いつかこの負ふ債さいを返せれば……そう思ってますよ」

　負債の相手は、父ではない。正確には、父だけではない。

　社会──そして世界全体だ。

「俺には、そんな生き方はできないな」

「僕たちは、やっぱり違ちがいすぎますからね。友人ではあっても、ともに歩み続けるのは難しいでしょう」

「でも、友達なんだよな」

「ええ。友人です」

　優毅の右みぎ腕うでが完治していないから、握あく手しゆはできない。

　だから、代わりにお互たがいの肩かたを叩たたき合う。

　ちょうど、搭とう乗じよう案内のアナウンスが聞こえてきた。

「……あの……ごめんね。いろいろと……」

　ずっと黙だまって俯うつむいていた理緒が、ぽつりと呟つぶやく。

　表情は暗い。怪け我がだけではなく、精神的な痛手からも快復していないのだ。クラスメイトが流布した写真は、理緒が元の生活に戻もどるのを許さない。彼女には、優毅たちよりももっと長い時間が必要だろう。今すぐに立ち向かえ、戦えというのはただの傲ごう慢まんだ。

「岬さんも、落ち着いたら手紙なりメールなり寄よ越こしてください。その……友人というほどじゃありませんけど、見知らぬ他人でもありませんからね」

「高出水くんって……正直だね」

　泣きそうな苦笑だが、それでも理緒は笑った。笑顔で別れたいという意志を持っていた。

「じゃあ、な」

　左手でバッグを持ち上げ、肩を押おして理緒を促うながす。

　勇生も深く一礼する。最後まで彼の堅かた苦くるしさは変わらない。頬ほおを掻かきたかったが、あいにく手は塞ふさがっている。

「優毅さん。ずっと前に、話してましたよね」

「ん？」

　呼ばれて、優毅は振ふり返った。

「智ち笑え美みさんが、あの質問にどう答えるだろうかって。確証はありませんけど、今なら想像できます」

「俺もだ」

　笑い、頷うなずきあう。

　あなたには夢はあるか。

　自分を捨てても、叶かなえたい願いはあるか。

　それほど強く純じゆん粋すいな夢など持っていない。けれど、明日には見つかるかも知れない。

　たったひとつの願いに全てを注ぐのではなく、小さな夢をいくつも手に入れるのかも知れない。

　人間のままで叶えられる夢を。

　人間として叶えたい夢を。


（ブレスレス・ハンター　終）









あとがき







　お待たせしました。『ブレスレス・ハンター』第３巻、そして完かん結けつ編へんです。

　作者としてはもう一、二冊掘り下げたい気持ちもありましたが、半はん端ぱな欲を出して尻切れトンボになるリスクを犯すよりは、きちんと「結末」を描えがく事を優先しました。

　また『Ｎｏｖｅｌ　Ｊａｐａｎ』の８＆９号に、二巻と三巻の間に起きたストーリーを掲けい載さいしました。クリスマスのミッションは物語の大おお枠わくに大おお幅はばな影えい響きょうを与えるものではありませんが、優ゆう毅きたちの心情の面では意味あるエピソードですので併あわせて読んでいただければ幸いです。バックナンバーの購入については、ホビージャパンのサイトなどで。

　また、事情により今までイラストレーターが金かね田だ榮えい路じさんから霜しも月つき栄えい人とさんに交代する事になりました。

　金田さん、今までありがとうございました。

　霜月さん、これからもよろしくお願いします。

　さて、最終巻と言いながら「これから」の話をしていますが、別に勘かん違ちがいじゃありません。実は『ブレスレス・ハンター』、Ｌｕｖ　ＲｅｃｏｒｄｓからドラマＣＤとしてリリースされるのですよ！

　シリーズを始めた頃ころ、友人から「主人公ふたりの名前の発音が同じだと、ドラマＣＤになった時に苦労するぞ～」とか言われまして。これまでメディアミックス未経験の我が身、その時は「まーさか」とか笑っていたのですけれど、実際になっちゃいました、はい。

　ちなみに担たん当とうさんとの打ち合わせの際には『やさしい君』と『いさまし君』で呼び分けています。録音現場では『高校生優毅』と『中学生勇ゆう生き』と区別。本文を入力する時には『ゆうき』と『ゆーき』で辞書登録。考えてみると、確かに手間の多い設定でしたわ。

　で、原作者としてアフレコの立ち合いなど貴重な体験をさせていただきました。声優さんたちと一緒に写真撮ったりして。実は写真、あまり好きじゃないんですよ。自じ慢まんじゃありませんが、私は顔がでかい！　集合写真だとひとりだけ顔面がひと回りでかいので、局所的にパースが狂ってみえるほどなのです。

　ひょっとして、これが重力レンズ効果という奴でしょうか（違う）。

　まあ、こういう余よ談だんはさておき──ドラマの内容は葛か西さいひとりだけでは出てこない切り口のアレンジがいろいろと加わっています。原作では扱いが小さかった奴に新解釈でスポットが当たったりと、独自の面おも白しろさを持った作品になりました。本編を既き読どくの方も新鮮な気持ちでお楽しみいただけるでしょう。

　ＣＤの情報は『キャラの！』誌上や公式サイトなどで随ずい時じお知らせしていく予定です。




　最後になりましたが、シリーズ完結までには多くの人の助力をいただきました。

　麻あそ生う俊しゅん平ぺいさん、榊さかき一いち郎ろうさんをはじめ、貴重なアドバイスを授けてくれた友人。担当編集の大橋さん。イラストを担当してくれた金田さん霜月さんのおふた方。直接はお会いできない、印刷製本流通に携たずさわるたくさんの方々。

　そして、読んでくださった貴方に心からの感謝を。

　小説本編はこれで完結ですが、ドラマＣＤの方はまだ始まったばかり。今後の情報は『キャラの！』誌上や公式サイトなどで随時お知らせしていきますのでチェックお願いします。

　もちろん私自身も『ブレスレス・ハンター』に続く新たなシリーズを準備中ですので、こうご期待！





二〇〇七年夏　　葛西　伸哉


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




葛西伸哉先生／霜月栄人先生









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p071.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p103.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　僕は拒絶する



		第二章　龍の門



		第三章　『今』の価値



		第四章　息



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p063.jpg





item/image/p179.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p015.jpg





item/image/k004.jpg
"

R ool v s
SHOQRN HHHR FEZWOL P SE500 S —

-y § ‘rﬁ






item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE
BEME -0ir

BRRLEBHEREEDT « VY 3 VR, BOSOHMFMME I Ofe A EZ TS
B, KROBBEREVENGIT THELERT.

REDBKERBRERE N —T VI H— R — Lo

EEIC [RFOU«ZvTvavhl (GAXE) [1ZH&HR]l (T77I@EXE)
5E,
http://homepage 1.nifty.com/kasai_s/

il'-—?ﬁ ** LbD&EZWE

FMETTRENICA SR MU—5—E UL TTE 21—, FABNUEAEBREADLS
ZER DRI DR,

wauy,

l

TVAVA N/ ¥—3

20074E8A1H  FIRREEAT

FHH— BT
BN 4 5 R b FHRA #T— Il

FATE—HIN T RS
FATHT— RS A=V v 8  TI51:0053 HEHEAXM £ A2-15-8

K ©2007 Shinya Kasai J






item/image/p131.jpg





item/image/p047.jpg





item/image/p002.jpg
48 - ¥R K2-  EmiR<





item/image/p001.jpg
N

TJVAVR - I\V5—3

BEMEK

HUXZE

N

g






item/image/p205.jpg





